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～内部質保証の
　実質化に向けて

IR室を作っては
みたものの…

ここ数年でIR室を設置している大学は急増しているが、

それがあまり機能していないという声をよく聞く。

一方で認証評価が第３サイクルを迎え、

いずれの評価機関でも「内部質保証の実質化」が求められる。

内部質保証の実質化において、IR機能は要である。

「名ばかりIR」ではなく

「全学で使うIR」とするために、

克服すべき課題と

解決策を考えてみる。

みんなで使う
IR

執行部

学生

各部局

IR室

イラスト／イデシタタケシ
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（株）進研アド  Between編集長

中村浩二

な
か
む
ら
こ
う
じ
●
1
9
9
0
年（
株
）福
武
書
店（
現
ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）に
入
社
。高
校
事
業
部
に
て
高
校
の
教
育
改

革
支
援
に
携
わ
っ
た
後
、（
株
）進
研
ア
ド
九
州
支
社
勤
務
を
経
て

現
職
。

　「
２
０
１
８
年
問
題
」
と
呼
ば
れ
る

18
歳
人
口
の
減
少
期
移
行
が
、
い
よ
い

よ
現
実
の
問
題
と
な
る
。
大
学
進
学
率

が
大
幅
に
向
上
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
減
少
は
、
各
大
学
の
学
生
募

集
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
後
予
測
さ
れ
る
学
生
募
集
の
大
競

争
時
代
を
乗
り
切
る
に
は
、「
デ
ー
タ
」

「
志
望
度
」「
教
育
接
続
」
を
重
視
し
た

戦
略
が
重
要
だ
。
デ
ー
タ
に
基
づ
き
自

学
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
べ
き
学
生
像
を
具
体
化
す

る
こ
と
で
、
募
集
施
策
の
効
率
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
数
が
増
え
る
時
代

で
は
な
い
こ
と
か
ら
意
識
を
転
換
し
、

「
の
べ
志
願
者
数
」
だ
け
で
な
く
「
志

望
度
」
も
指
標
と
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
高
等
教
育
の
魅
力

を
高
校
生
に
伝
え
る
こ
と
は
、
高
校
と

の
信
頼
関
係
構
築
や
大
学
進
学
者
そ
の

も
の
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
18
歳
人
口
の
減
少
は
特
に
地
方
部
で

急
激
に
進
む
こ
と
【
図
表
２
】
か
ら
、

こ
の
問
題
は
地
方
に
お
け
る
大
学
の
あ

り
方
に
ま
で
議
論
が
及
ん
で
い
る
。

　
第
９
期
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科

会
将
来
構
想
部
会
で
は
、
地
域
に
お
け

る
質
の
高
い
高
等
教
育
機
会
の
確
保
が

主
な
検
討
事
項
の
１
つ
で
、
大
学
間
や

大
学
と
地
方
自
治
体
・
産
業
界
と
の
連

携
強
化
、
そ
し
て
大
学
の
統
合
な
ど
が

具
体
案
と
し
て
は
挙
が
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
東
京
23
区
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
持
つ
大
学
に
は
、
地
方
大
学
の
振
興

を
目
的
と
し
た
定
員
抑
制
措
置
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
に
お
け
る
大
学
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
今
、
特
色
化

に
よ
り
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、

地
域
社
会
と
の
関
係
を
深
め
る
社
会
化

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る

大
学
の
存
在
意
義
を
高
め
て
い
き
た

い
。

　
大
学
は
今
、「
18
歳
人
口
の
減
少
」

と
「
就
業
構
造
の
転
換
」
の
２
つ
の
環

境
変
化
に
直
面
し
て
い
る
。
18
歳
人
口

の
減
少
【
図
表
１
】
は
、
各
大
学
の
学

生
募
集
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ
け

で
な
く
、
地
方
部
に
お
け
る
大
学
の
あ

り
方
を
問
い
直
す
問
題
で
も
あ
る
。

　
就
業
構
造
の
転
換
【
図
表
２
】
で
は
、

A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が

普
及
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の

中
を
生
き
抜
く
た
め
の
人
材
育
成
や
産

業
競
争
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き

い
。
人
生
１
０
０
年
時
代
へ
の
対
応
と

併
せ
て
、
改
革
は
必
須
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
主
体
的
に
対
応

し
て
い
く
よ
う
大
学
に
は
、
内
部
質
保

証
の
実
質
化
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
入
口
と
出
口
の
２
つ
の
環
境

変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
５
つ
の

課
題
【
図
表
３
】
を
見
て
い
き
た
い
。
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入
口
の「
18
歳
人
口
の
減
少
」

出
口
の「
就
業
構
造
の
転
換
」

縮
小
す
る
国
内
市
場

に
お
け
る
学
生
募
集
戦
略

地
方
創
生
に
資
す
る

大
学
の
特
色
化
・
社
会
化

特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

課 題課題

大学が直面する5つの課題まとめ【図表3】

18歳人口
減少期突入

就業構造
の転換

▶国内市場の縮小
▶首都圏以外の減少率が
　大きい

▶ＡＩ等の技術革新
　・データ利活用の進展による
　「省人化」と
　「仕事内容の変化」

▶「データ」「志望度」
　を重視した
　募集の効率化

2018年 ５つの課題

１ 学生募集戦略
環境変化

変化の時代に　
対応するための
全学的なしくみの構築

▶大学のブランド力
を高める特色化

▶世界基準での
　大学の魅力づくり

▶自学の学びで
　伸びる学生を
　獲得する入試の
　開発

▶高校教育の変化を
受け止め

　発展させる
　入試・教学改革

▶世界的な
　研究者の育成や
　教育研究拠点
　づくり

▶地域社会との
　関係を深める
　社会化

２ 大学の特色化・社会化 ３ 入試改革 ４ 国際競争力の強化 ５ 内部質保証の実質化

▶「教育接続」を
　重視した
　高大連携の推進

２０１８年
大学が直面する

つの課題
2018年初頭にあたり、
大学が直面する課題を５つ挙げている。
これらは社会の発展に向けて大学が
果たすべき役割であると同時に、
高等教育に対する社会の期待でもある。
これらの考察を通して、2018年を展望したい。

100

95

90

85

80

　　　 ＡＩやロボットの出現で就業構造が転換
～第４次産業革命による「仕事の内容」の変化 

　　　 首都圏以外の減少率が大きい
～18歳人口のエリア別予測指数の推移

経営、企画、
マーケティング、R&D

【図表2】 【図表1】

職種 増える仕事 減る仕事

＊経済産業省「新産業構造ビジョン」２０１７年５月をもとに編集部にて作成 ＊学校基本調査（2017年度実施）をもとに編集部にて作成
2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

2017年を100とした指数の推移

経営戦略策定、M&A、データ・
サイエンティスト、商品企画など

IT業務

営業・販売

サービス

バックオフィス

製造・調達

ビ
ジ
ネ
ス
創
出  

Ａ
Ｉ
と
差
別
化   

A
I
に
代
替

IoTビジネス開発、
ITセキュリティなど

定型商品の販売、
スーパーのレジ係など

コールセンター、銀行窓口、
倉庫作業員など

経理、給与管理、
データ入力など

工員、検収検品、
調達管理、出荷発送など

高度なコンサルティングが
求められる営業職など

高級店での接客、きめ細か
な介護、アーティストなど

－

－

－

－

首都圏（92）
九州（90）
東海（89）
北陸（88）
中四国（88）

北海道（86）
近畿（86）
東北（82）

北関東・甲信越（87）

（入試年度）
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こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
環
境
変
化
に

対
し
て
各
大
学
が
主
体
的
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、活
動
や
施
策
の
改
革
・

改
善
を
大
学
自
ら
が
推
進
し
て
い
く
し

く
み
や
組
織
風
土
が
必
須
で
あ
る
。

　
第
３
期
認
証
評
価
で
は
、
３
ポ
リ

シ
ー
と
内
部
質
保
証
が
新
た
に
評
価
項

目
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
中
で
も
内
部

質
保
証
は
重
点
評
価
項
目
に
設
定
さ
れ

て
い
る
【
図
表
６
】。
例
え
ば
大
学
基
準

協
会
で
は
、
第
３
期
の
認
証
評
価
基
準

に
お
い
て
内
部
質
保
証
を
理
念
・
目
的

教
育
・
研
究
に
お
け
る

国
際
競
争
力
の
強
化

課題

　
今
号
の
特
集
で
は
Ｉ
Ｒ
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
大
学
の
入
口
と
出
口
の
２
つ

の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
５
つ

の
課
題
の
中
で
、
内
部
質
保
証
の
実
質

化
は
扇
の
要
に
位
置
し
、
そ
の
成
否
が

こ
れ
ら
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
内
部
質
保
証
の
実
質
化
で
は
、
学
修

成
果
の
可
視
化
や
、
改
革
に
意
欲
的
な

組
織
風
土
の
醸
成
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

挙
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
I
R
活
動
の
実

質
化
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の

だ
。
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
す

る
こ
と
で
見
え
に
く
い
も
の
を
可
視
化

す
る
、
デ
ー
タ
を
基
に
皆
で
議
論
を
す

る
中
で
課
題
を
共
有
す
る
―
―
デ
ー
タ

と
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
は
、
先
に
挙

げ
た
５
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
糸
口
に

も
な
る
だ
ろ
う
。

　
18
歳
人
口
の
減
少
期
移
行
や
新
入
試

対
応
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
待
ち
受
け

る
２
０
１
８
年
。
全
学
を
挙
げ
て
課
題

に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
ま

ず
は
デ
ー
タ
を
基
に
自
学
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
皆
で
共
有
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
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特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

入試
説明会、
入試要
項公表

新入試への対応は待ったなし ～新入試対応のスケジュール（例）

　　　 被引用論文と国際性が低い日本の大学
～100位以内に入ったアジアの大学の分野別スコア

【図表4】

【図表5】

         内部質保証の確立を重視した
　　　 第３期認証評価
～評価内容の充実のために新たに規定された事項

【図表6】

内部質保証が全学的に
機能することを重視

【図表7】

　
各
大
学
で
検
討
中
の
新
入
試
へ
の
対

応
は
、
高
校
生
の
受
験
準
備
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
８

年
度
内
に
は
予
告
・
公
表
を
行
う
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、①
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、
共
通
テ

ス
ト
）
に
お
け
る
外
部
英
語
検
定
試
験

と
共
通
テ
ス
ト
英
語
試
験
を
ど
う
活
用

す
る
か
②
共
通
テ
ス
ト
の
記
述
式
問
題

を
ど
う
活
用
す
る
か
と
個
別
試
験
で
の

記
述
式
問
題
の
出
題
に
つ
い
て
③
主
体

性
等
の
評
価
方
法
な
ど
学
力
の
３
要
素

を
各
入
試
方
式
で
ど
う
測
る
の
か
の
３

点
と
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
伴
う
入
試
方

式
や
教
科
・
科
目
の
変
更
な
ど
に
つ
い

て
情
報
提
供
が
必
要
だ
。

　
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
の
入
試

改
革
は
大
学
教
育
、
高
校
教
育
の
改
革

と
セ
ッ
ト
で
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と

さ
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
め
ざ
し

て
い
る
点
を
学
内
で
確
認
し
て
お
き
た

い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
入
試
改
革
の
必

要
性
と
い
っ
た
「
そ
も
そ
も
論
」
で
検

討
が
滞
る
こ
と
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
高
校
向
け
の
説
明
で
は
、
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
対
応
な
の
か
を
、
入
学
後
の
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
と
関
連
さ
せ
て
説

明
す
る
と
説
得
力
が
高
ま
る
。
選
抜
方

法
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
へ
の
高
校
側

の
不
安
は
大
き
い
。〝
ゆ
る
や
か
な
対

応
〞
か
ら
始
め
る
こ
と
で
高
校
の
不
安

を
低
減
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

高
大
接
続
改
革
の
趣
旨

を
ふ
ま
え
た
入
試
改
革

　
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
や
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材
の
育

成
を
高
等
教
育
に
期
待
す
る
な
ら
ば
、

大
学
は
「
多
様
な
人
々
が
集
い
、
知
的

刺
激
を
受
け
合
う
魅
力
的
な
場
」
に

な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
大

学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
社
会
が

Society5.0

（
超
ス
マ
ー
ト
社
会
）

へ
と
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と

歩
調
を
合
わ
せ
た
、
高
等
教
育
に
お
け

る
変
革
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
し
か
し
、
日
本
の
現
状
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。【
図
表
５
】
で
は
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
で
１
０
０

位
以
内
に
入
っ
た
ア
ジ
ア
の
大
学
の
分

野
別
ス
コ
ア
を
一
覧
に
し
て
い
る
。
日

本
の
大
学
で
は
、
東
京
大
学
と
京
都
大

学
の
２
校
の
み
の
ラ
ン
ク
イ
ン
に
と
ど

ま
り
、
両
大
学
と
も
他
国
の
大
学
と
比

べ
て
、
被
引
用
論
文
と
国
際
性
の
ス
コ

ア
が
低
く
、
課
題
で
あ
る
。

　
一
方
、
日
本
の
高
校
で
は
高
大
接
続

改
革
に
よ
り
、
英
語
４
技
能
や
探
究
学

習
な
ど
の
指
導
が
進
ん
で
お
り
、
国
内

の
高
校
生
が
海
外
の
大
学
を
受
験
す
る

ハ
ー
ド
ル
は
下
が
り
つ
つ
あ
る
と
言
え

る
。
現
に
東
大
合
格
者
数
ト
ッ
プ
の
開

成
高
校
で
は
、
２
０
１
７
年
度
入
試
に

お
い
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
な
ど
の
海
外
の

大
学
に
22
人
の
合
格
者
を
出
し
て
い

る
。

　
日
本
の
高
校
生
が
世
界
基
準
で
進
学

先
を
選
ぶ
時
代
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て

い
る
。
世
界
市
場
か
ら
学
生
を
呼
び
込

む
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
魅
力
づ
く
り

と
そ
の
広
報
を
考
え
た
い
。

内
部
質
保
証
の
実
質
化
は

Ｉ
Ｒ
の
実
質
化
か
ら
始
ま
る

に
次
ぐ
２
番
目
の
基
準
に
位
置
付
け
、

各
大
学
の
理
念
・
目
的
の
実
現
を
推
進

す
る
全
学
的
な
し
く
み
と
し
て
、
そ
の

重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
【
図
表
７
】。

　
こ
の
よ
う
に
重
要
性
を
増
し
て
い
る

内
部
質
保
証
だ
が
、
実
質
化
の
ポ
イ
ン

ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
内
部

質
保
証
は
「
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究

活
動
等
の
見
直
し
を
継
続
的
に
行
う
仕

組
み
」【
図
表
６
よ
り
】
で
あ
る
の
で
、

全
学
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
適
切

に
、
そ
し
て
継
続
的
に
機
能
し
て
い
る

こ
と
が
、
実
質
化
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
言

え
る
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
う

え
で
は
、「
Ｐ（
計
画
）」
を
「
Ｃ（
検
証
）」

で
き
る
よ
う
に
し
て
「
Ａ（
改
善
）」
を

適
切
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、

「
学
修
成
果
の
可
視
化
」
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
テ
ー
マ
だ
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
続
け
る

に
は
、
各
自
が
自
主
的
に
取
り
組
む
状

態
を
つ
く
る
こ
と
が
一
番
効
果
的
。
皆

で
議
論
し
て
改
善
策
を
決
め
る
、
取
り

組
み
の
中
で
学
生
の
成
長
を
実
感
で
き

る
と
い
っ
た
「
や
る
気
」
を
刺
激
す
る

よ
う
な
組
織
運
営
を
意
識
し
て
、
改
革

に
意
欲
的
な
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

年度 2018年度

高1生

2019年度

高2生

2020年度

高3生新入試
当該学年

新入試
への対応重点評価

項目の設定

新規追加の
評価項目

クォーター 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

受 験 生の準 備に
大きな影響を
与える事項の予告

▶大学における教育研究活動等の見直しを継続的に行う
仕組み（以下「内部質保証」という。）に関すること

▶卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関
する方針並びに入学者の受入れに関する方針に関すること

▶内部質保証に関することについては評価において重視す
べき事項とすること

追加（詳細）
情報の公表、　
新入試対応
の周知

高校での
受験準備が
スタート

募集
開始   

新入試
スタート

＊文部科学省「学校教育法第百十条第二項に規定する基準を適用するに際して
　必要な細目を定める省令の改正について」2016年3月より 

＊大学基準協会の資料より
＊図の中の数字は
新大学基準の項目番号

改
革
の
原
動
力
と
し
て
の

内
部
質
保
証
の
実
質
化

課題

課題

学位授与方針 教育課程の
編成・実施方針

理念・目的

 内部質保証

教育研究
組織

大学運営・
財務

教員・
教員組織 学生支援

教育研究等
環境

社会連携・
社会貢献

1

2

3

教育課程学習成果 学生の
受け入れ

学生の
受け入れ方針

4 4

6

8 9

10

7

5

～第３期認証評価における新大学基準の構造（大学基準協会） 順位 教育機関国／地域 教育 研究 被引用
論文

産業界
からの収入 国際性

81.3 
74.2 
71.4 
74.2 
93.1 
63.7 
90.7 
80.6 
50.9 
60.6 
70.4 

88.2 
85.1 
93.2 
77.9 
68.4 
85.2 
63.0 
64.4 
78.6 
71.2 
59.2 

77.4 
83.0 
80.2 
68.8 
55.2 
79.5 
49.5 
57.0 
71.8 
69.3 
56.3 

シンガポール
中国
中国
香港
香港
日本
シンガポール
香港
日本
韓国
韓国

95.8 
53.0 
41.0 
99.5 
83.4 
32.2 
95.9 
86.6 
28.8 
34.1 
35.6 

61.9 
100.0 
99.8 
54.0 
58.1 
52.7 
94.0 
56.8 
93.8 
79.8 

100.0 

総合

82.8 
79.2 
79.0 
75.1 
72.7 
72.2 
70.5 
68.5 
64.9 
64.9 
60.9 

=22（24）

=27（29）

　30（35）

　40（＝43）

　44（49）

　46（39）

　52（54）

　58（76）

=74（＝91）

=74（＝72）

=95（＝89）

シンガポール国立大学
北京大学
清華大学
香港大学
香港科技大学
東京大学
南洋理工大学
香港中文大学
京都大学
ソウル大学
韓国科学技術院（KAIST）

＊（　）内は前回



2018 1-22018 1-2

Ｉ
Ｒ
の
諸
問
題

執
行
部
の

役
割
は
？

Ｑ
＆
Ａ

Ｉ
Ｒ
の   

動
き
方
は
？  

現
場
の 

教
職
員
は
？

A 

Ｉ
Ｒ
と
は
、デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
学
内
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｒ
の
定
義
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
見
解
が
あ
り
、
学
内
で
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
と
れ
て
い
な
い
大
学
も
少
な
く
な

い
。
本
特
集
で
は
そ
う
し
た
事
情
や
、

今
の
日
本
の
大
学
に
と
っ
て
の
必
要
性

を
ふ
ま
え
、Ｉ
Ｒ
を
「
エ
ビ
デ
ン
ス

（
デ
ー
タ
）
に
基
づ
い
て
、
自
学
の
課

題
を
見
つ
け
、
対
応
す
る
こ
と
」
と
定

義
し
た
い
。

　
日
本
で
は
「
Ｉ
Ｒ
」
と
い
う
言
葉
に

耳
な
じ
み
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
何

か
特
別
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
向

き
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
定
義
し

た
よ
う
な
行
為
は
、
企
業
に
お
い
て
は

ご
く
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
自
社
商
品
に
つ
い
て
定
期
的
に
、
現

状
の
売
り
上
げ
状
況
や
購
買
層
分
析
、

顧
客
満
足
度
調
査
や
競
合
の
情
報
な
ど

を
集
め
て
議
論
し
、
そ
こ
で
の
意
思
決

定
に
基
づ
き
商
品
を
改
善
す
る
な
ど

だ
。

　
施
策
の
提
案
に
エ
ビ
デ
ン
ス
が
伴
っ

て
い
れ
ば
、
行
う
べ
き
理
由
が
明
確
に

な
り
、
学
内
の
合
意
形
成
も
ス
ム
ー
ズ

に
行
い
や
す
い
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｒ
は
、「
自

学
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
全
学
を

挙
げ
て
対
応
す
る
た
め
の
、
共
通
言
語

を
持
つ
こ
と
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も

で
き
る
。「
Ｉ
Ｒ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」（
大
学
評
価
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
副
代
表
幹
事
・
嶌
田
准
教
授

9 8

何
の
た
め
の
Ｉ
Ｒ
活
動
か
？

特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

各
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
・
立
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

Ｉ
Ｒ
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
。

国
内
の
Ｉ
Ｒ
を
リ
ー
ド
す
る

専
門
家
の
意
見
を
交
え
な
が
ら
、

Ｉ
Ｒ
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
提
示
し
た
い
。

ＱP.
11
）
な
の
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
の
定
義
や
認
識
が
学

内
で
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
だ
と
、「
Ｉ
Ｒ

と
は
何
ぞ
や
」
で
議
論
が
止
ま
っ
て
し

ま
い
、
そ
の
先
に
進
ま
な
い
。「
使
う

Ｉ
Ｒ
」
の
第
一
歩
は
、
自
学
に
と
っ
て

Ｉ
Ｒ
の
目
的
は
何
か
、
執
行
部
の
認
識

を
統
一
し
、
そ
れ
を
学
内
で
共
有
す
る

こ
と
に
あ
る
【
図
表
１
】。

A 

必
要
だ
と
言
え
る
。

　
Ｉ
Ｒ
が
発
達
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の

高
等
教
育
界
は
、
市
場
の
変
化
が
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
で
中
退
率
も
高
い
。
大
学
経

営
者
は
権
限
が
大
き
い
反
面
、
シ
ビ
ア

な
判
断
が
必
要
と
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
経
営
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、Ｉ
Ｒ
の
発
達
は
必
然

だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
一
方
、こ
れ
ま
で
の
日
本
の
大
学
は
、

ア
メ
リ
カ
に
比
べ
る
と
総
じ
て
中
退
率

が
低
く
、
市
場
も
安
定
し
、
何
よ
り
定

員
が
管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ほ
ど

デ
ー
タ
重
視
の
経
営
を
し
な
く
て
も
済

ん
で
き
た
。
し
か
し
18
歳
人
口
の
減
少

期
を
迎
え
、
国
か
ら
の
経
済
的
支
援
が

多
く
は
望
め
な
い
現
在
、
健
全
な
経
営

を
継
続
的
に
行
う
た
め
に
は
、
勘
や
思

い
込
み
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

「
精
度
の
高
い
未
来
予
測
と
施
策
立
案
」

が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
大
学
は
教
育
機
関
だ
。
少

な
か
ら
ず
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
企
業
以
上
に
公
共
性

が
高
い
。
情
報
公
開
の
進
展
に
よ
り
、

経
営
に
も
教
育
・
研
究
に
も
こ
れ
ま
で

以
上
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

A 

Ｉ
Ｒ
の
目
的
を
全
学
で
共
有

し
、
執
行
部
、Ｉ
Ｒ
組
織
、
現
場

の
教
職
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的

に
動
く
体
制
を
つ
く
る
こ
と
。

　
せ
っ
か
く
組
織
を
つ
く
っ
て
も
Ｉ
Ｒ

が
機
能
し
な
い
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

活
動
の
初
期
段
階
で
な
す
べ
き
こ
と
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
多
く
の
大
学
の
Ｉ
Ｒ
関
係
者
が
活
動

の
障
壁
と
し
て
、
各
部
署
か
ら
の
協
力

が
得
に
く
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
な

ぜ
か
？
　
Ｉ
Ｒ
活
動
の
前
提
と
な
る
、

活
動
の
目
的
や
方
針
が
全
学
に
共
有
さ

れ
て
お
ら
ず
、
デ
ー
タ
の
収
集
分
析
に

対
す
る
各
部
署
の
理
解
が
進
ま
な
い
こ

と
が
、
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
デ
ー
タ
の
公
開
収
集
ル
ー
ル
等
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
あ
る
。
　

　
Ｉ
Ｒ
組
織
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

大
学
の
施
策
を
決
め
る
の
は
執
行
部
、

施
策
を
実
行
す
る
の
は
現
場
の
教
職
員

だ
。「
名
ば
か
り
Ｉ
Ｒ
」
に
陥
ら
ぬ
よ

う
に
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
役
割

に
応
じ
て
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
Ｉ
Ｒ
を
始
め
る
際
ま
ず
大
切

な
の
は
、
執
行
部
が
全
学
に
Ｉ
Ｒ
の
目

的
、
方
針
を
浸
透
さ
せ
、Ｉ
Ｒ
担
当
が
動

き
や
す
い
体
制
を
つ
く
る
こ
と
だ
。Ｉ

Ｒ
組
織
が
機
能
し
て
い
な
い
大
学
は
こ

こ
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
の
で
、

関
係
部
署
や
現
場
の
協
力
を
得
ら
れ

ず
、足
踏
み
状
態
に
陥
る
こ
と
が
多
い
。

　
首
都
大
学
東
京
で
は
、Ｉ
Ｒ
組
織
を

設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
部
局
の
係

長
ク
ラ
ス
を
集
め
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
。
ど
の
部
署
に
ど
ん
な

デ
ー
タ
が
あ
る
の
か
、
全
員
で
デ
ー
タ

の
「
棚
卸
し
」
を
１
年
半
か
け
て
行
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
部
署
間
の

デ
ー
タ
の
相
関
を
メ
ン
バ
ー
が
実
感
。

並
行
し
て
執
行
部
と
Ｉ
Ｒ
の
目
的
、Ｉ

Ｒ
組
織
の
機
能
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
た
。
こ
う
し
た
意
識
づ
く
り
、

体
制
づ
く
り
が
功
を
奏
し
、
２
０
１
７

年
４
月
に
教
学
Ｉ
Ｒ
推
進
室
を
立
ち
上

げ
て
以
降
、
各
部
局
か
ら
意
思
決
定
に

寄
与
す
る
分
析
依
頼
を
受
け
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｒ
が
機
能
し
て
い
る
大
学
や
、
各

Ｉ
Ｒ
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
基

に
、Ｉ
Ｒ
を
全
学
の
改
革
・
改
善
の
エ

ン
ジ
ン
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
の
ス

テ
ッ
プ
を
ま
と
め
た
の
が
P.
８
〜
９

の
【
図
表
１
】
だ
。
す
で
に
全
学
的
な

Ｉ
Ｒ
組
織
が
あ
る
大
学
の
場
合
、
自
学

は
ど
の
段
階
で
、
執
行
部
、Ｉ
Ｒ
組
織
、

現
場
そ
れ
ぞ
れ
が
な
す
べ
き
役
割
を
果

た
し
て
い
る
か
、
確
認
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
も
し
初
期
段
階
で
や
る
べ
き
こ

と
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
今

か
ら
で
も
取
り
組
ま
れ
た
い
。

A 

必
須
で
は
な
い
。た
だ
し
状
況
に

よ
っ
て
は
設
置
し
た
ほ
う
が
便
利
。

　
組
織
が
な
け
れ
ば
Ｉ
Ｒ
活
動
が
で
き

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
全
学
的
に
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
教
育
や
研
究
、
経

営
を
行
う
体
制
が
す
で
に
構
築
で
き
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
質
的
に
Ｉ
Ｒ
が

機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
。
改
め
て
専

門
組
織
を
置
く
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
学
内
の
状
況
を
俯
瞰
的
に

見
る
た
め
に
は
、
定
義
や
仕
様
を
統
一

し
た
デ
ー
タ
を
全
学
か
ら
収
集
し
、
連

結
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
作

「みんなで使うIR」に向けての5STEP 

□IR活動について学内広報
　（ニーズヒアリングによる需要喚起）　
□執行部への定期的な報告

□IRからの報告を定期的に確認。
　現状把握と議論を通じて
　課題発見に努める

□IR組織発足　
□学内保有データやその流通のしかたの
　確認と見直し

IRについて議論する（執行部） IRについて発信する（執行部＋IR組織） データを基に議論する 各所で小さなPDCAを回す 大学全体で大きなPDCAを回す

□各部、各教職員が、担当業務に関して
　データに基づき自律的にPDCAを回す

□教学・研究・財務の各IRを統合し、
　全学の状況をデータによって可視化
　（ファクトブックの制作公開など）
□自学のデータを確認するだけでなく、
　他大学のベンチマーキングを行い、
　客観的に自学の状態を評価する

IR組織

現場

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5

執行部

□IRデータから見えてきた課題を改善し、
　施策につなげる

□既存のデータを活用して、
　議論・分析・課題抽出を行い、
　小さなPDCAを繰り返す
□各部署のIRの取り組みをサポートする

□全学の課題を整理し、危機感を共有
□施策の立案、将来ビジョンの検討

デ
ー
タ
や
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
自
律
的
に
回
る
よ
う
に
な
る

□IR組織にデータを提供し、
　困りごとを相談する
□IRデータを基に議論をする

□IRの定義やあり方を検討し学内に共有
□仮説でいいので、自学の課題を基に、
　①自学にとってのIRの目的  ②制度設計
　③自学に合った組織  ④活動計画
　⑤予算を定める

□IRの目的や重要性を学内に発信する
　（継続的に行う）
□学内におけるデータの、
　①定義・指標の統一  ②格納方法
　③アクセス権・公開ルール等を策定、発信

□IRをエビデンスとして
　精度の高い将来像を描き、
　中長期計画を策定、改革を実行し、
　PDCAを回す

DATAIRIR

IR IR

IR

IR IRIR

IRIR P

C

DA IR P

C

DA IR

P

C

DA IR

業
を
既
存
の
部
局
で
賄
う
こ
と
が
難
し

け
れ
ば
、Ｉ
Ｒ
の
専
門
組
織
や
担
当
者

を
設
置
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、Ｉ

Ｒ
を
担
当
す
る
部
署
・
委
員
会
を
設
け

て
い
る
大
学
は
、
全
体
の
約
55
％
。
設

置
区
分
別
に
見
る
と
、
国
立
は
専
門
部

署
を
設
置
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
私

立
は
専
門
部
署
と
委
員
会
が
半
々
。
公

立
は
対
応
組
織
を
設
け
て
い
る
大
学
自

体
が
少
な
い
【
図
表
２
】。Ｉ
Ｒ
組
織
を

持
つ
大
学
が
半
数
以
上
で
あ
り
な
が

ら
、
学
内
の
意
思
決
定
に
資
す
る
活
動

を
し
て
い
る
大
学
は
13
・
４
％
に
と
ど

ま
る
【
P.
12
図
表
４
】。
文
科
省
の
補

助
金
申
請
の
対
応
を
き
っ
か
け
に
Ｉ
Ｒ

組
織
を
設
置
し
た
大
学
も
少
な
く
な
い

よ
う
だ
が
、
組
織
の
設
置
自
体
が
目
的

と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
。「
Ｉ

Ｒ
組
織
は
設
置
上
必
須
で
は
な
く
、
作

る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
〝
コ
ス
ト
〞
に

な
る
。
コ
ス
ト
を
か
け
る
分
、
機
能
さ

せ
る
べ
き
だ
し
、
財
政
が
厳
し
く
な
っ

た
ら
や
め
る
よ
う
な
感
覚
な
ら
作
ら
な

い
方
が
い
い
」（
大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
代
表
・
高
橋
教
授
　
P.
13
）。

Ｉ
Ｒ
と
は
結
局
何
か
？

学
内
で
共
通
認
識
を
持

ち
た
い
。

POINT

ま
ず
は「
自
学
に
と
っ
て
の
Ｉ
Ｒ
」の

意
義
を
学
内
に
周
知
す
る
こ
と
。

POINT

デ
ー
タ
に
よ
る
予
測
と
施
策
な
く
し

て
、今
後
の
大
学
経
営
は
難
し
い
。

Ｑ
Ｉ
Ｒ
活
動
は
大
学
の
経
営

上
必
要
な
も
の
か
？

Ｑ
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｒ
の
体
制
を

整
え
る
。ま
ず
何
か
ら
す

べ
き
か
？

P

C

DA

【図表1】

P

C

DA IR

P

C
DA IR

P

C
DA IR

P

C
DA IR

P

C
DA IR

初動での方向づけが重要！
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特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

A 

Ｉ
Ｒ
と
は
、デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
学
内
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｒ
の
定
義
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
見
解
が
あ
り
、
学
内
で
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
と
れ
て
い
な
い
大
学
も
少
な
く
な

い
。
本
特
集
で
は
そ
う
し
た
事
情
や
、

今
の
日
本
の
大
学
に
と
っ
て
の
必
要
性

を
ふ
ま
え
、Ｉ
Ｒ
を
「
エ
ビ
デ
ン
ス

（
デ
ー
タ
）
に
基
づ
い
て
、
自
学
の
課

題
を
見
つ
け
、
対
応
す
る
こ
と
」
と
定

義
し
た
い
。

　
日
本
で
は
「
Ｉ
Ｒ
」
と
い
う
言
葉
に

耳
な
じ
み
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
何

か
特
別
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
向

き
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
定
義
し

た
よ
う
な
行
為
は
、
企
業
に
お
い
て
は

ご
く
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
自
社
商
品
に
つ
い
て
定
期
的
に
、
現

状
の
売
り
上
げ
状
況
や
購
買
層
分
析
、

顧
客
満
足
度
調
査
や
競
合
の
情
報
な
ど

を
集
め
て
議
論
し
、
そ
こ
で
の
意
思
決

定
に
基
づ
き
商
品
を
改
善
す
る
な
ど

だ
。

　
施
策
の
提
案
に
エ
ビ
デ
ン
ス
が
伴
っ

て
い
れ
ば
、
行
う
べ
き
理
由
が
明
確
に

な
り
、
学
内
の
合
意
形
成
も
ス
ム
ー
ズ

に
行
い
や
す
い
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｒ
は
、「
自

学
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
全
学
を

挙
げ
て
対
応
す
る
た
め
の
、
共
通
言
語

を
持
つ
こ
と
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も

で
き
る
。「
Ｉ
Ｒ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」（
大
学
評
価
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
副
代
表
幹
事
・
嶌
田
准
教
授

大学評価コンソーシアム副代表幹事 嶌田敏行
しまだとしゆき●茨城大学全学教育機構総合教育企画部門（准教授）。
茨城大学に文部科学事務官として着任後、2005年から同大学評価室の
専任教員として評価業務とIR業務に従事。

2010年設立。大学間の連携を通じ経営の改善・充実に役立つ大学評価
の実現に貢献することが目的。会員数は241機関757名（2017年12月
20日現在）。

大学評価コンソーシアム

　そもそもIRは、大学経営を安定させるためにアメリカで生まれたもの
です。アメリカの大学はいわゆる入学定員がありません。多くの学生を
入学させれば、経営的には安定しますが、教員１人あたりの学生数が
増え、教育の質が低下します。この「入学者数と教育の質の最適なバ
ランス」を探るための情報を経営陣に提供することがアメリカのIRに
求められる大きな役割になっています。一方、定員管理が厳格で、執
行部の経営裁量権が小さい日本の大学の場合、アメリカ型のIRはあ
まり必要とされてきませんでした。しかし、18歳人口が減少し、危機的
状況に陥ってから、「IRでなんとかしよう」と考えるのでは遅すぎます。
今のうちから自学の現状を把握するしくみを整えておけば、IRは将来に
向けた議論をするための材料を提供できますし、そのことにより学長や
理事長らは精度の高い未来予測や意思決定が可能になるはずです。
認証評価においてIRを活用した内部質保証の確立を求められている
今こそ、IRの実質化を図るよい機会だと言えるでしょう。
　IRによって内部質保証システムを機能させる最初のステップは、

「現場の教員にデータを行き渡らせること」だと考えます。他大学のIR
関係者の話を聞くと、どの大学も多くの調査を実施しています。しかし、
それが生かされるケースが少ないように見えます。まず着手すべきなの

は、これまで眠っていたデータの有効活用を考えることでしょう。
　内部質保証は、いくつかの階層に区切って考える必要があります。
全学レベルでは、全ての大学が内部評価、外部評価を実施しているは
ずです。また、学部・研究科レベルでも、多くの大学で点検が行われて
いるでしょうし、各科目を担当する教員レベルでも授業アンケートやピ
ア・レビューなどの点検が、ある程度浸透してきています。一方で遅れて
いるのは、教育目標を持つ最小単位である教育プログラム（学科・コー
ス）レベルの点検・評価です。学科会議やコース会議で収集したデータ
を見てもらい、現状を把握してもらうことが重要でしょう。
　IRの本来の業務は改善策を提案することではなく、「現場の教員
が、教育の質を高めるための議論につながるネタをいかに提供する
か」。言い換えれば、IRが提供するデータはコミュニケーションツールな
のです。「データを見て状況を把握し、次に何をすべきか考える」という
ことを習慣化することこそが、重要ではないでしょうか。

IRのデータ＝「コミュニケーションツール」
データ提供→議論→改善で、内部質保証サイクルを回す

▶IRによって自学の現状を把握し、将来に向けた議論の材料をつくる
▶内部質保証の最初のステップは、データの流通性を高めること

P.
11
）
な
の
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
の
定
義
や
認
識
が
学

内
で
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
だ
と
、「
Ｉ
Ｒ

と
は
何
ぞ
や
」
で
議
論
が
止
ま
っ
て
し

ま
い
、
そ
の
先
に
進
ま
な
い
。「
使
う

Ｉ
Ｒ
」
の
第
一
歩
は
、
自
学
に
と
っ
て

Ｉ
Ｒ
の
目
的
は
何
か
、
執
行
部
の
認
識

を
統
一
し
、
そ
れ
を
学
内
で
共
有
す
る

こ
と
に
あ
る
【
図
表
１
】。

A 

必
要
だ
と
言
え
る
。

　
Ｉ
Ｒ
が
発
達
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の

高
等
教
育
界
は
、
市
場
の
変
化
が
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
で
中
退
率
も
高
い
。
大
学
経

営
者
は
権
限
が
大
き
い
反
面
、
シ
ビ
ア

な
判
断
が
必
要
と
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
経
営
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、Ｉ
Ｒ
の
発
達
は
必
然

だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
一
方
、こ
れ
ま
で
の
日
本
の
大
学
は
、

ア
メ
リ
カ
に
比
べ
る
と
総
じ
て
中
退
率

が
低
く
、
市
場
も
安
定
し
、
何
よ
り
定

員
が
管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ほ
ど

デ
ー
タ
重
視
の
経
営
を
し
な
く
て
も
済

ん
で
き
た
。
し
か
し
18
歳
人
口
の
減
少

期
を
迎
え
、
国
か
ら
の
経
済
的
支
援
が

多
く
は
望
め
な
い
現
在
、
健
全
な
経
営

を
継
続
的
に
行
う
た
め
に
は
、
勘
や
思

い
込
み
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

「
精
度
の
高
い
未
来
予
測
と
施
策
立
案
」

が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
大
学
は
教
育
機
関
だ
。
少

な
か
ら
ず
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
企
業
以
上
に
公
共
性

が
高
い
。
情
報
公
開
の
進
展
に
よ
り
、

経
営
に
も
教
育
・
研
究
に
も
こ
れ
ま
で

以
上
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

A 

Ｉ
Ｒ
の
目
的
を
全
学
で
共
有

し
、
執
行
部
、Ｉ
Ｒ
組
織
、
現
場

の
教
職
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的

に
動
く
体
制
を
つ
く
る
こ
と
。

　
せ
っ
か
く
組
織
を
つ
く
っ
て
も
Ｉ
Ｒ

が
機
能
し
な
い
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

活
動
の
初
期
段
階
で
な
す
べ
き
こ
と
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
多
く
の
大
学
の
Ｉ
Ｒ
関
係
者
が
活
動

の
障
壁
と
し
て
、
各
部
署
か
ら
の
協
力

が
得
に
く
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
な

ぜ
か
？
　
Ｉ
Ｒ
活
動
の
前
提
と
な
る
、

活
動
の
目
的
や
方
針
が
全
学
に
共
有
さ

れ
て
お
ら
ず
、
デ
ー
タ
の
収
集
分
析
に

対
す
る
各
部
署
の
理
解
が
進
ま
な
い
こ

と
が
、
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
デ
ー
タ
の
公
開
収
集
ル
ー
ル
等
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
あ
る
。
　

　
Ｉ
Ｒ
組
織
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

大
学
の
施
策
を
決
め
る
の
は
執
行
部
、

施
策
を
実
行
す
る
の
は
現
場
の
教
職
員

だ
。「
名
ば
か
り
Ｉ
Ｒ
」
に
陥
ら
ぬ
よ

う
に
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
役
割

に
応
じ
て
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
Ｉ
Ｒ
を
始
め
る
際
ま
ず
大
切

な
の
は
、
執
行
部
が
全
学
に
Ｉ
Ｒ
の
目

的
、
方
針
を
浸
透
さ
せ
、Ｉ
Ｒ
担
当
が
動

き
や
す
い
体
制
を
つ
く
る
こ
と
だ
。Ｉ

Ｒ
組
織
が
機
能
し
て
い
な
い
大
学
は
こ

こ
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
の
で
、

関
係
部
署
や
現
場
の
協
力
を
得
ら
れ

ず
、足
踏
み
状
態
に
陥
る
こ
と
が
多
い
。

　
首
都
大
学
東
京
で
は
、Ｉ
Ｒ
組
織
を

設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
部
局
の
係

長
ク
ラ
ス
を
集
め
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
。
ど
の
部
署
に
ど
ん
な

デ
ー
タ
が
あ
る
の
か
、
全
員
で
デ
ー
タ

の
「
棚
卸
し
」
を
１
年
半
か
け
て
行
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
部
署
間
の

デ
ー
タ
の
相
関
を
メ
ン
バ
ー
が
実
感
。

並
行
し
て
執
行
部
と
Ｉ
Ｒ
の
目
的
、Ｉ

Ｒ
組
織
の
機
能
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
た
。
こ
う
し
た
意
識
づ
く
り
、

体
制
づ
く
り
が
功
を
奏
し
、
２
０
１
７

年
４
月
に
教
学
Ｉ
Ｒ
推
進
室
を
立
ち
上

げ
て
以
降
、
各
部
局
か
ら
意
思
決
定
に

寄
与
す
る
分
析
依
頼
を
受
け
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｒ
が
機
能
し
て
い
る
大
学
や
、
各

Ｉ
Ｒ
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
基

に
、Ｉ
Ｒ
を
全
学
の
改
革
・
改
善
の
エ

ン
ジ
ン
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
の
ス

テ
ッ
プ
を
ま
と
め
た
の
が
P.
８
〜
９

の
【
図
表
１
】
だ
。
す
で
に
全
学
的
な

Ｉ
Ｒ
組
織
が
あ
る
大
学
の
場
合
、
自
学

は
ど
の
段
階
で
、
執
行
部
、Ｉ
Ｒ
組
織
、

現
場
そ
れ
ぞ
れ
が
な
す
べ
き
役
割
を
果

た
し
て
い
る
か
、
確
認
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
も
し
初
期
段
階
で
や
る
べ
き
こ

と
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
今

か
ら
で
も
取
り
組
ま
れ
た
い
。

A 

必
須
で
は
な
い
。た
だ
し
状
況
に

よ
っ
て
は
設
置
し
た
ほ
う
が
便
利
。

　
組
織
が
な
け
れ
ば
Ｉ
Ｒ
活
動
が
で
き

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
全
学
的
に
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
教
育
や
研
究
、
経

営
を
行
う
体
制
が
す
で
に
構
築
で
き
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
質
的
に
Ｉ
Ｒ
が

機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
。
改
め
て
専

門
組
織
を
置
く
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
学
内
の
状
況
を
俯
瞰
的
に

見
る
た
め
に
は
、
定
義
や
仕
様
を
統
一

し
た
デ
ー
タ
を
全
学
か
ら
収
集
し
、
連

結
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
作

用
意
す
れ
ば
、
自
動
的
に
デ
ー
タ
が
上

が
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。Ｉ
Ｒ
で
何

を
し
た
い
の
か
、
執
行
部
が
Ｉ
Ｒ
担
当

者
に
伝
え
な
け
れ
ば
機
能
し
に
く
い
。

　
Ｉ
Ｒ
活
動
に
お
い
て
、
執
行
部
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
【
図
表
３
】。
大

学
経
営
の
ど
こ
に
課
題
を
抱
え
て
い

て
、
そ
の
解
決
を
果
た
す
た
め
に
ど
ん

な
デ
ー
タ
や
分
析
が
ほ
し
い
の
か
、
ま

ず
は
執
行
部
側
か
ら
Ｉ
Ｒ
組
織
に
提
示

し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
デ
ー
タ
収
集

や
分
析
に
必
要
な
予
算
と
権
限
を
与

え
、
学
内
の
立
場
を
保
証
す
る
。
前
述

の
通
り
、
現
場
の
教
職
員
が
デ
ー
タ
の

収
集
・
供
出
、
施
策
の
実
行
に
快
く
協

力
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
お
き
た
い
。

A 

本
来
の
形
で
は
な
い
が
、自
分

た
ち
で
需
要
を
つ
く
り
出
そ
う
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本

来
は
執
行
部
が
中
心
と
な
っ
て
Ｉ
Ｒ
の

方
針
、
計
画
を
先
に
整
え
る
べ
き
だ
。

し
か
し
そ
れ
が
難
し
い
よ
う
な
ら
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
し

か
な
い
。

　
ま
ず
は
現
状
把
握
を
し
よ
う
。
も
と

も
と
あ
る
デ
ー
タ
や
定
例
の
各
種
調
査

結
果
を
組
み
合
わ
せ
て
、
課
題
や
特
徴

的
な
傾
向
が
な
い
か
分
析
す
る
こ
と
は

可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
を
、
関
係
が

深
い
部
署
に
投
げ
か
け
、
議
論
を
巻
き

起
こ
し
て
は
ど
う
か
。

　
例
え
ば
東
北
芸
術
工
科
大
学
は
、
各

課
の
課
長
ら
が
参
加
す
る
Ｉ
Ｒ
推
進
室

を
２
０
１
６
年
度
に
発
足
さ
せ
た
が
、

全
体
の
方
針
や
計
画
が
な
か
っ
た
た

め
、
最
初
の
１
年
間
は
活
動
が
進
ま
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
２
年
目
に
入
る
に
あ

た
り
、年
間
計
画
を
策
定
し
、毎
月
テ
ー

マ
を
設
け
て
各
課
が
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
調
査
結
果
を
Ｉ
Ｒ
担
当
教
員
が

分
析
し
、
そ
れ
を
基
に
議
論
す
る
方
式

に
切
り
替
え
た
。
分
析
結
果
は
都
度
、

教
学
の
役
員
会
で
報
告
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
活
動
の
結
果
、
就
職
活
動
で
内

定
を
多
く
獲
得
で
き
る
学
生
の
傾
向
を

分
析
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
改
善
す
る

な
ど
、
実
際
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
同
大
学
の
例
か
ら
学
べ
る
の
は
、
現

場
の
教
職
員
に
Ｉ
Ｒ
を
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
の
Ｉ
Ｒ
活
動

を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
だ
と
い
う
こ
と
。「
Ｉ
Ｒ
組
織
発
足

当
初
は
、
各
部
署
に
困
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
、
と
御
用
聞
き
を
し
て
回
っ

た
」（
清
泉
女
子
大
学
）
と
い
っ
た
例

の
よ
う
に
、Ｉ
Ｒ
担
当
が
自
ら
学
内
営

業
を
し
て
課
題
を
見
つ
け
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
を
つ
く
る
方
法
も
あ
る
。Ｉ
Ｒ
を

必
要
と
す
る
状
況
を
聞
き
出
す
、
つ
く

り
出
す
こ
と
が
、「
使
う
Ｉ
Ｒ
」
へ
の

近
道
か
も
し
れ
な
い
。

A 

Ｉ
Ｒ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
。
現
場
に
オ
ー
プ
ン
な
活

動
を
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
に
権
限
を
持
た
せ
る
た

め
に
、
ま
た
ト
ッ
プ
の
意
思
を
直
接
的

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
組
織
を
学
長

直
下
に
設
置
す
る
例
は
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、Ｉ
Ｒ
が
学
長
と
Ｉ
Ｒ
組
織

の
み
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、Ｉ
Ｒ
活
動
が「
密

室
化
」
し
て
、
現
場
か
ら
か
け
離
れ
た

も
の
に
な
る
。
結
果
、「
Ｉ
Ｒ
組
織
が

現
場
の
状
況
を
理
解
し
て
い
な
い
」「
現

場
が
調
査
や
施
策
の
実
行
に
消
極
的
に

な
る
」
と
い
っ
た
弊
害
が
生
ま
れ
、
現

場
の
協
力
を
得
に
く
く
な
る
。

　
た
と
え
組
織
が
学
長
直
下
に
あ
っ
た

と
し
て
も
、Ｉ
Ｒ
活
動
は
オ
ー
プ
ン
に

進
め
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。「
Ｉ
Ｒ
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
の

で
、
う
ま
く
い
く
Ｉ
Ｒ
組
織
は
大
部
屋

に
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
」（
嶌
田
准
教
授
）、「
学
生
、教
職
員
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
み
ん
な
の
大
学
な

の
だ
か
ら
、
み
ん
な
の
Ｉ
Ｒ
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。
私
も
Ｉ
Ｒ
室
に
は
こ
も
ら

ず
、
現
場
に
出
向
き
、
教
職
員
に
Ｉ
Ｒ

の
活
用
を
勧
め
る
〝
営
業
〞
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
」（
関
東
地
区
Ｉ
Ｒ

研
究
会
・
松
田
教
授
　
P.
15
）
と
い
っ

た
声
も
あ
る
。

　
甲
南
大
学
（
P.
20
）
で
は
Ｉ
Ｒ
組

織
を
設
置
す
る
際
、「
中
立
性
が
な
い

と
現
場
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
に
く
い
」

と
い
う
意
見
を
取
り
入
れ
て
学
長
室
に

置
く
案
を
採
用
せ
ず
、
全
学
の
教
育
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。
ト
ッ
プ
と

は
一
定
の
適
切
な
距
離
を
保
て
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

A 

同
期
さ
せ
て
、
改
革
の
き
っ

か
け
に
し
よ
う
。

　
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、Ｉ
Ｒ
組

織
が
自
己
点
検
・
評
価
、
認
証
評
価
業

務
を
担
っ
て
い
る
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ

全
体
の
２
割
に
満
た
な
い
【
図
表
４
】。

こ
れ
ら
は
本
来
、
自
学
の
状
態
を
点
検

し
て
課
題
を
抽
出
し
、
解
決
す
る
と
い

う
意
味
合
い
を
持
つ
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｒ
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
は
ず

識
に
な
り
が
ち
だ
。「
共
有
」
を
銘
打
っ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
意
し
て
、
執
行

部
か
ら
活
用
を
指
示
し
て
も
ら
う
の
が

い
い
だ
ろ
う
。

　
次
の
課
題
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
こ
の
よ
う
な
環
境
が
実
現
し
て

も
、
各
部
署
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
入

力
に
協
力
し
て
く
れ
に
く
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
こ
れ
は
、Ｉ
Ｒ
組
織
と
現
場
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
問
題

だ
。
デ
ー
タ
収
集
の
目
的
や
活
用
の
し

か
た
な
ど
は
き
ち
ん
と
説
明
し
、
既
存

に
、
あ
ら
か
じ
め
執
行
部
が
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
用
意
し
た
い
。

　
つ
ま
り
、
主
な
担
当
が
教
員
で
あ
っ

て
も
職
員
で
あ
っ
て
も
ど
ち
ら
か
だ
け

で
は
活
動
は
成
り
立
た
ず
、
教
職
協
働

が
活
動
の
鍵
と
な
る
。

　
一
例
と
し
て
職
員
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
の
Ｉ
Ｒ
組
織
を
担
う
國
學
院
大
學

（
P.
21
）
で
は
、
教
職
員
混
成
の
施
策

推
進
部
会
を
各
学
部
等
に
設
置
。
教
員

が
求
め
る
デ
ー
タ
は
部
会
を
通
じ
て
職

員
が
提
供
し
、
実
行
が
決
ま
っ
た
施
策

は
教
職
協
働
で
進
め
て
い
る
。

A 

Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
信
頼
醸
成
と
現

場
の
ニ
ー
ズ
ベ
ー
ス
の
活
動
を
。

　
デ
ー
タ
や
分
析
結
果
を
使
っ
て
も
ら

え
な
い
場
合
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
日
頃
か
ら
困
り
ご
と
や
、
め
ざ
し

た
い
こ
と
を
現
場
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

う
え
で
、
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
活
動
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
た
と
え
デ
ー
タ
分
析
結
果
が

正
し
く
て
も
、Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
信
頼
が

得
ら
れ
て
い
な
い
う
ち
に
、
現
場
の
実

デ
ー
タ
分
析
、
高
等
教
育
の
課
題
と
多

岐
に
わ
た
る
知
識
・
技
術
が
必
要
な
Ｉ

Ｒ
担
当
者
の
養
成
は
、
こ
う
し
た
外
部

組
織
だ
け
で
な
く
大
学
で
も
行
わ
れ
て

し
か
る
べ
き
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
養

成
課
程
は
少
な
い
よ
う
だ
。

　
大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
代
表
の

高
橋
教
授
は
、
将
来
的
に
は
日
本
の
Ｉ

Ｒ
担
当
者
に
も
、
ス
キ
ル
に
応
じ
て
相

応
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主

張
す
る
。「
教
員
に
教
育
と
研
究
に
集

中
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
教
員
と
職

員
の
中
間
の
立
場
と
な
る
第
三
の
職
種

は
必
要
で
す
。
デ
ー
タ
の
分
析
だ
け
な

ら
そ
の
う
ち
Ａ
Ｉ
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
大
学

の
教
育
や
研
究
の
特
性
、
人
間
関
係
な

ど
を
ふ
ま
え
て
の
提
案
は
専
門
職
に
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
副
学
長

や
部
長
レ
ベ
ル
ま
で
キ
ャ
リ
ア
が
見
込

め
る
よ
う
な
位
置
付
け
の
職
種
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

A 

初
期
投
資
は
か
か
る
が
、
機

能
す
れ
ば
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
に
な

り
得
る
。

　
Ｉ
Ｒ
活
動
に
は
人
件
費
、
シ
ス
テ
ム

開
発
・
維
持
費
な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か

る
が
、
一
方
で
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
と
し

て
の
働
き
も
期
待
で
き
る
。自
己
点
検
・

評
価
、
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
デ
ー
タ
や
マ

ス
コ
ミ
の
調
査
へ
の
対
応
な
ど
を
各
部

署
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う
の
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｒ
組
織
が
一
括
し
て
行
う
こ
と
に
よ

り
、全
体
の
業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
。

一
度
対
応
フ
ロ
ー
が
完
成
し
て
し
ま
え

ば
、Ｉ
Ｒ
組
織
内
で
対
応
に
要
す
る
労

力
も
減
る
だ
ろ
う
。
経
営
に
Ｉ
Ｒ
を
活

用
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
営
を
行
え

ば
、
経
営
効
率
を
高
め
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
初
期
投
資
を
行
っ
て
で
も
専
任
部

門
、
専
任
者
を
置
い
た
ほ
う
が
、
結
果

的
に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
効
果
が
見
込
め

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
執
行
部
は
、
中
長

期
的
な
視
点
で
Ｉ
Ｒ
の
コ
ス
ト
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

POINT

Interview with IR experts

・ＩＲによって何をしたいのか、
 目的を伝える。
・ＩＲ活動への協力を促す。
・分析結果、課題、対策を
 共有する。

ＩＲ活動における
執行部の役割

・体制をつくり、予算を配分する。
・ＩＲによって何をしたいのか、
 目的を伝える。
・進捗を確認し、調査・分析の
 方向性を指示する。

・ＩＲ組織に依頼することと
 しないことの線引きを行う。
・データを基に課題を
 明確にし、対策を議論する。
・議論した内容を基に
 意思決定を行う。

執行部

ＩＲ組織全学

業
を
既
存
の
部
局
で
賄
う
こ
と
が
難
し

け
れ
ば
、Ｉ
Ｒ
の
専
門
組
織
や
担
当
者

を
設
置
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、Ｉ

Ｒ
を
担
当
す
る
部
署
・
委
員
会
を
設
け

て
い
る
大
学
は
、
全
体
の
約
55
％
。
設

置
区
分
別
に
見
る
と
、
国
立
は
専
門
部

署
を
設
置
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
私

立
は
専
門
部
署
と
委
員
会
が
半
々
。
公

立
は
対
応
組
織
を
設
け
て
い
る
大
学
自

体
が
少
な
い
【
図
表
２
】。Ｉ
Ｒ
組
織
を

持
つ
大
学
が
半
数
以
上
で
あ
り
な
が

ら
、
学
内
の
意
思
決
定
に
資
す
る
活
動

を
し
て
い
る
大
学
は
13
・
４
％
に
と
ど

ま
る
【
P.
12
図
表
４
】。
文
科
省
の
補

助
金
申
請
の
対
応
を
き
っ
か
け
に
Ｉ
Ｒ

組
織
を
設
置
し
た
大
学
も
少
な
く
な
い

よ
う
だ
が
、
組
織
の
設
置
自
体
が
目
的

と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
。「
Ｉ

Ｒ
組
織
は
設
置
上
必
須
で
は
な
く
、
作

る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
〝
コ
ス
ト
〞
に

な
る
。
コ
ス
ト
を
か
け
る
分
、
機
能
さ

せ
る
べ
き
だ
し
、
財
政
が
厳
し
く
な
っ

A 

執
行
部
の
指
示
、
体
制
づ
く

り
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

　
執
行
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
が

あ
る
一
方
、
編
集
部
が
各
大
学
に
対
し

た
ら
や
め
る
よ
う
な
感
覚
な
ら
作
ら
な

い
方
が
い
い
」（
大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
代
表
・
高
橋
教
授
　
P.
13
）。

て
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、Ｉ
Ｒ
担

当
者
か
ら
「
執
行
部
か
ら
は
、
君
に
任

せ
た
、
の
一
言
だ
け
。
後
は
お
任
せ
の

よ
う
だ
」「
具
体
的
な
指
示
が
な
い
た

め
、
と
り
あ
え
ず
学
内
の
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
す
れ
違
い
の
状

況
に
陥
る
と
、現
場
の
教
職
員
か
ら
は
、

「
Ｉ
Ｒ
組
織
が
で
き
た
よ
う
だ
が
、
何

を
し
て
い
る
の
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」

と
い
う
声
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｒ
は
あ
く
ま
で
も
意
思
決
定
「
支

援
」
機
関
。
人
、
部
屋
、
パ
ソ
コ
ン
を

だ
が
、
そ
こ
で
集
め
た
デ
ー
タ
が
公
表

や
受
審
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
と
な

る
と
、
単
な
る
一
作
業
と
し
て
完
結
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
３
サ
イ
ク
ル
の
認
証
評
価
で
は

「
内
部
質
保
証
の
実
質
化
」
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
今
後
の

認
証
評
価
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
央

教
育
審
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
会
議
で
は
、「
現
状
の
評
価
は
大
学

の
改
善
に
役
立
っ
て
い
な
い
。
認
証
評

価
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
求

め
ら
れ
た
情
報
を
義
務
的
に
提
出
す
る

の
で
は
な
く
、
大
学
が
自
律
的
に
評
価

プ
ラ
ン
を
立
て
、
改
革
の
成
果
を
出
す

べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
確
か
に
本
気
で
大
学
改
革
を
行
う
な

ら
、
自
己
点
検
・
評
価
、
認
証
評
価
で

集
め
た
デ
ー
タ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な

く
、Ｉ
Ｒ
活
動
と
の
一
体
化
は
必
然
と

言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
別
々
に
対
応

す
る
よ
り
は
る
か
に
効
率
的
だ
。
P.

20
で
取
り
上
げ
て
い
る
甲
南
大
学
は
、

学
長
室
を
中
心
に
、
認
証
評
価
に
ま
つ

わ
る
活
動
と
Ｉ
Ｒ
の
活
動
を
一
体
化
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
好
例
で
あ
る
。

　
嶌
田
准
教
授
は
認
証
評
価
の
現
状
に

つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
説
明

責
任
を
果
た
す
た
め
だ
け
の
、
き
れ
い

ご
と
の
評
価
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
大
学

が
多
い
印
象
で
す
。
せ
っ
か
く
大
規
模

な
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

評
価
機
関
に
提
出
す
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
目
を
つ
ぶ
り
た
く
な
る
よ
う

な
経
営
状
態
に
ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
を
出

し
て
、
危
機
感
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

学
内
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う

空
気
が
生
ま
れ
れ
ば
、Ｉ
Ｒ
活
動
と
し

て
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
」。

A 

ま
ず
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
。

加
え
て
、Ｉ
Ｒ
担
当
者
は
現
場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
。

　
デ
ー
タ
の
収
集
段
階
で
足
踏
み
す
る

大
学
は
多
い
。
と
言
う
の
も
、
ア
ク
セ

ス
権
が
各
部
署
ご
と
に
設
定
さ
れ
、
教

員
、
職
員
で
も
ア
ク
セ
ス
レ
ベ
ル
に
差

が
あ
る
た
め
だ
。根
本
的
な
解
決
策
は
、

執
行
部
が
音
頭
を
取
っ
て
Ｉ
Ｒ
組
織
の

権
限
や
デ
ー
タ
提
供
の
ル
ー
ル
を
定

め
、
学
内
に
周
知
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
際
、
全
学
共
有
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
大
学

名
で
取
得
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
本
来
は

大
学
全
体
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
情
報

以
外
は
共
有
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ

が
、
デ
ー
タ
が
各
人
の
パ
ソ
コ
ン
の
中

や
各
部
署
の
管
理
下
に
あ
る
と
、
デ
ー

タ
は
「
自
分
た
ち
の
も
の
」
と
い
う
認

デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
「
お
み
や
げ
」

と
し
て
渡
す
と
い
っ
た
、
ひ
と
手
間
か

け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け

た
い
。
そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

わ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

　
各
部
署
を
足
し
げ
く
回
り
、
話
す
こ

と
が
、Ｉ
Ｒ
活
動
の
「
見
え
る
化
」
に

な
り
、
全
学
の
協
力
体
制
構
築
に
つ
な

が
る
の
だ
。

A 

全
て
を
担
お
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
教
員
は
職
員
の
、
職
員

は
教
員
の
手
を
借
り
よ
う
。

　
Ｉ
Ｒ
組
織
を
設
置
し
て
も
、
専
任
の

教
職
員
を
置
い
て
い
な
い
大
学
は
多

い
。
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
専
任

の
教
員
を
置
く
大
学
は
９
・
６
％
、
職

員
を
置
く
大
学
は
22
・
８
％
に
過
ぎ

な
い【
図
表
５
】。
他
部
署
と
兼
任
だ
っ

た
り
、
人
数
も
１
人
か
２
人
の
大
学
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。
デ
ー
タ
と
縁
の

な
い
部
署
か
ら
異
動
に
よ
っ
て
着
任
す

る
職
員
も
多
く
、
デ
ー
タ
の
扱
い
や
分

析
に
負
担
を
感
じ
る
人
が
多
い
の
も
無

理
は
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
Ｉ
Ｒ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
考
え
れ
ば
、
本
質
的
に
必
要

な
の
は
高
度
な
デ
ー
タ
分
析
能
力
よ
り

も
、
各
部
署
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
あ
れ

ば
、
学
内
の
調
整
能
力
に
長
け
た
職
員

が
活
躍
で
き
る
余
地
は
十
二
分
に
あ

る
。
最
初
は
エ
ク
セ
ル
ベ
ー
ス
の
簡
易

な
デ
ー
タ
分
析
で
十
分
だ
。
P.
26
の

国
際
教
養
大
学
の
Ｉ
Ｒ
は
、
そ
の
好
例

と
言
え
よ
う
。
職
員
中
心
の
Ｉ
Ｒ
組
織

で
、
自
分
た
ち
の
技
量
を
超
え
る
デ
ー

タ
分
析
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
教

員
に
サ
ポ
ー
ト
を
頼
も
う
。
デ
ー
タ
の

話
を
す
る
中
で
、
教
員
の
課
題
を
聞
き

出
し
、
そ
の
役
に
立
つ
Ｉ
Ｒ
活
動
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
、
教
員
が
中
心
の
組
織
の
場
合

は
、
分
析
は
で
き
て
も
、
ど
の
部
署
に

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
る
の
か
が
わ
か
ら

ず
、デ
ー
タ
収
集
に
壁
が
あ
る
と
聞
く
。

職
員
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
。
日
頃
か

ら
Ｓ
Ｄ
に
協
力
す
る
な
ど
、
職
員
と
の

関
係
を
よ
く
し
て
お
き
た
い
。
企
業
出

身
者
を
教
員
と
し
て
Ｉ
Ｒ
担
当
に
据
え

る
場
合
は
、
企
業
と
大
学
の
風
土
・
文

化
の
違
い
を
教
え
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
む
よ
う

感
と
異
な
る
デ
ー
タ
や
、
他
学
部
・
他

学
科
と
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
情
報
ば
か
り
を
提
供
す
る
と
、

「
あ
ら
探
し
を
さ
れ
る
」
と
敬
遠
さ
れ

が
ち
だ
。
常
識
、
思
い
込
み
を
覆
し
た

り
、
弱
点
を
指
摘
し
た
り
す
る
の
は
Ｉ

Ｒ
の
大
切
な
役
割
で
は
あ
る
が
、
ま
ず

は
現
場
の
実
感
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
、

長
所
を
特
徴
付
け
る
デ
ー
タ
を
提
供

し
、
共
感
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
こ
う
。

　
分
析
で
も
、
現
場
の
当
事
者
を
巻
き

込
む
と
信
頼
が
得
ら
れ
や
す
い
。
例
え

ば
教
学
に
関
し
て
は
、
分
析
の
観
点
を

す
で
に
教
員
が
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
。Ｉ
Ｒ
担
当
者
が
全
て
を
分
析
す
る

の
で
は
な
く
、
分
析
過
程
か
ら
関
係
す

る
教
員
を
巻
き
込
む
と
、
協
力
的
に
動

い
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

A 

Ｉ
Ｒ
の
中
間
組
織
が
行
っ
て
い

る
研
修
会
に
足
を
運
ん
で
み
よ
う
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
同
士
が
集
ま
る
研
修

会
、
勉
強
会
に
顔
を
出
す
と
、
悩
み
や

そ
の
解
決
策
を
共
有
で
き
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
に
つ
な
が
る
（
下
図
参

照
）。
小
規
模
大
学
の
場
合
、
人
材
や

分
析
ス
キ
ル
、
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
が

不
足
し
が
ち
だ
。
こ
う
し
た
場
で
広

が
っ
た
人
脈
を
生
か
し
、
状
況
が
似
た

大
学
同
士
で
協
力
し
合
っ
て
Ｉ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
む
方
法
も
あ
る
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
が
高
度
専
門
職
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
は
、Ａ

Ｉ
Ｒ（A

ssociation for Institutional 
Research

ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｒ
協
会
）
と

い
う
組
織
が
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
研

修
を
提
供
し
て
い
る
。
年
会
費
を
払
え

ば
、
日
本
か
ら
で
も
Ｉ
Ｒ
関
連
の
豊
富

な
文
献
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。調
査
、

POINT

Ｉ
Ｒ
は
組
織
あ
り
き
で
は
な
く
、機

能
・
活
動
ベ
ー
ス
で
。

POINT

Ｉ
Ｒ
組
織
が
機
能
す
る
に
は
初
動

で
の
方
向
づ
け
が
肝
心
。

POINT

Ｉ
Ｒ
の
起
点
は
執
行
部
。組
織
を
つ

く
る
だ
け
で
は
機
能
し
な
い
。

Ｑ
Ｉ
Ｒ
組
織
を
つ
く
っ
た
の

だ
が
、活
動
の
進
捗
が
見

ら
れ
な
い
…
。

専門の担当部署を設けている
専門の担当部署は設けていないが、
教職員の併任による委員会方式の組織を設けている

56.0％

18.2％

30.3％

28.6％

5.9％

14.2％

国立

全学的なIRを専門で担当する部署の設置状況

公立 私立

＊文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について」（平成27年度）を基に作成

【図表2】

【図表3】

Ｑ
Ｉ
Ｒ
組
織
を
作
ら
な
い

と
、Ｉ
Ｒ
活
動
は
で
き
な

い
も
の
か
？

Ｑ
Ｉ
Ｒ
組
織
に
配
属
さ
れ
た

が
、目
的
も
計
画
も
な

く
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
曖

昧
で
困
っ
て
い
る
。

ど
う
進
め
て
い
け
ば

Ｉ
Ｒ
が
機
能
し
始
め
る
の
か

撮影／御堂義乗
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特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

ベンチマークは内部質保証の出発点
大学の特色強化にもつながる

用
意
す
れ
ば
、
自
動
的
に
デ
ー
タ
が
上

が
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。Ｉ
Ｒ
で
何

を
し
た
い
の
か
、
執
行
部
が
Ｉ
Ｒ
担
当

者
に
伝
え
な
け
れ
ば
機
能
し
に
く
い
。

　
Ｉ
Ｒ
活
動
に
お
い
て
、
執
行
部
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
【
図
表
３
】。
大

学
経
営
の
ど
こ
に
課
題
を
抱
え
て
い

て
、
そ
の
解
決
を
果
た
す
た
め
に
ど
ん

な
デ
ー
タ
や
分
析
が
ほ
し
い
の
か
、
ま

ず
は
執
行
部
側
か
ら
Ｉ
Ｒ
組
織
に
提
示

し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
デ
ー
タ
収
集

や
分
析
に
必
要
な
予
算
と
権
限
を
与

え
、
学
内
の
立
場
を
保
証
す
る
。
前
述

の
通
り
、
現
場
の
教
職
員
が
デ
ー
タ
の

収
集
・
供
出
、
施
策
の
実
行
に
快
く
協

力
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
お
き
た
い
。

A 

本
来
の
形
で
は
な
い
が
、自
分

た
ち
で
需
要
を
つ
く
り
出
そ
う
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本

来
は
執
行
部
が
中
心
と
な
っ
て
Ｉ
Ｒ
の

方
針
、
計
画
を
先
に
整
え
る
べ
き
だ
。

し
か
し
そ
れ
が
難
し
い
よ
う
な
ら
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
し

か
な
い
。

　
ま
ず
は
現
状
把
握
を
し
よ
う
。
も
と

も
と
あ
る
デ
ー
タ
や
定
例
の
各
種
調
査

結
果
を
組
み
合
わ
せ
て
、
課
題
や
特
徴

的
な
傾
向
が
な
い
か
分
析
す
る
こ
と
は

可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
を
、
関
係
が

深
い
部
署
に
投
げ
か
け
、
議
論
を
巻
き

起
こ
し
て
は
ど
う
か
。

　
例
え
ば
東
北
芸
術
工
科
大
学
は
、
各

課
の
課
長
ら
が
参
加
す
る
Ｉ
Ｒ
推
進
室

を
２
０
１
６
年
度
に
発
足
さ
せ
た
が
、

全
体
の
方
針
や
計
画
が
な
か
っ
た
た

め
、
最
初
の
１
年
間
は
活
動
が
進
ま
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
２
年
目
に
入
る
に
あ

た
り
、年
間
計
画
を
策
定
し
、毎
月
テ
ー

マ
を
設
け
て
各
課
が
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
調
査
結
果
を
Ｉ
Ｒ
担
当
教
員
が

分
析
し
、
そ
れ
を
基
に
議
論
す
る
方
式

に
切
り
替
え
た
。
分
析
結
果
は
都
度
、

教
学
の
役
員
会
で
報
告
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
活
動
の
結
果
、
就
職
活
動
で
内

定
を
多
く
獲
得
で
き
る
学
生
の
傾
向
を

分
析
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
改
善
す
る

な
ど
、
実
際
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
同
大
学
の
例
か
ら
学
べ
る
の
は
、
現

場
の
教
職
員
に
Ｉ
Ｒ
を
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
の
Ｉ
Ｒ
活
動

を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
だ
と
い
う
こ
と
。「
Ｉ
Ｒ
組
織
発
足

当
初
は
、
各
部
署
に
困
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
、
と
御
用
聞
き
を
し
て
回
っ

た
」（
清
泉
女
子
大
学
）
と
い
っ
た
例

の
よ
う
に
、Ｉ
Ｒ
担
当
が
自
ら
学
内
営

業
を
し
て
課
題
を
見
つ
け
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
を
つ
く
る
方
法
も
あ
る
。Ｉ
Ｒ
を

必
要
と
す
る
状
況
を
聞
き
出
す
、
つ
く

り
出
す
こ
と
が
、「
使
う
Ｉ
Ｒ
」
へ
の

近
道
か
も
し
れ
な
い
。

A 

Ｉ
Ｒ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
。
現
場
に
オ
ー
プ
ン
な
活

動
を
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
に
権
限
を
持
た
せ
る
た

め
に
、
ま
た
ト
ッ
プ
の
意
思
を
直
接
的

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
組
織
を
学
長

直
下
に
設
置
す
る
例
は
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、Ｉ
Ｒ
が
学
長
と
Ｉ
Ｒ
組
織

の
み
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、Ｉ
Ｒ
活
動
が「
密

室
化
」
し
て
、
現
場
か
ら
か
け
離
れ
た

も
の
に
な
る
。
結
果
、「
Ｉ
Ｒ
組
織
が

現
場
の
状
況
を
理
解
し
て
い
な
い
」「
現

場
が
調
査
や
施
策
の
実
行
に
消
極
的
に

な
る
」
と
い
っ
た
弊
害
が
生
ま
れ
、
現

場
の
協
力
を
得
に
く
く
な
る
。

　
た
と
え
組
織
が
学
長
直
下
に
あ
っ
た

と
し
て
も
、Ｉ
Ｒ
活
動
は
オ
ー
プ
ン
に

進
め
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。「
Ｉ
Ｒ
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
の

で
、
う
ま
く
い
く
Ｉ
Ｒ
組
織
は
大
部
屋

に
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
」（
嶌
田
准
教
授
）、「
学
生
、教
職
員
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
み
ん
な
の
大
学
な

の
だ
か
ら
、
み
ん
な
の
Ｉ
Ｒ
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。
私
も
Ｉ
Ｒ
室
に
は
こ
も
ら

ず
、
現
場
に
出
向
き
、
教
職
員
に
Ｉ
Ｒ

の
活
用
を
勧
め
る
〝
営
業
〞
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
」（
関
東
地
区
Ｉ
Ｒ

研
究
会
・
松
田
教
授
　
P.
15
）
と
い
っ

た
声
も
あ
る
。

　
甲
南
大
学
（
P.
20
）
で
は
Ｉ
Ｒ
組

織
を
設
置
す
る
際
、「
中
立
性
が
な
い

と
現
場
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
に
く
い
」

と
い
う
意
見
を
取
り
入
れ
て
学
長
室
に

置
く
案
を
採
用
せ
ず
、
全
学
の
教
育
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。
ト
ッ
プ
と

は
一
定
の
適
切
な
距
離
を
保
て
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

A 

同
期
さ
せ
て
、
改
革
の
き
っ

か
け
に
し
よ
う
。

　
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、Ｉ
Ｒ
組

織
が
自
己
点
検
・
評
価
、
認
証
評
価
業

務
を
担
っ
て
い
る
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ

全
体
の
２
割
に
満
た
な
い
【
図
表
４
】。

こ
れ
ら
は
本
来
、
自
学
の
状
態
を
点
検

し
て
課
題
を
抽
出
し
、
解
決
す
る
と
い

う
意
味
合
い
を
持
つ
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｒ
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
は
ず

識
に
な
り
が
ち
だ
。「
共
有
」
を
銘
打
っ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
意
し
て
、
執
行

部
か
ら
活
用
を
指
示
し
て
も
ら
う
の
が

い
い
だ
ろ
う
。

　
次
の
課
題
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
こ
の
よ
う
な
環
境
が
実
現
し
て

も
、
各
部
署
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
入

力
に
協
力
し
て
く
れ
に
く
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
こ
れ
は
、Ｉ
Ｒ
組
織
と
現
場
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
問
題

だ
。
デ
ー
タ
収
集
の
目
的
や
活
用
の
し

か
た
な
ど
は
き
ち
ん
と
説
明
し
、
既
存

に
、
あ
ら
か
じ
め
執
行
部
が
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
用
意
し
た
い
。

　
つ
ま
り
、
主
な
担
当
が
教
員
で
あ
っ

て
も
職
員
で
あ
っ
て
も
ど
ち
ら
か
だ
け

で
は
活
動
は
成
り
立
た
ず
、
教
職
協
働

が
活
動
の
鍵
と
な
る
。

　
一
例
と
し
て
職
員
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
の
Ｉ
Ｒ
組
織
を
担
う
國
學
院
大
學

（
P.
21
）
で
は
、
教
職
員
混
成
の
施
策

推
進
部
会
を
各
学
部
等
に
設
置
。
教
員

が
求
め
る
デ
ー
タ
は
部
会
を
通
じ
て
職

員
が
提
供
し
、
実
行
が
決
ま
っ
た
施
策

は
教
職
協
働
で
進
め
て
い
る
。

A 

Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
信
頼
醸
成
と
現

場
の
ニ
ー
ズ
ベ
ー
ス
の
活
動
を
。

　
デ
ー
タ
や
分
析
結
果
を
使
っ
て
も
ら

え
な
い
場
合
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
日
頃
か
ら
困
り
ご
と
や
、
め
ざ
し

た
い
こ
と
を
現
場
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

う
え
で
、
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
活
動
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
た
と
え
デ
ー
タ
分
析
結
果
が

正
し
く
て
も
、Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
信
頼
が

得
ら
れ
て
い
な
い
う
ち
に
、
現
場
の
実

デ
ー
タ
分
析
、
高
等
教
育
の
課
題
と
多

岐
に
わ
た
る
知
識
・
技
術
が
必
要
な
Ｉ

Ｒ
担
当
者
の
養
成
は
、
こ
う
し
た
外
部

組
織
だ
け
で
な
く
大
学
で
も
行
わ
れ
て

し
か
る
べ
き
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
養

成
課
程
は
少
な
い
よ
う
だ
。

　
大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
代
表
の

高
橋
教
授
は
、
将
来
的
に
は
日
本
の
Ｉ

Ｒ
担
当
者
に
も
、
ス
キ
ル
に
応
じ
て
相

応
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主

張
す
る
。「
教
員
に
教
育
と
研
究
に
集

中
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
教
員
と
職

員
の
中
間
の
立
場
と
な
る
第
三
の
職
種

は
必
要
で
す
。
デ
ー
タ
の
分
析
だ
け
な

ら
そ
の
う
ち
Ａ
Ｉ
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
大
学

の
教
育
や
研
究
の
特
性
、
人
間
関
係
な

ど
を
ふ
ま
え
て
の
提
案
は
専
門
職
に
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
副
学
長

や
部
長
レ
ベ
ル
ま
で
キ
ャ
リ
ア
が
見
込

め
る
よ
う
な
位
置
付
け
の
職
種
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

A 

初
期
投
資
は
か
か
る
が
、
機

能
す
れ
ば
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
に
な

り
得
る
。

　
Ｉ
Ｒ
活
動
に
は
人
件
費
、
シ
ス
テ
ム

開
発
・
維
持
費
な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か

る
が
、
一
方
で
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
と
し

て
の
働
き
も
期
待
で
き
る
。自
己
点
検
・

評
価
、
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
デ
ー
タ
や
マ

ス
コ
ミ
の
調
査
へ
の
対
応
な
ど
を
各
部

署
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う
の
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｒ
組
織
が
一
括
し
て
行
う
こ
と
に
よ

り
、全
体
の
業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
。

一
度
対
応
フ
ロ
ー
が
完
成
し
て
し
ま
え

ば
、Ｉ
Ｒ
組
織
内
で
対
応
に
要
す
る
労

力
も
減
る
だ
ろ
う
。
経
営
に
Ｉ
Ｒ
を
活

用
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
営
を
行
え

ば
、
経
営
効
率
を
高
め
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
初
期
投
資
を
行
っ
て
で
も
専
任
部

門
、
専
任
者
を
置
い
た
ほ
う
が
、
結
果

的
に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
効
果
が
見
込
め

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
執
行
部
は
、
中
長

期
的
な
視
点
で
Ｉ
Ｒ
の
コ
ス
ト
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

I R×ベンチマーク
たはかしてつや●大阪府立大学副学長、高等教育推進機構教授。大学改革支
援・学位授与機構運営委員・大学機関別認証評価専門委員、大学ポートレート準
備委員会WG委員等を歴任。2016年より大学IRコンソーシアム代表を務める。

同志社大、北海道大、大阪府立大、甲南大が中心となり、2012年に発足。学士
課程教育の質保証システムを進展させるべく、全国規模の大学IRコミュニティの
育成をめざす組織。参加校は53校（2017年12月現在）。

　「比較に用いるベンチマークデータがない」という状況は、日本の高
等教育全体が抱える問題の一つです。学生調査を実施したところで、
その結果だけでよい悪いは判断できません。実は、調査結果を見ると、
たいていはどの項目でも学生は成長しています。それだけ見て「本学の
教育は間違っていない」と捉えると、そこで議論が終わってしまいます。
他大学と自学の状況の比較がなくてはならないでしょう。
　大学IRコンソーシアムは、参加大学間の共通データを収集し、その
集計結果を提供しています。現在、参加大学は53校となり、年間８万
人程度の学生のデータが収集できるようになっています。このデータを
使って分析を進め、学内にフィードバックする大学も増えてきました。ベ
ンチマーキング（性能の比較）というと、ランキング（格付け）と誤解され
る大学もあるようですが、目的が全く異なります。ベンチマークはあくま
でも数量的に自学の強み、弱みを明らかにして改善することが目的な
のです。
　IRを活用した内部質保証に関して言えば、教員が当事者意識を持
つことが不可欠です。教育目標を設定してDPを策定するのは教員で
すから、それに対する成果を示すのは教育組織の役目でしょう。データ
もないまま「われわれはよい教育を提供している」と主張するだけでは、

社会に通じなくなっています。現場の教員がデータに基づいて議論し、
教育のアウトカムをきちんと示すことが求められると思います。
　また、執行部に伝えたいのは、「IRに即効性を期待しない」というこ
と。まずは体制ができあがり、データを収集し、一定のデータが集まった
段階になって初めて分析が可能になります。IR組織の有無は大学設
置基準で定められているわけではないですから、大学に必須な組織で
はありません。つまりIRは投資なのです。ある程度長いスパンを見据え
て組織を編成し、目的を明確にしたうえで機能するような体制を整える
までが執行部の責任でしょう。
　日本では、IRは認証評価や内部質保証への活用を主に期待されて
います。しかし、教学の部分だけ切り離して議論するのでは問題は解決
しません。学内の問題は全て関係しているからです。IRは、入試や財
務、人事など、全てのデータを集めておく必要があります。執行部が各
部署に対してIRへの協力を働きかけることも重要です。

▶内部質保証は学内のデータだけでは難しい。ベンチマークは必須
▶IRは投資。執行部は、長いスパンで運用、成果を考える

POINT

Interview with IR experts

A 

執
行
部
の
指
示
、
体
制
づ
く

り
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

　
執
行
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
が

あ
る
一
方
、
編
集
部
が
各
大
学
に
対
し

て
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、Ｉ
Ｒ
担

当
者
か
ら
「
執
行
部
か
ら
は
、
君
に
任

せ
た
、
の
一
言
だ
け
。
後
は
お
任
せ
の

よ
う
だ
」「
具
体
的
な
指
示
が
な
い
た

め
、
と
り
あ
え
ず
学
内
の
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
す
れ
違
い
の
状

況
に
陥
る
と
、現
場
の
教
職
員
か
ら
は
、

「
Ｉ
Ｒ
組
織
が
で
き
た
よ
う
だ
が
、
何

を
し
て
い
る
の
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」

と
い
う
声
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｒ
は
あ
く
ま
で
も
意
思
決
定
「
支

援
」
機
関
。
人
、
部
屋
、
パ
ソ
コ
ン
を

だ
が
、
そ
こ
で
集
め
た
デ
ー
タ
が
公
表

や
受
審
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
と
な

る
と
、
単
な
る
一
作
業
と
し
て
完
結
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
３
サ
イ
ク
ル
の
認
証
評
価
で
は

「
内
部
質
保
証
の
実
質
化
」
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
今
後
の

認
証
評
価
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
央

教
育
審
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
会
議
で
は
、「
現
状
の
評
価
は
大
学

の
改
善
に
役
立
っ
て
い
な
い
。
認
証
評

価
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
求

め
ら
れ
た
情
報
を
義
務
的
に
提
出
す
る

の
で
は
な
く
、
大
学
が
自
律
的
に
評
価

プ
ラ
ン
を
立
て
、
改
革
の
成
果
を
出
す

べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
確
か
に
本
気
で
大
学
改
革
を
行
う
な

ら
、
自
己
点
検
・
評
価
、
認
証
評
価
で

集
め
た
デ
ー
タ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な

く
、Ｉ
Ｒ
活
動
と
の
一
体
化
は
必
然
と

言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
別
々
に
対
応

す
る
よ
り
は
る
か
に
効
率
的
だ
。
P.

20
で
取
り
上
げ
て
い
る
甲
南
大
学
は
、

学
長
室
を
中
心
に
、
認
証
評
価
に
ま
つ

わ
る
活
動
と
Ｉ
Ｒ
の
活
動
を
一
体
化
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
好
例
で
あ
る
。

　
嶌
田
准
教
授
は
認
証
評
価
の
現
状
に

つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
説
明

責
任
を
果
た
す
た
め
だ
け
の
、
き
れ
い

ご
と
の
評
価
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
大
学

が
多
い
印
象
で
す
。
せ
っ
か
く
大
規
模

な
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

評
価
機
関
に
提
出
す
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
目
を
つ
ぶ
り
た
く
な
る
よ
う

な
経
営
状
態
に
ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
を
出

し
て
、
危
機
感
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

学
内
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う

空
気
が
生
ま
れ
れ
ば
、Ｉ
Ｒ
活
動
と
し

て
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
」。

A 

ま
ず
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
。

加
え
て
、Ｉ
Ｒ
担
当
者
は
現
場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
。

　
デ
ー
タ
の
収
集
段
階
で
足
踏
み
す
る

大
学
は
多
い
。
と
言
う
の
も
、
ア
ク
セ

ス
権
が
各
部
署
ご
と
に
設
定
さ
れ
、
教

員
、
職
員
で
も
ア
ク
セ
ス
レ
ベ
ル
に
差

が
あ
る
た
め
だ
。根
本
的
な
解
決
策
は
、

執
行
部
が
音
頭
を
取
っ
て
Ｉ
Ｒ
組
織
の

権
限
や
デ
ー
タ
提
供
の
ル
ー
ル
を
定

め
、
学
内
に
周
知
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
際
、
全
学
共
有
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
大
学

名
で
取
得
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
本
来
は

大
学
全
体
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
情
報

以
外
は
共
有
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ

が
、
デ
ー
タ
が
各
人
の
パ
ソ
コ
ン
の
中

や
各
部
署
の
管
理
下
に
あ
る
と
、
デ
ー

タ
は
「
自
分
た
ち
の
も
の
」
と
い
う
認

デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
「
お
み
や
げ
」

と
し
て
渡
す
と
い
っ
た
、
ひ
と
手
間
か

け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け

た
い
。
そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

わ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

　
各
部
署
を
足
し
げ
く
回
り
、
話
す
こ

と
が
、Ｉ
Ｒ
活
動
の
「
見
え
る
化
」
に

な
り
、
全
学
の
協
力
体
制
構
築
に
つ
な

が
る
の
だ
。

A 

全
て
を
担
お
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
教
員
は
職
員
の
、
職
員

は
教
員
の
手
を
借
り
よ
う
。

　
Ｉ
Ｒ
組
織
を
設
置
し
て
も
、
専
任
の

教
職
員
を
置
い
て
い
な
い
大
学
は
多

い
。
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
専
任

の
教
員
を
置
く
大
学
は
９
・
６
％
、
職

員
を
置
く
大
学
は
22
・
８
％
に
過
ぎ

な
い【
図
表
５
】。
他
部
署
と
兼
任
だ
っ

た
り
、
人
数
も
１
人
か
２
人
の
大
学
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。
デ
ー
タ
と
縁
の

な
い
部
署
か
ら
異
動
に
よ
っ
て
着
任
す

る
職
員
も
多
く
、
デ
ー
タ
の
扱
い
や
分

析
に
負
担
を
感
じ
る
人
が
多
い
の
も
無

理
は
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
Ｉ
Ｒ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
考
え
れ
ば
、
本
質
的
に
必
要

な
の
は
高
度
な
デ
ー
タ
分
析
能
力
よ
り

も
、
各
部
署
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
あ
れ

ば
、
学
内
の
調
整
能
力
に
長
け
た
職
員

が
活
躍
で
き
る
余
地
は
十
二
分
に
あ

る
。
最
初
は
エ
ク
セ
ル
ベ
ー
ス
の
簡
易

な
デ
ー
タ
分
析
で
十
分
だ
。
P.
26
の

国
際
教
養
大
学
の
Ｉ
Ｒ
は
、
そ
の
好
例

と
言
え
よ
う
。
職
員
中
心
の
Ｉ
Ｒ
組
織

で
、
自
分
た
ち
の
技
量
を
超
え
る
デ
ー

タ
分
析
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
教

員
に
サ
ポ
ー
ト
を
頼
も
う
。
デ
ー
タ
の

話
を
す
る
中
で
、
教
員
の
課
題
を
聞
き

出
し
、
そ
の
役
に
立
つ
Ｉ
Ｒ
活
動
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
、
教
員
が
中
心
の
組
織
の
場
合

は
、
分
析
は
で
き
て
も
、
ど
の
部
署
に

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
る
の
か
が
わ
か
ら

ず
、デ
ー
タ
収
集
に
壁
が
あ
る
と
聞
く
。

職
員
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
。
日
頃
か

ら
Ｓ
Ｄ
に
協
力
す
る
な
ど
、
職
員
と
の

関
係
を
よ
く
し
て
お
き
た
い
。
企
業
出

身
者
を
教
員
と
し
て
Ｉ
Ｒ
担
当
に
据
え

る
場
合
は
、
企
業
と
大
学
の
風
土
・
文

化
の
違
い
を
教
え
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
む
よ
う

感
と
異
な
る
デ
ー
タ
や
、
他
学
部
・
他

学
科
と
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
情
報
ば
か
り
を
提
供
す
る
と
、

「
あ
ら
探
し
を
さ
れ
る
」
と
敬
遠
さ
れ

が
ち
だ
。
常
識
、
思
い
込
み
を
覆
し
た

り
、
弱
点
を
指
摘
し
た
り
す
る
の
は
Ｉ

Ｒ
の
大
切
な
役
割
で
は
あ
る
が
、
ま
ず

は
現
場
の
実
感
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
、

長
所
を
特
徴
付
け
る
デ
ー
タ
を
提
供

し
、
共
感
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
こ
う
。

　
分
析
で
も
、
現
場
の
当
事
者
を
巻
き

込
む
と
信
頼
が
得
ら
れ
や
す
い
。
例
え

ば
教
学
に
関
し
て
は
、
分
析
の
観
点
を

す
で
に
教
員
が
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
。Ｉ
Ｒ
担
当
者
が
全
て
を
分
析
す
る

の
で
は
な
く
、
分
析
過
程
か
ら
関
係
す

る
教
員
を
巻
き
込
む
と
、
協
力
的
に
動

い
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

A 

Ｉ
Ｒ
の
中
間
組
織
が
行
っ
て
い

る
研
修
会
に
足
を
運
ん
で
み
よ
う
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
同
士
が
集
ま
る
研
修

会
、
勉
強
会
に
顔
を
出
す
と
、
悩
み
や

そ
の
解
決
策
を
共
有
で
き
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
に
つ
な
が
る
（
下
図
参

照
）。
小
規
模
大
学
の
場
合
、
人
材
や

分
析
ス
キ
ル
、
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
が

不
足
し
が
ち
だ
。
こ
う
し
た
場
で
広

が
っ
た
人
脈
を
生
か
し
、
状
況
が
似
た

大
学
同
士
で
協
力
し
合
っ
て
Ｉ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
む
方
法
も
あ
る
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
が
高
度
専
門
職
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
は
、Ａ

Ｉ
Ｒ（A

ssociation for Institutional 
Research

ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｒ
協
会
）
と

い
う
組
織
が
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
研

修
を
提
供
し
て
い
る
。
年
会
費
を
払
え

ば
、
日
本
か
ら
で
も
Ｉ
Ｒ
関
連
の
豊
富

な
文
献
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。調
査
、

Ｑ
自
己
点
検
・
評
価
や
認
証

評
価
へ
の
対
応
と
Ｉ
Ｒ
活

動
は
分
け
て
や
る
べ
き
？

POINT

自
己
点
検
・
評
価
、認
証
評
価
と
Ｉ

Ｒ
を
一
体
化
し
、危
機
感
の
共
有
を
。

Ｑ
学
長
直
下
に
Ｉ
Ｒ
室
が
設

置
さ
れ
た
が
、学
内
で
認

知
さ
れ
て
い
な
い
。

POINT

「
密
室
Ｉ
Ｒ
」で
は
な
く「
大
部
屋

Ｉ
Ｒ
」を
め
ざ
そ
う
。

POINT

「
学
内
営
業
」で
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト

や
課
題
を
Ｉ
Ｒ
自
ら
つ
く
り
出
す
。

Ｑ
デ
ー
タ
収
集
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
い
た
い
。各
部
署
の

協
力
を
得
る
に
は
？

IR部署における担当業務の上位項目
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 %

自己点検・評価に必要なデータの収集や
分析等、自己点検・評価に関連する業務

学生の学修成果の評価のための
データ収集、評価の実施・分析

学生の学修時間の把握のための
データ収集、分析

認証評価機関への報告書の作成や必要な
データの収集等、認証評価に関連する業務

学生、大学教員、大学職員に関するデータ
収集、分析（上記を目的としたものは除く）

学内の意思決定に資する提案書の作成

その他の評価（国立大学法人評価や
その他の第三者評価等）に必要なデータの
収集等、その他の評価に関連する業務

18.6 

17.8

16.4

15.5

14.7

13.4

10.4 

【図表4】

撮影／楠本夏彦

＊文部科学省
「大学における教育内容
等の改革状況について」

（平成27年度）を基に作成



2018 1-22018 1-2

関東地区IR研究会 松田岳士

関東地区IR研究会

15 14

特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

用
意
す
れ
ば
、
自
動
的
に
デ
ー
タ
が
上

が
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。Ｉ
Ｒ
で
何

を
し
た
い
の
か
、
執
行
部
が
Ｉ
Ｒ
担
当

者
に
伝
え
な
け
れ
ば
機
能
し
に
く
い
。

　
Ｉ
Ｒ
活
動
に
お
い
て
、
執
行
部
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
【
図
表
３
】。
大

学
経
営
の
ど
こ
に
課
題
を
抱
え
て
い

て
、
そ
の
解
決
を
果
た
す
た
め
に
ど
ん

な
デ
ー
タ
や
分
析
が
ほ
し
い
の
か
、
ま

ず
は
執
行
部
側
か
ら
Ｉ
Ｒ
組
織
に
提
示

し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
デ
ー
タ
収
集

や
分
析
に
必
要
な
予
算
と
権
限
を
与

え
、
学
内
の
立
場
を
保
証
す
る
。
前
述

の
通
り
、
現
場
の
教
職
員
が
デ
ー
タ
の

収
集
・
供
出
、
施
策
の
実
行
に
快
く
協

力
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
お
き
た
い
。

A 

本
来
の
形
で
は
な
い
が
、自
分

た
ち
で
需
要
を
つ
く
り
出
そ
う
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本

来
は
執
行
部
が
中
心
と
な
っ
て
Ｉ
Ｒ
の

方
針
、
計
画
を
先
に
整
え
る
べ
き
だ
。

し
か
し
そ
れ
が
難
し
い
よ
う
な
ら
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
し

か
な
い
。

　
ま
ず
は
現
状
把
握
を
し
よ
う
。
も
と

も
と
あ
る
デ
ー
タ
や
定
例
の
各
種
調
査

結
果
を
組
み
合
わ
せ
て
、
課
題
や
特
徴

的
な
傾
向
が
な
い
か
分
析
す
る
こ
と
は

可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
を
、
関
係
が

深
い
部
署
に
投
げ
か
け
、
議
論
を
巻
き

起
こ
し
て
は
ど
う
か
。

　
例
え
ば
東
北
芸
術
工
科
大
学
は
、
各

課
の
課
長
ら
が
参
加
す
る
Ｉ
Ｒ
推
進
室

を
２
０
１
６
年
度
に
発
足
さ
せ
た
が
、

全
体
の
方
針
や
計
画
が
な
か
っ
た
た

め
、
最
初
の
１
年
間
は
活
動
が
進
ま
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
２
年
目
に
入
る
に
あ

た
り
、年
間
計
画
を
策
定
し
、毎
月
テ
ー

マ
を
設
け
て
各
課
が
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
調
査
結
果
を
Ｉ
Ｒ
担
当
教
員
が

分
析
し
、
そ
れ
を
基
に
議
論
す
る
方
式

に
切
り
替
え
た
。
分
析
結
果
は
都
度
、

教
学
の
役
員
会
で
報
告
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
活
動
の
結
果
、
就
職
活
動
で
内

定
を
多
く
獲
得
で
き
る
学
生
の
傾
向
を

分
析
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
改
善
す
る

な
ど
、
実
際
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
同
大
学
の
例
か
ら
学
べ
る
の
は
、
現

場
の
教
職
員
に
Ｉ
Ｒ
を
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
の
Ｉ
Ｒ
活
動

を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
だ
と
い
う
こ
と
。「
Ｉ
Ｒ
組
織
発
足

当
初
は
、
各
部
署
に
困
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
、
と
御
用
聞
き
を
し
て
回
っ

た
」（
清
泉
女
子
大
学
）
と
い
っ
た
例

の
よ
う
に
、Ｉ
Ｒ
担
当
が
自
ら
学
内
営

業
を
し
て
課
題
を
見
つ
け
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
を
つ
く
る
方
法
も
あ
る
。Ｉ
Ｒ
を

必
要
と
す
る
状
況
を
聞
き
出
す
、
つ
く

り
出
す
こ
と
が
、「
使
う
Ｉ
Ｒ
」
へ
の

近
道
か
も
し
れ
な
い
。

A 

Ｉ
Ｒ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
。
現
場
に
オ
ー
プ
ン
な
活

動
を
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
に
権
限
を
持
た
せ
る
た

め
に
、
ま
た
ト
ッ
プ
の
意
思
を
直
接
的

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
組
織
を
学
長

直
下
に
設
置
す
る
例
は
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、Ｉ
Ｒ
が
学
長
と
Ｉ
Ｒ
組
織

の
み
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、Ｉ
Ｒ
活
動
が「
密

室
化
」
し
て
、
現
場
か
ら
か
け
離
れ
た

も
の
に
な
る
。
結
果
、「
Ｉ
Ｒ
組
織
が

現
場
の
状
況
を
理
解
し
て
い
な
い
」「
現

場
が
調
査
や
施
策
の
実
行
に
消
極
的
に

な
る
」
と
い
っ
た
弊
害
が
生
ま
れ
、
現

場
の
協
力
を
得
に
く
く
な
る
。

　
た
と
え
組
織
が
学
長
直
下
に
あ
っ
た

と
し
て
も
、Ｉ
Ｒ
活
動
は
オ
ー
プ
ン
に

進
め
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。「
Ｉ
Ｒ
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
の

で
、
う
ま
く
い
く
Ｉ
Ｒ
組
織
は
大
部
屋

に
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
」（
嶌
田
准
教
授
）、「
学
生
、教
職
員
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
み
ん
な
の
大
学
な

の
だ
か
ら
、
み
ん
な
の
Ｉ
Ｒ
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。
私
も
Ｉ
Ｒ
室
に
は
こ
も
ら

ず
、
現
場
に
出
向
き
、
教
職
員
に
Ｉ
Ｒ

の
活
用
を
勧
め
る
〝
営
業
〞
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
」（
関
東
地
区
Ｉ
Ｒ

研
究
会
・
松
田
教
授
　
P.
15
）
と
い
っ

た
声
も
あ
る
。

　
甲
南
大
学
（
P.
20
）
で
は
Ｉ
Ｒ
組

織
を
設
置
す
る
際
、「
中
立
性
が
な
い

と
現
場
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
に
く
い
」

と
い
う
意
見
を
取
り
入
れ
て
学
長
室
に

置
く
案
を
採
用
せ
ず
、
全
学
の
教
育
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。
ト
ッ
プ
と

は
一
定
の
適
切
な
距
離
を
保
て
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

A 

同
期
さ
せ
て
、
改
革
の
き
っ

か
け
に
し
よ
う
。

　
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、Ｉ
Ｒ
組

織
が
自
己
点
検
・
評
価
、
認
証
評
価
業

務
を
担
っ
て
い
る
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ

全
体
の
２
割
に
満
た
な
い
【
図
表
４
】。

こ
れ
ら
は
本
来
、
自
学
の
状
態
を
点
検

し
て
課
題
を
抽
出
し
、
解
決
す
る
と
い

う
意
味
合
い
を
持
つ
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｒ
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
は
ず

識
に
な
り
が
ち
だ
。「
共
有
」
を
銘
打
っ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
意
し
て
、
執
行

部
か
ら
活
用
を
指
示
し
て
も
ら
う
の
が

い
い
だ
ろ
う
。

　
次
の
課
題
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
こ
の
よ
う
な
環
境
が
実
現
し
て

も
、
各
部
署
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
入

力
に
協
力
し
て
く
れ
に
く
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
こ
れ
は
、Ｉ
Ｒ
組
織
と
現
場
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
問
題

だ
。
デ
ー
タ
収
集
の
目
的
や
活
用
の
し

か
た
な
ど
は
き
ち
ん
と
説
明
し
、
既
存

に
、
あ
ら
か
じ
め
執
行
部
が
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
用
意
し
た
い
。

　
つ
ま
り
、
主
な
担
当
が
教
員
で
あ
っ

て
も
職
員
で
あ
っ
て
も
ど
ち
ら
か
だ
け

で
は
活
動
は
成
り
立
た
ず
、
教
職
協
働

が
活
動
の
鍵
と
な
る
。

　
一
例
と
し
て
職
員
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
の
Ｉ
Ｒ
組
織
を
担
う
國
學
院
大
學

（
P.
21
）
で
は
、
教
職
員
混
成
の
施
策

推
進
部
会
を
各
学
部
等
に
設
置
。
教
員

が
求
め
る
デ
ー
タ
は
部
会
を
通
じ
て
職

員
が
提
供
し
、
実
行
が
決
ま
っ
た
施
策

は
教
職
協
働
で
進
め
て
い
る
。

A 

Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
信
頼
醸
成
と
現

場
の
ニ
ー
ズ
ベ
ー
ス
の
活
動
を
。

　
デ
ー
タ
や
分
析
結
果
を
使
っ
て
も
ら

え
な
い
場
合
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
日
頃
か
ら
困
り
ご
と
や
、
め
ざ
し

た
い
こ
と
を
現
場
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

う
え
で
、
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
活
動
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
た
と
え
デ
ー
タ
分
析
結
果
が

正
し
く
て
も
、Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
信
頼
が

得
ら
れ
て
い
な
い
う
ち
に
、
現
場
の
実

デ
ー
タ
分
析
、
高
等
教
育
の
課
題
と
多

岐
に
わ
た
る
知
識
・
技
術
が
必
要
な
Ｉ

Ｒ
担
当
者
の
養
成
は
、
こ
う
し
た
外
部

組
織
だ
け
で
な
く
大
学
で
も
行
わ
れ
て

し
か
る
べ
き
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
養

成
課
程
は
少
な
い
よ
う
だ
。

　
大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
代
表
の

高
橋
教
授
は
、
将
来
的
に
は
日
本
の
Ｉ

Ｒ
担
当
者
に
も
、
ス
キ
ル
に
応
じ
て
相

応
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主

張
す
る
。「
教
員
に
教
育
と
研
究
に
集

中
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
教
員
と
職

員
の
中
間
の
立
場
と
な
る
第
三
の
職
種

は
必
要
で
す
。
デ
ー
タ
の
分
析
だ
け
な

ら
そ
の
う
ち
Ａ
Ｉ
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
大
学

の
教
育
や
研
究
の
特
性
、
人
間
関
係
な

ど
を
ふ
ま
え
て
の
提
案
は
専
門
職
に
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
副
学
長

や
部
長
レ
ベ
ル
ま
で
キ
ャ
リ
ア
が
見
込

め
る
よ
う
な
位
置
付
け
の
職
種
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

A 

初
期
投
資
は
か
か
る
が
、
機

能
す
れ
ば
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
に
な

り
得
る
。

　
Ｉ
Ｒ
活
動
に
は
人
件
費
、
シ
ス
テ
ム

開
発
・
維
持
費
な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か

る
が
、
一
方
で
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
と
し

て
の
働
き
も
期
待
で
き
る
。自
己
点
検
・

評
価
、
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
デ
ー
タ
や
マ

ス
コ
ミ
の
調
査
へ
の
対
応
な
ど
を
各
部

署
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う
の
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｒ
組
織
が
一
括
し
て
行
う
こ
と
に
よ

り
、全
体
の
業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
。

一
度
対
応
フ
ロ
ー
が
完
成
し
て
し
ま
え

ば
、Ｉ
Ｒ
組
織
内
で
対
応
に
要
す
る
労

力
も
減
る
だ
ろ
う
。
経
営
に
Ｉ
Ｒ
を
活

用
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
営
を
行
え

ば
、
経
営
効
率
を
高
め
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
初
期
投
資
を
行
っ
て
で
も
専
任
部

門
、
専
任
者
を
置
い
た
ほ
う
が
、
結
果

的
に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
効
果
が
見
込
め

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
執
行
部
は
、
中
長

期
的
な
視
点
で
Ｉ
Ｒ
の
コ
ス
ト
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

数値で表せる活動は全て数値化すべき
ベンチマークやＩＲの標準化のために指標の統一を

I R×指標
まつだたけし●首都大学東京大学教育センター教授（ＩＲ担当）。1989
年九州大学卒、放送局勤務を経て、青山学院大学大学院国際政治経済
学研究科博士後期課程修了。山形大学、島根大学（教学企画ＩＲ室長）な
どを経て現職。

2015年発足。およそ30大学、40名の教職員からなる。相互にベンチマー
クを行える状態をめざし、２か月に一度集まり、勉強会や情報交換を行う。

　18歳人口の減少スピードを考えると、ほぼ全ての日本の大学は、シ
ビアな経営判断をしなければいけない「待ったなし」の状況にありま
す。こうした状況に対して、客観的なデータから未来を予測できるＩＲは
本来、危機管理的な役割を果たすものだと言えます。
　まだ日本ではそこまでＩＲを活用できている大学は少なく、思い込みで
議論が進むことも多いのが現状かと思います。こうした状況では、結局
は声の大きい人の意見が通ってしまう。それで、この危機的な状況を
乗り切れるでしょうか。ＩＲの目的は、このような大学の風土を、根拠に
基づいた議論、判断が行われるように変えることにあります。
　内部質保証の実質化が言われていますが、例えばどういう値がどう
なればＤＰを達成したことになるのか。目標や学修成果を、もっと可視
化する文化を育てなければならないでしょう。また日本には、ベンチマー
クという文化が根付いていません。「競合校」という言葉はあっても、教
育の内容や成果を客観的に比べる手段がほとんどないのです。
　これらを可能にするために、科学的に数値化できる大学の活動は
全て数値化して評価すべきでしょう。その際、それぞれの大学がそれぞ
れの基準で数値化してしまうとベンチマークができませんし、同じ指標
でも定義が異なるため、複数大学間での議論がはかどりません。この

状況を正すには、複数（できれば全て）の大学間で、指標の定義につ
いて合意する必要があります。
　そこで私たち関東地区ＩＲ研究会は、会員がそれぞれの大学で使っ
ている指標を出し合い、定義を統一した『大学ＩＲスタンダード指標集』
を2017年に出版しました。139の指標（群）を取り上げ、それぞれにつ
いて、何を表した指標か、どんな目的に活用できるか、算出方法や算出
時の注意点などをまとめています。
　大学の価値の一つは、学位を提供することにあります。MOOCSなど
のオープンコースウェアが流通している現在、授業を受けるだけであれ
ば大学に入学する必要はありません。学位に意味を持たせるには、取
得者の能力の保証、つまりデータに基づく学修成果の可視化が必要で
す。その際、学位を得る基準、つまりＤＰは大学ごとに特色があってしか
るべきでしょう。どの大学でも同じ能力が得られるのであれば、大学を選
ぶ基準がなくなります。その特色をいかに可視化するか、ＩＲの出番です。

▶ＩＲを機能させるには、指標の標準化が必要
▶学修成果を可視化し、学位取得者の能力を保証する

POINT

Interview with IR experts

A 

執
行
部
の
指
示
、
体
制
づ
く

り
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

　
執
行
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
が

あ
る
一
方
、
編
集
部
が
各
大
学
に
対
し

て
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、Ｉ
Ｒ
担

当
者
か
ら
「
執
行
部
か
ら
は
、
君
に
任

せ
た
、
の
一
言
だ
け
。
後
は
お
任
せ
の

よ
う
だ
」「
具
体
的
な
指
示
が
な
い
た

め
、
と
り
あ
え
ず
学
内
の
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
す
れ
違
い
の
状

況
に
陥
る
と
、現
場
の
教
職
員
か
ら
は
、

「
Ｉ
Ｒ
組
織
が
で
き
た
よ
う
だ
が
、
何

を
し
て
い
る
の
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」

と
い
う
声
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｒ
は
あ
く
ま
で
も
意
思
決
定
「
支

援
」
機
関
。
人
、
部
屋
、
パ
ソ
コ
ン
を

だ
が
、
そ
こ
で
集
め
た
デ
ー
タ
が
公
表

や
受
審
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
と
な

る
と
、
単
な
る
一
作
業
と
し
て
完
結
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
３
サ
イ
ク
ル
の
認
証
評
価
で
は

「
内
部
質
保
証
の
実
質
化
」
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
今
後
の

認
証
評
価
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
央

教
育
審
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
会
議
で
は
、「
現
状
の
評
価
は
大
学

の
改
善
に
役
立
っ
て
い
な
い
。
認
証
評

価
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
求

め
ら
れ
た
情
報
を
義
務
的
に
提
出
す
る

の
で
は
な
く
、
大
学
が
自
律
的
に
評
価

プ
ラ
ン
を
立
て
、
改
革
の
成
果
を
出
す

べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
確
か
に
本
気
で
大
学
改
革
を
行
う
な

ら
、
自
己
点
検
・
評
価
、
認
証
評
価
で

集
め
た
デ
ー
タ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な

く
、Ｉ
Ｒ
活
動
と
の
一
体
化
は
必
然
と

言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
別
々
に
対
応

す
る
よ
り
は
る
か
に
効
率
的
だ
。
P.

20
で
取
り
上
げ
て
い
る
甲
南
大
学
は
、

学
長
室
を
中
心
に
、
認
証
評
価
に
ま
つ

わ
る
活
動
と
Ｉ
Ｒ
の
活
動
を
一
体
化
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
好
例
で
あ
る
。

　
嶌
田
准
教
授
は
認
証
評
価
の
現
状
に

つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
説
明

責
任
を
果
た
す
た
め
だ
け
の
、
き
れ
い

ご
と
の
評
価
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
大
学

が
多
い
印
象
で
す
。
せ
っ
か
く
大
規
模

な
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

評
価
機
関
に
提
出
す
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
目
を
つ
ぶ
り
た
く
な
る
よ
う

な
経
営
状
態
に
ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
を
出

し
て
、
危
機
感
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

学
内
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う

空
気
が
生
ま
れ
れ
ば
、Ｉ
Ｒ
活
動
と
し

て
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
」。

A 

ま
ず
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
。

加
え
て
、Ｉ
Ｒ
担
当
者
は
現
場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
。

　
デ
ー
タ
の
収
集
段
階
で
足
踏
み
す
る

大
学
は
多
い
。
と
言
う
の
も
、
ア
ク
セ

ス
権
が
各
部
署
ご
と
に
設
定
さ
れ
、
教

員
、
職
員
で
も
ア
ク
セ
ス
レ
ベ
ル
に
差

が
あ
る
た
め
だ
。根
本
的
な
解
決
策
は
、

執
行
部
が
音
頭
を
取
っ
て
Ｉ
Ｒ
組
織
の

権
限
や
デ
ー
タ
提
供
の
ル
ー
ル
を
定

め
、
学
内
に
周
知
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
際
、
全
学
共
有
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
大
学

名
で
取
得
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
本
来
は

大
学
全
体
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
情
報

以
外
は
共
有
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ

が
、
デ
ー
タ
が
各
人
の
パ
ソ
コ
ン
の
中

や
各
部
署
の
管
理
下
に
あ
る
と
、
デ
ー

タ
は
「
自
分
た
ち
の
も
の
」
と
い
う
認

デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
「
お
み
や
げ
」

と
し
て
渡
す
と
い
っ
た
、
ひ
と
手
間
か

け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け

た
い
。
そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

わ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

　
各
部
署
を
足
し
げ
く
回
り
、
話
す
こ

と
が
、Ｉ
Ｒ
活
動
の
「
見
え
る
化
」
に

な
り
、
全
学
の
協
力
体
制
構
築
に
つ
な

が
る
の
だ
。

A 

全
て
を
担
お
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
教
員
は
職
員
の
、
職
員

は
教
員
の
手
を
借
り
よ
う
。

　
Ｉ
Ｒ
組
織
を
設
置
し
て
も
、
専
任
の

教
職
員
を
置
い
て
い
な
い
大
学
は
多

い
。
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
専
任

の
教
員
を
置
く
大
学
は
９
・
６
％
、
職

員
を
置
く
大
学
は
22
・
８
％
に
過
ぎ

な
い【
図
表
５
】。
他
部
署
と
兼
任
だ
っ

た
り
、
人
数
も
１
人
か
２
人
の
大
学
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。
デ
ー
タ
と
縁
の

な
い
部
署
か
ら
異
動
に
よ
っ
て
着
任
す

る
職
員
も
多
く
、
デ
ー
タ
の
扱
い
や
分

析
に
負
担
を
感
じ
る
人
が
多
い
の
も
無

理
は
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
Ｉ
Ｒ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
考
え
れ
ば
、
本
質
的
に
必
要

な
の
は
高
度
な
デ
ー
タ
分
析
能
力
よ
り

も
、
各
部
署
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
あ
れ

ば
、
学
内
の
調
整
能
力
に
長
け
た
職
員

が
活
躍
で
き
る
余
地
は
十
二
分
に
あ

る
。
最
初
は
エ
ク
セ
ル
ベ
ー
ス
の
簡
易

な
デ
ー
タ
分
析
で
十
分
だ
。
P.
26
の

国
際
教
養
大
学
の
Ｉ
Ｒ
は
、
そ
の
好
例

と
言
え
よ
う
。
職
員
中
心
の
Ｉ
Ｒ
組
織

で
、
自
分
た
ち
の
技
量
を
超
え
る
デ
ー

タ
分
析
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
教

員
に
サ
ポ
ー
ト
を
頼
も
う
。
デ
ー
タ
の

話
を
す
る
中
で
、
教
員
の
課
題
を
聞
き

出
し
、
そ
の
役
に
立
つ
Ｉ
Ｒ
活
動
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
、
教
員
が
中
心
の
組
織
の
場
合

は
、
分
析
は
で
き
て
も
、
ど
の
部
署
に

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
る
の
か
が
わ
か
ら

ず
、デ
ー
タ
収
集
に
壁
が
あ
る
と
聞
く
。

職
員
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
。
日
頃
か

ら
Ｓ
Ｄ
に
協
力
す
る
な
ど
、
職
員
と
の

関
係
を
よ
く
し
て
お
き
た
い
。
企
業
出

身
者
を
教
員
と
し
て
Ｉ
Ｒ
担
当
に
据
え

る
場
合
は
、
企
業
と
大
学
の
風
土
・
文

化
の
違
い
を
教
え
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
む
よ
う

感
と
異
な
る
デ
ー
タ
や
、
他
学
部
・
他

学
科
と
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
情
報
ば
か
り
を
提
供
す
る
と
、

「
あ
ら
探
し
を
さ
れ
る
」
と
敬
遠
さ
れ

が
ち
だ
。
常
識
、
思
い
込
み
を
覆
し
た

り
、
弱
点
を
指
摘
し
た
り
す
る
の
は
Ｉ

Ｒ
の
大
切
な
役
割
で
は
あ
る
が
、
ま
ず

は
現
場
の
実
感
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
、

長
所
を
特
徴
付
け
る
デ
ー
タ
を
提
供

し
、
共
感
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
こ
う
。

　
分
析
で
も
、
現
場
の
当
事
者
を
巻
き

込
む
と
信
頼
が
得
ら
れ
や
す
い
。
例
え

ば
教
学
に
関
し
て
は
、
分
析
の
観
点
を

す
で
に
教
員
が
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
。Ｉ
Ｒ
担
当
者
が
全
て
を
分
析
す
る

の
で
は
な
く
、
分
析
過
程
か
ら
関
係
す

る
教
員
を
巻
き
込
む
と
、
協
力
的
に
動

い
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

A 

Ｉ
Ｒ
の
中
間
組
織
が
行
っ
て
い

る
研
修
会
に
足
を
運
ん
で
み
よ
う
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
同
士
が
集
ま
る
研
修

会
、
勉
強
会
に
顔
を
出
す
と
、
悩
み
や

そ
の
解
決
策
を
共
有
で
き
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
に
つ
な
が
る
（
下
図
参

照
）。
小
規
模
大
学
の
場
合
、
人
材
や

分
析
ス
キ
ル
、
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
が

不
足
し
が
ち
だ
。
こ
う
し
た
場
で
広

が
っ
た
人
脈
を
生
か
し
、
状
況
が
似
た

大
学
同
士
で
協
力
し
合
っ
て
Ｉ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
む
方
法
も
あ
る
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
が
高
度
専
門
職
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
は
、Ａ

Ｉ
Ｒ（A

ssociation for Institutional 
Research

ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｒ
協
会
）
と

い
う
組
織
が
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
研

修
を
提
供
し
て
い
る
。
年
会
費
を
払
え

ば
、
日
本
か
ら
で
も
Ｉ
Ｒ
関
連
の
豊
富

な
文
献
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。調
査
、

POINT

教
員
、職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を

生
か
せ
る
教
職
協
働
の
Ｉ
Ｒ
を
。

Ｑ
人
手
不
足
、能
力
不
足
。

全
学
の
デ
ー
タ
分
析
を

ど
う
行
え
ば
よ
い
か
？

POINT

Ｉ
Ｒ
担
当
は
各
部
署
と
は「
ひ
と
手

間
」か
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
。

Ｑ
Ｉ
Ｒ
の
ス
キ
ル
を
磨
く
に

は
ど
う
す
べ
き
か
？

ＩＲの中間組織における研修イベント例

大学評価
コンソーシアム

大学ＩＲ
コンソーシアム

大学評価・ＩＲ担当者集会
年１回、100人規模で開催。2017年度は３
日間にわたり、講義、ワークショップ、懇親会
などが行われた。初心者向けのセッションも。

ＩＲ実務担当者連絡会
年数回、数10人規模で開催。実践事例の
紹介、研究発表、情報交換会など。

ほか、テーマ別の勉強会・研修会などを開催

ＩＲシンポジウム
年１回、150人規模で開催。ＩＲ担当者によ
る講演やパネルディスカッション、情報交換
会が行われる。

大学ＩＲコンソーシアムセミナー
年１回、東京と関西でそれぞれ開催。コン
ソーシアムが行っている共通調査データの
活用例などが紹介される。

ＩＲを専門で担当する部署に、専任の教職員を置く大学
専任の教員を
置く大学 

専任の職員を
置く大学9.6％

置いている

22.8％

＊文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について」（平成27年度）を基に作成

【図表5】

計
画
、人
、予
算
も
な
い
中
で

Ｉ
Ｒ
活
動
を
進
め
る
に
は
？

Ｑ
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
、

あ
ま
り
各
部
署
で
活
用

さ
れ
な
い
…
。

POINT

活
動
を
通
じ
て
現
場
か
ら
信
頼
を

得
て
、ニ
ー
ズ
を
探
る
こ
と
。

撮影／亀井宏昭
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特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

用
意
す
れ
ば
、
自
動
的
に
デ
ー
タ
が
上

が
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。Ｉ
Ｒ
で
何

を
し
た
い
の
か
、
執
行
部
が
Ｉ
Ｒ
担
当

者
に
伝
え
な
け
れ
ば
機
能
し
に
く
い
。

　
Ｉ
Ｒ
活
動
に
お
い
て
、
執
行
部
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
【
図
表
３
】。
大

学
経
営
の
ど
こ
に
課
題
を
抱
え
て
い

て
、
そ
の
解
決
を
果
た
す
た
め
に
ど
ん

な
デ
ー
タ
や
分
析
が
ほ
し
い
の
か
、
ま

ず
は
執
行
部
側
か
ら
Ｉ
Ｒ
組
織
に
提
示

し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
デ
ー
タ
収
集

や
分
析
に
必
要
な
予
算
と
権
限
を
与

え
、
学
内
の
立
場
を
保
証
す
る
。
前
述

の
通
り
、
現
場
の
教
職
員
が
デ
ー
タ
の

収
集
・
供
出
、
施
策
の
実
行
に
快
く
協

力
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
お
き
た
い
。

A 

本
来
の
形
で
は
な
い
が
、自
分

た
ち
で
需
要
を
つ
く
り
出
そ
う
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本

来
は
執
行
部
が
中
心
と
な
っ
て
Ｉ
Ｒ
の

方
針
、
計
画
を
先
に
整
え
る
べ
き
だ
。

し
か
し
そ
れ
が
難
し
い
よ
う
な
ら
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
し

か
な
い
。

　
ま
ず
は
現
状
把
握
を
し
よ
う
。
も
と

も
と
あ
る
デ
ー
タ
や
定
例
の
各
種
調
査

結
果
を
組
み
合
わ
せ
て
、
課
題
や
特
徴

的
な
傾
向
が
な
い
か
分
析
す
る
こ
と
は

可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
を
、
関
係
が

深
い
部
署
に
投
げ
か
け
、
議
論
を
巻
き

起
こ
し
て
は
ど
う
か
。

　
例
え
ば
東
北
芸
術
工
科
大
学
は
、
各

課
の
課
長
ら
が
参
加
す
る
Ｉ
Ｒ
推
進
室

を
２
０
１
６
年
度
に
発
足
さ
せ
た
が
、

全
体
の
方
針
や
計
画
が
な
か
っ
た
た

め
、
最
初
の
１
年
間
は
活
動
が
進
ま
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
２
年
目
に
入
る
に
あ

た
り
、年
間
計
画
を
策
定
し
、毎
月
テ
ー

マ
を
設
け
て
各
課
が
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
調
査
結
果
を
Ｉ
Ｒ
担
当
教
員
が

分
析
し
、
そ
れ
を
基
に
議
論
す
る
方
式

に
切
り
替
え
た
。
分
析
結
果
は
都
度
、

教
学
の
役
員
会
で
報
告
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
活
動
の
結
果
、
就
職
活
動
で
内

定
を
多
く
獲
得
で
き
る
学
生
の
傾
向
を

分
析
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
改
善
す
る

な
ど
、
実
際
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
同
大
学
の
例
か
ら
学
べ
る
の
は
、
現

場
の
教
職
員
に
Ｉ
Ｒ
を
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
の
Ｉ
Ｒ
活
動

を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
だ
と
い
う
こ
と
。「
Ｉ
Ｒ
組
織
発
足

当
初
は
、
各
部
署
に
困
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
、
と
御
用
聞
き
を
し
て
回
っ

た
」（
清
泉
女
子
大
学
）
と
い
っ
た
例

の
よ
う
に
、Ｉ
Ｒ
担
当
が
自
ら
学
内
営

業
を
し
て
課
題
を
見
つ
け
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
を
つ
く
る
方
法
も
あ
る
。Ｉ
Ｒ
を

必
要
と
す
る
状
況
を
聞
き
出
す
、
つ
く

り
出
す
こ
と
が
、「
使
う
Ｉ
Ｒ
」
へ
の

近
道
か
も
し
れ
な
い
。

A 

Ｉ
Ｒ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
。
現
場
に
オ
ー
プ
ン
な
活

動
を
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
に
権
限
を
持
た
せ
る
た

め
に
、
ま
た
ト
ッ
プ
の
意
思
を
直
接
的

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
組
織
を
学
長

直
下
に
設
置
す
る
例
は
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、Ｉ
Ｒ
が
学
長
と
Ｉ
Ｒ
組
織

の
み
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、Ｉ
Ｒ
活
動
が「
密

室
化
」
し
て
、
現
場
か
ら
か
け
離
れ
た

も
の
に
な
る
。
結
果
、「
Ｉ
Ｒ
組
織
が

現
場
の
状
況
を
理
解
し
て
い
な
い
」「
現

場
が
調
査
や
施
策
の
実
行
に
消
極
的
に

な
る
」
と
い
っ
た
弊
害
が
生
ま
れ
、
現

場
の
協
力
を
得
に
く
く
な
る
。

　
た
と
え
組
織
が
学
長
直
下
に
あ
っ
た

と
し
て
も
、Ｉ
Ｒ
活
動
は
オ
ー
プ
ン
に

進
め
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。「
Ｉ
Ｒ
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
の

で
、
う
ま
く
い
く
Ｉ
Ｒ
組
織
は
大
部
屋

に
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
」（
嶌
田
准
教
授
）、「
学
生
、教
職
員
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
み
ん
な
の
大
学
な

の
だ
か
ら
、
み
ん
な
の
Ｉ
Ｒ
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。
私
も
Ｉ
Ｒ
室
に
は
こ
も
ら

ず
、
現
場
に
出
向
き
、
教
職
員
に
Ｉ
Ｒ

の
活
用
を
勧
め
る
〝
営
業
〞
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
」（
関
東
地
区
Ｉ
Ｒ

研
究
会
・
松
田
教
授
　
P.
15
）
と
い
っ

た
声
も
あ
る
。

　
甲
南
大
学
（
P.
20
）
で
は
Ｉ
Ｒ
組

織
を
設
置
す
る
際
、「
中
立
性
が
な
い

と
現
場
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
に
く
い
」

と
い
う
意
見
を
取
り
入
れ
て
学
長
室
に

置
く
案
を
採
用
せ
ず
、
全
学
の
教
育
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。
ト
ッ
プ
と

は
一
定
の
適
切
な
距
離
を
保
て
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

A 

同
期
さ
せ
て
、
改
革
の
き
っ

か
け
に
し
よ
う
。

　
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、Ｉ
Ｒ
組

織
が
自
己
点
検
・
評
価
、
認
証
評
価
業

務
を
担
っ
て
い
る
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ

全
体
の
２
割
に
満
た
な
い
【
図
表
４
】。

こ
れ
ら
は
本
来
、
自
学
の
状
態
を
点
検

し
て
課
題
を
抽
出
し
、
解
決
す
る
と
い

う
意
味
合
い
を
持
つ
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｒ
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
は
ず

識
に
な
り
が
ち
だ
。「
共
有
」
を
銘
打
っ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
意
し
て
、
執
行

部
か
ら
活
用
を
指
示
し
て
も
ら
う
の
が

い
い
だ
ろ
う
。

　
次
の
課
題
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
こ
の
よ
う
な
環
境
が
実
現
し
て

も
、
各
部
署
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
入

力
に
協
力
し
て
く
れ
に
く
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
こ
れ
は
、Ｉ
Ｒ
組
織
と
現
場
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
問
題

だ
。
デ
ー
タ
収
集
の
目
的
や
活
用
の
し

か
た
な
ど
は
き
ち
ん
と
説
明
し
、
既
存

に
、
あ
ら
か
じ
め
執
行
部
が
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
用
意
し
た
い
。

　
つ
ま
り
、
主
な
担
当
が
教
員
で
あ
っ

て
も
職
員
で
あ
っ
て
も
ど
ち
ら
か
だ
け

で
は
活
動
は
成
り
立
た
ず
、
教
職
協
働

が
活
動
の
鍵
と
な
る
。

　
一
例
と
し
て
職
員
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
の
Ｉ
Ｒ
組
織
を
担
う
國
學
院
大
學

（
P.
21
）
で
は
、
教
職
員
混
成
の
施
策

推
進
部
会
を
各
学
部
等
に
設
置
。
教
員

が
求
め
る
デ
ー
タ
は
部
会
を
通
じ
て
職

員
が
提
供
し
、
実
行
が
決
ま
っ
た
施
策

は
教
職
協
働
で
進
め
て
い
る
。

A 

Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
信
頼
醸
成
と
現

場
の
ニ
ー
ズ
ベ
ー
ス
の
活
動
を
。

　
デ
ー
タ
や
分
析
結
果
を
使
っ
て
も
ら

え
な
い
場
合
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
日
頃
か
ら
困
り
ご
と
や
、
め
ざ
し

た
い
こ
と
を
現
場
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

う
え
で
、
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
活
動
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
た
と
え
デ
ー
タ
分
析
結
果
が

正
し
く
て
も
、Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
信
頼
が

得
ら
れ
て
い
な
い
う
ち
に
、
現
場
の
実

デ
ー
タ
分
析
、
高
等
教
育
の
課
題
と
多

岐
に
わ
た
る
知
識
・
技
術
が
必
要
な
Ｉ

Ｒ
担
当
者
の
養
成
は
、
こ
う
し
た
外
部

組
織
だ
け
で
な
く
大
学
で
も
行
わ
れ
て

し
か
る
べ
き
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
養

成
課
程
は
少
な
い
よ
う
だ
。

　
大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
代
表
の

高
橋
教
授
は
、
将
来
的
に
は
日
本
の
Ｉ

Ｒ
担
当
者
に
も
、
ス
キ
ル
に
応
じ
て
相

応
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主

張
す
る
。「
教
員
に
教
育
と
研
究
に
集

中
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
教
員
と
職

員
の
中
間
の
立
場
と
な
る
第
三
の
職
種

は
必
要
で
す
。
デ
ー
タ
の
分
析
だ
け
な

ら
そ
の
う
ち
Ａ
Ｉ
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
大
学

の
教
育
や
研
究
の
特
性
、
人
間
関
係
な

ど
を
ふ
ま
え
て
の
提
案
は
専
門
職
に
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
副
学
長

や
部
長
レ
ベ
ル
ま
で
キ
ャ
リ
ア
が
見
込

め
る
よ
う
な
位
置
付
け
の
職
種
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

A 

初
期
投
資
は
か
か
る
が
、
機

能
す
れ
ば
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
に
な

り
得
る
。

　
Ｉ
Ｒ
活
動
に
は
人
件
費
、
シ
ス
テ
ム

開
発
・
維
持
費
な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か

る
が
、
一
方
で
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
と
し

て
の
働
き
も
期
待
で
き
る
。自
己
点
検
・

評
価
、
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
デ
ー
タ
や
マ

ス
コ
ミ
の
調
査
へ
の
対
応
な
ど
を
各
部

署
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う
の
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｒ
組
織
が
一
括
し
て
行
う
こ
と
に
よ

り
、全
体
の
業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
。

一
度
対
応
フ
ロ
ー
が
完
成
し
て
し
ま
え

ば
、Ｉ
Ｒ
組
織
内
で
対
応
に
要
す
る
労

力
も
減
る
だ
ろ
う
。
経
営
に
Ｉ
Ｒ
を
活

用
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
営
を
行
え

ば
、
経
営
効
率
を
高
め
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
初
期
投
資
を
行
っ
て
で
も
専
任
部

門
、
専
任
者
を
置
い
た
ほ
う
が
、
結
果

的
に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
効
果
が
見
込
め

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
執
行
部
は
、
中
長

期
的
な
視
点
で
Ｉ
Ｒ
の
コ
ス
ト
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

A 

主
役
は
教
員
。Ｉ
Ｒ
は
デ
ー
タ

を
提
供
し
、一
緒
に
考
え
る
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
貢
献
す
る
。

　
内
部
質
保
証
を
実
質
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
が

重
要
だ
。
し
か
し
「
そ
の
た
め
に
必
要

な
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
」
と
悩
む

教
員
も
多
い
と
聞
く
。
残
念
な
が
ら
Ｉ

Ｒ
組
織
は
あ
っ
て
も
「
Ｉ
Ｒ
は
あ
ら
探

し
だ
」
と
の
先
入
観
か
ら
Ｉ
Ｒ
組
織
に

近
づ
か
ず
、
そ
こ
に
デ
ー
タ
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
ケ
ー
ス
だ
。Ｉ
Ｒ
が
味

方
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
必
要
な

デ
ー
タ
が
速
や
か
に
手
元
に
届
く
よ
う

に
し
て
あ
げ
れ
ば
、
研
究
者
の
本
領
を

発
揮
し
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

議
論
と
改
善
が
進
む
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
特
に
今
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
取

り
組
み
が
手
薄
な
の
が
、「
教
育
目
標

を
持
つ
最
小
単
位
で
あ
る
学
科
・
コ
ー

ス
レ
ベ
ル
で
の
点
検
・
評
価
」（
大
学

評
価
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
副
代
表
幹
事
・

嶌
田
准
教
授
）
だ
。Ｉ
Ｒ
の
ほ
う
で
学

科
・
コ
ー
ス
単
位
で
の
会
議
に
現
状
を

把
握
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
現
場

の
教
員
の
議
論
に
役
立
て
た
い
。

A 

他
の
組
織
と
の
比
較
が
で
き

る
「
共
通
言
語
」
と
な
る
指
標
が

望
ま
し
い
。

　
現
在
、
学
修
成
果
の
指
標
と
し
て
主

に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、Ｇ
Ｐ
Ａ
、
学

生
に
よ
る
自
己
評
価
、
外
部
英
語
検
定

試
験
な
ど
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、Ｇ
Ｐ

Ａ
や
自
己
評
価
は
有
用
な
面
も
あ
る
一

方
、
評
価
者
に
よ
る
基
準
の
ば
ら
つ
き

が
大
き
く
、
他
の
大
学
・
学
部
・
学
科

と
比
べ
づ
ら
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
大
学
・
学
部
・
学
科
と
し

て
の
強
み
・
弱
み
が
わ
か
ら
ず
、
教
育

の
改
善
に
つ
な
げ
に
く
い
。

　
企
業
か
ら
見
て
も
、「
他
の
学
生
と

比
べ
て
ど
れ
だ
け
優
れ
て
い
る
の
か
」

「
自
社
が
求
め
る
基
準
に
達
し
て
い
る

の
か
」
が
読
み
取
れ
な
い
。
そ
の
点
、

例
え
ば
外
部
英
語
検
定
試
験
は
、
ス
コ

ア
に
よ
っ
て
お
お
む
ね
の
英
語
力
を
把

握
で
き
る
。

　
内
部
質
保
証
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
学
内
、
大
学
間
、
社
会
の
中
で
比

較
可
能
な
「
共
通
言
語
」
と
な
る
指
標

を
、
語
学
以
外
の
能
力
に
つ
い
て
も
持

つ
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
う
し
た
指

標
が
あ
れ
ば
、
他
大
学
を
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
し
て
自
学
の
改
善
を
図
っ
た
り
、
社

会
で
必
要
な
能
力
に
つ
い
て
企
業
と
話

し
合
い
、
目
標
値
を
設
定
し
た
り
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。
企
業
が
社
員
の

能
力
測
定
に
使
っ
て
い
る
思
考
力
な
ど

の
汎
用
的
能
力
を
測
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
導
入
す
る
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

A 

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
デ
ー
タ
を

統
合
す
る
こ
と
、
学
生
を
巻
き
込

む
こ
と
。

　
一
つ
は
、
デ
ー
タ
を
分
断
し
な
い
こ

と
。
学
生
の
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、学
部
・

学
科
や
学
年
を
越
え
て
連
結
し
た
デ
ー

タ
で
な
け
れ
ば
分
析
の
範
囲
が
限
ら

れ
、
学
修
成
果
の
経
年
で
の
測
定
・
比

較
・
検
証
が
難
し
く
な
る
。
統
一
し
た

指
標
を
使
い
、
エ
ン
ロ
ー
ル
メ
ン
ト
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
の
活
用
を
考
え
た

い
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
教
学
を
中
心
と
し

た
Ｉ
Ｒ
が
主
流
だ
が
、
研
究
や
経
営
に

関
す
る
デ
ー
タ
も
統
合
し
な
け
れ
ば
、

本
当
の
意
味
で
の
大
学
の
全
体
像
が
明

ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
学
生
を
巻
き
込
み
、

Ｉ
Ｒ
の
成
果
を
還
元
す
る
こ
と
。
デ
ー

タ
収
集
に
学
生
の
協
力
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
学
生
の
成
長
に
つ

な
が
る
こ
と
が
、Ｉ
Ｒ
の
最
終
目
標
の

１
つ
だ
か
ら
だ
。Ｉ
Ｒ
全
体
を
設
計
す

る
初
期
段
階
に
、「
学
生
に
ど
ん
な
こ

と
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
結
果
が
い
つ

公
表
さ
れ
、
学
生
生
活
に
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
る
の
か
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

学
生
に
も
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
。

　
活
用
の
さ
れ
方
が
わ
か
っ
て
い
れ

ば
、
学
生
の
協
力
度
合
い
も
高
ま
り
、

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
率
を
高
め
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
國
學
院
大

學
で
は
、
学
生
に
必
ず
調
査
結
果
と
改

善
策
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
お
り
、

そ
れ
が
回
答
率
の
上
昇
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。

Ｉ
Ｒ
と
内
部
質
保
証
の
実
質
化
を

つ
な
げ
る
に
は
？

小さなＩＲ、ＰＤＣＡを重ね続けることが、
大学経営の大きなＩＲ、ＰＤＣＡにつながる

IR×PDCAサイクル
おいかわあい●日本女子大学大学院人間社会研究科教育学専攻博士
課程前期修了。市場調査会社にてマーケティングリサーチャーを務めた
後、進研アドに入社し、一貫して大学の課題抽出に必要な調査・分析の支
援に携わる。

　委員会を開いて施策を決め、プロジェクトを設置して実行する。大学
が課題に対応する際の一般的なプロセスです。実行するまではよいの
ですが、誰も結果を振り返ることなく、数年後にはプロジェクトが自然消
滅したりしていませんか。大学はＰＤＣＡの「ＰＤ」で終わってしまい、「Ｃ
Ａ」まで至らないことが多いように思います。ＰＤＣＡを回す習慣をつけ
なければ、その場しのぎの施策ばかりで、改善はされません。この習慣
づくりに、ＩＲが貢献できるはずです。
　ＩＲというと大学の全データを統合したり、将来を予測できるシステム
をつくったりと壮大なことを考えがちですが、まずは、思わず議論したく
なるようなデータを現場に提供し、それを見ながら一緒に話す場をつく
ることから始めてみてはどうでしょうか。「うちの大学って実はこうだった
んだ」というような発見があったら、まずは学科長や学部長に報告して
みる。きれいなグラフや高度な統計なんて、最初は必要ありません。
　感想レベルでもいいし、立派なファシリテートもなくていい。とにかく
自分の大学・学部・学科について議論することが大切です。大学各所
に議論を起こす、これがＩＲ組織が最初に行うべき、最も重要な役割で
はないでしょうか。そのうち現場から、「隣の学科や学部はどうなのか？」
といった興味・関心がわき出てくるはず。こうしてデータを振り返り、比

較・分析する意識が根付いてくると、ＰＤＣＡの「ＣＡ」に目が向き始めま
す。徐々に話し合いの規模を大きくして、経営判断につなげられるよう
になったら、それがＩＲです。
　大学の改善につなげるには、ＩＲを恒常的に行う必要があります。ど
の大学でも認証評価に際して、「データの確認、分析、課題の抽出、改
善」のサイクルが回っているはずです。認証評価は7年以内の受審が
義務ですが、自己点検・評価をより短いスパンで、自主的に行うイメージ
です。３つのポリシーについて、基準として妥当か、ポリシーにのっとっ
た入試、教育、卒業認定が行われているかを検証し続けるわけです。
　いかなる大学であれ、ＩＲの究極の目的は、「自学は学生が４年間満
足したうえで卒業してもらえる大学か？」を検証することにあるのではな
いでしょうか。大学の教職員は、教育を改善したいという意識がとても
強いように思います。ＩＲは、そうした思いを束ねてみんなで共有するため
のかすがいとなるツールです。

▶データを使って各所に議論を起こすことから始めよう
▶認証評価を自主的に短いスパンですること＝ＩＲ

POINT

Interview with IR experts

A 

執
行
部
の
指
示
、
体
制
づ
く

り
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

　
執
行
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
が

あ
る
一
方
、
編
集
部
が
各
大
学
に
対
し

て
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、Ｉ
Ｒ
担

当
者
か
ら
「
執
行
部
か
ら
は
、
君
に
任

せ
た
、
の
一
言
だ
け
。
後
は
お
任
せ
の

よ
う
だ
」「
具
体
的
な
指
示
が
な
い
た

め
、
と
り
あ
え
ず
学
内
の
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
す
れ
違
い
の
状

況
に
陥
る
と
、現
場
の
教
職
員
か
ら
は
、

「
Ｉ
Ｒ
組
織
が
で
き
た
よ
う
だ
が
、
何

を
し
て
い
る
の
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」

と
い
う
声
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｒ
は
あ
く
ま
で
も
意
思
決
定
「
支

援
」
機
関
。
人
、
部
屋
、
パ
ソ
コ
ン
を

だ
が
、
そ
こ
で
集
め
た
デ
ー
タ
が
公
表

や
受
審
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
と
な

る
と
、
単
な
る
一
作
業
と
し
て
完
結
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
３
サ
イ
ク
ル
の
認
証
評
価
で
は

「
内
部
質
保
証
の
実
質
化
」
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
今
後
の

認
証
評
価
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
央

教
育
審
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
会
議
で
は
、「
現
状
の
評
価
は
大
学

の
改
善
に
役
立
っ
て
い
な
い
。
認
証
評

価
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
求

め
ら
れ
た
情
報
を
義
務
的
に
提
出
す
る

の
で
は
な
く
、
大
学
が
自
律
的
に
評
価

プ
ラ
ン
を
立
て
、
改
革
の
成
果
を
出
す

べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
確
か
に
本
気
で
大
学
改
革
を
行
う
な

ら
、
自
己
点
検
・
評
価
、
認
証
評
価
で

集
め
た
デ
ー
タ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な

く
、Ｉ
Ｒ
活
動
と
の
一
体
化
は
必
然
と

言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
別
々
に
対
応

す
る
よ
り
は
る
か
に
効
率
的
だ
。
P.

20
で
取
り
上
げ
て
い
る
甲
南
大
学
は
、

学
長
室
を
中
心
に
、
認
証
評
価
に
ま
つ

わ
る
活
動
と
Ｉ
Ｒ
の
活
動
を
一
体
化
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
好
例
で
あ
る
。

　
嶌
田
准
教
授
は
認
証
評
価
の
現
状
に

つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
説
明

責
任
を
果
た
す
た
め
だ
け
の
、
き
れ
い

ご
と
の
評
価
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
大
学

が
多
い
印
象
で
す
。
せ
っ
か
く
大
規
模

な
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

評
価
機
関
に
提
出
す
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
目
を
つ
ぶ
り
た
く
な
る
よ
う

な
経
営
状
態
に
ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
を
出

し
て
、
危
機
感
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

学
内
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う

空
気
が
生
ま
れ
れ
ば
、Ｉ
Ｒ
活
動
と
し

て
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
」。

A 

ま
ず
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
。

加
え
て
、Ｉ
Ｒ
担
当
者
は
現
場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
。

　
デ
ー
タ
の
収
集
段
階
で
足
踏
み
す
る

大
学
は
多
い
。
と
言
う
の
も
、
ア
ク
セ

ス
権
が
各
部
署
ご
と
に
設
定
さ
れ
、
教

員
、
職
員
で
も
ア
ク
セ
ス
レ
ベ
ル
に
差

が
あ
る
た
め
だ
。根
本
的
な
解
決
策
は
、

執
行
部
が
音
頭
を
取
っ
て
Ｉ
Ｒ
組
織
の

権
限
や
デ
ー
タ
提
供
の
ル
ー
ル
を
定

め
、
学
内
に
周
知
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
際
、
全
学
共
有
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
大
学

名
で
取
得
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
本
来
は

大
学
全
体
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
情
報

以
外
は
共
有
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ

が
、
デ
ー
タ
が
各
人
の
パ
ソ
コ
ン
の
中

や
各
部
署
の
管
理
下
に
あ
る
と
、
デ
ー

タ
は
「
自
分
た
ち
の
も
の
」
と
い
う
認

デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
「
お
み
や
げ
」

と
し
て
渡
す
と
い
っ
た
、
ひ
と
手
間
か

け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け

た
い
。
そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

わ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

　
各
部
署
を
足
し
げ
く
回
り
、
話
す
こ

と
が
、Ｉ
Ｒ
活
動
の
「
見
え
る
化
」
に

な
り
、
全
学
の
協
力
体
制
構
築
に
つ
な

が
る
の
だ
。

A 

全
て
を
担
お
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
教
員
は
職
員
の
、
職
員

は
教
員
の
手
を
借
り
よ
う
。

　
Ｉ
Ｒ
組
織
を
設
置
し
て
も
、
専
任
の

教
職
員
を
置
い
て
い
な
い
大
学
は
多

い
。
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
専
任

の
教
員
を
置
く
大
学
は
９
・
６
％
、
職

員
を
置
く
大
学
は
22
・
８
％
に
過
ぎ

な
い【
図
表
５
】。
他
部
署
と
兼
任
だ
っ

た
り
、
人
数
も
１
人
か
２
人
の
大
学
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。
デ
ー
タ
と
縁
の

な
い
部
署
か
ら
異
動
に
よ
っ
て
着
任
す

る
職
員
も
多
く
、
デ
ー
タ
の
扱
い
や
分

析
に
負
担
を
感
じ
る
人
が
多
い
の
も
無

理
は
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
Ｉ
Ｒ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
考
え
れ
ば
、
本
質
的
に
必
要

な
の
は
高
度
な
デ
ー
タ
分
析
能
力
よ
り

も
、
各
部
署
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
あ
れ

ば
、
学
内
の
調
整
能
力
に
長
け
た
職
員

が
活
躍
で
き
る
余
地
は
十
二
分
に
あ

る
。
最
初
は
エ
ク
セ
ル
ベ
ー
ス
の
簡
易

な
デ
ー
タ
分
析
で
十
分
だ
。
P.
26
の

国
際
教
養
大
学
の
Ｉ
Ｒ
は
、
そ
の
好
例

と
言
え
よ
う
。
職
員
中
心
の
Ｉ
Ｒ
組
織

で
、
自
分
た
ち
の
技
量
を
超
え
る
デ
ー

タ
分
析
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
教

員
に
サ
ポ
ー
ト
を
頼
も
う
。
デ
ー
タ
の

話
を
す
る
中
で
、
教
員
の
課
題
を
聞
き

出
し
、
そ
の
役
に
立
つ
Ｉ
Ｒ
活
動
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
、
教
員
が
中
心
の
組
織
の
場
合

は
、
分
析
は
で
き
て
も
、
ど
の
部
署
に

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
る
の
か
が
わ
か
ら

ず
、デ
ー
タ
収
集
に
壁
が
あ
る
と
聞
く
。

職
員
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
。
日
頃
か

ら
Ｓ
Ｄ
に
協
力
す
る
な
ど
、
職
員
と
の

関
係
を
よ
く
し
て
お
き
た
い
。
企
業
出

身
者
を
教
員
と
し
て
Ｉ
Ｒ
担
当
に
据
え

る
場
合
は
、
企
業
と
大
学
の
風
土
・
文

化
の
違
い
を
教
え
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
む
よ
う

感
と
異
な
る
デ
ー
タ
や
、
他
学
部
・
他

学
科
と
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
情
報
ば
か
り
を
提
供
す
る
と
、

「
あ
ら
探
し
を
さ
れ
る
」
と
敬
遠
さ
れ

が
ち
だ
。
常
識
、
思
い
込
み
を
覆
し
た

り
、
弱
点
を
指
摘
し
た
り
す
る
の
は
Ｉ

Ｒ
の
大
切
な
役
割
で
は
あ
る
が
、
ま
ず

は
現
場
の
実
感
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
、

長
所
を
特
徴
付
け
る
デ
ー
タ
を
提
供

し
、
共
感
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
こ
う
。

　
分
析
で
も
、
現
場
の
当
事
者
を
巻
き

込
む
と
信
頼
が
得
ら
れ
や
す
い
。
例
え

ば
教
学
に
関
し
て
は
、
分
析
の
観
点
を

す
で
に
教
員
が
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
。Ｉ
Ｒ
担
当
者
が
全
て
を
分
析
す
る

の
で
は
な
く
、
分
析
過
程
か
ら
関
係
す

る
教
員
を
巻
き
込
む
と
、
協
力
的
に
動

い
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

A 

Ｉ
Ｒ
の
中
間
組
織
が
行
っ
て
い

る
研
修
会
に
足
を
運
ん
で
み
よ
う
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
同
士
が
集
ま
る
研
修

会
、
勉
強
会
に
顔
を
出
す
と
、
悩
み
や

そ
の
解
決
策
を
共
有
で
き
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
に
つ
な
が
る
（
下
図
参

照
）。
小
規
模
大
学
の
場
合
、
人
材
や

分
析
ス
キ
ル
、
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
が

不
足
し
が
ち
だ
。
こ
う
し
た
場
で
広

が
っ
た
人
脈
を
生
か
し
、
状
況
が
似
た

大
学
同
士
で
協
力
し
合
っ
て
Ｉ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
む
方
法
も
あ
る
。

　
Ｉ
Ｒ
担
当
者
が
高
度
専
門
職
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
は
、Ａ

Ｉ
Ｒ（A

ssociation for Institutional 
Research

ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｒ
協
会
）
と

い
う
組
織
が
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
研

修
を
提
供
し
て
い
る
。
年
会
費
を
払
え

ば
、
日
本
か
ら
で
も
Ｉ
Ｒ
関
連
の
豊
富

な
文
献
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。調
査
、

POINT

学
外
に
人
脈
を
広
げ
、情
報
と
ス

キ
ル
を
交
換
し
合
お
う
。

Ｑ
Ｉ
Ｒ
に
ま
つ
わ
る
コ
ス
ト

は
ど
う
考
え
る
べ
き
？

POINT

デ
ー
タ
の
集
約
、
対
応
の
一
元
化

は
、コ
ス
ト
減
に
つ
な
が
る
。

Ｑ
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対

し
て
、Ｉ
Ｒ
は
ど
の
よ
う

に
貢
献
し
た
ら
よ
い
か
？

POINT

現
場
の
教
員
に
当
事
者
意
識
を
根

付
か
せ
る
教
学
デ
ー
タ
の
提
供
を
。

Ｑ
学
修
成
果
の
測
定
に
適

し
た
指
標
は
何
か
？

POINT

学
修
成
果
は
、
誰
に
で
も
わ
か
る

指
標
で
可
視
化
す
る
。

POINT

め
ざ
す
は
学
生
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
も
含
め
た「
み
ん
な
の
Ｉ
Ｒ
」。

Ｑ
継
続
的
な
内
部
質
保
証

に
つ
な
が
る
Ｉ
Ｒ
活
動
の

秘
訣
は
？

撮影／亀井宏昭
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特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

これまでの記事と、P.20-21の４大学の取り組みを
参考にして、自学のIRの現状を整理してみよう。

IRの現状整理シート

IRのねらい

開始のきっかけ

組織タイプと
その理由

組織と構成員

代表的な業務

ビジョン

チェック項目現状

データの収集と
学内への
公開法

執行部への
共有と活用の
され方

各学部や
各部局への
共有と活用の
され方

学生や保護者、
高校への公開

I
R
の
あ
り
方

使
わ
れ
方

□IR部門と各部署とのコミュニケーションの工夫はあるか？　　
□ＩＲデータを活用しやすくする工夫はあるか？　　

□学内のデータに対する期待は高まったか？
□議論はエビデンスに基づいて行われているか？
□ビジョンや中長期計画立案に寄与しているか？

□大学のめざす姿は明確で具体的か？　
□根拠に基づいたビジョン、戦略か？
□５ＷＩＨが明確な中長期計画が立てられているか？
□学内に周知徹底されているか？

□ＩＲのねらいは明確か？
□ビジョンや計画、学内の課題に沿ったものか？

□現状のＩＲ組織形態は適切か？　　
□ＩＲのねらいに沿った活動ができているか？

□現状の所属組織、規模でＩＲ業務はやりやすいか？　
□現状の担当メンバー、人数でＩＲ業務は回せているか？
□ＩＲ担当者の能力開発、育成についての計画、取り組みはあるか？

□ＩＲで担当する業務は明文化されているか？　
□ＩＲ活動の年間計画はあるか？　　
□ＩＲの目的に合った本来の業務が主な仕事になっているか？　
□ＩＲの業務が学内に周知されているか？

□各部署からのデータ提供ルールとルートが定められているか？
□全学共通のデータ格納ＤＢがあるか？
□ＩＲで分析したデータの公開ルールは決まっているか？

□報告ルール、タイミングは決まっているか？　
□ＩＲデータの活用結果についてＩＲ部門にも共有されているか？
□ニーズ、要望についてのコミュニケーションはできているか？

□報告ルール、タイミングは決まっているか？
□ＩＲデータの活用結果についてＩＲ部門にも共有されているか？
□ニーズ、要望をコミュニケーションできているか？

□ＩＲデータのステークホルダー向け活用計画はあるか？

　
今
回
、
I
R
が
機
能
し
て
い
る
４

つ
の
大
学（
清
泉
女
子
大
、
國
學
院
大
、

甲
南
大
、
福
岡
工
業
大
）に
協
力
を
得

て
、
各
大
学
の
I
R
の
組
織
形
態
、

工
夫
点
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た

（
P.
20
、
21
参
照
）。

　
清
泉
女
子
大
学
は
小
規
模
で
教
職

の
風
通
し
も
よ
い
こ
と
か
ら
、
担
当
者

が
執
行
部
や
各
部
署
と
対
面
で
マ
メ
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

ニ
ー
ズ
を
探
り
、
デ
ー
タ
の
収
集
と
集

約
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
全
学

を
見
通
し
な
が
ら
、
問
題
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
各
課
か
ら

の
依
頼
が
増
え
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

い
た
議
論
、
改
善
に
よ
り
、
学
内
が
活

性
化
さ
れ
た
。

　
國
學
院
大
學
の
場
合
、
各
課
の
職
員

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
式
の
協
議
会
を

設
置
、
そ
こ
で
収
集
す
る
デ
ー
タ
を
参

考
に
し
た
施
策
の
実
行
は
教
職
員
合
同

の
施
策
推
進
部
会
が
担
当
す
る
。
そ
の

結
果
、感
覚
的・主
観
的
な
議
論
が
減
っ

て
客
観
的
・
論
理
的
な
議
論
が
増
え
、

何
事
も
具
体
的
な
数
字
を
出
し
て
検
証

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
長
期
計
画
も

I
R
に
よ
る
将
来
予
測
に
基
づ
い
た
数

値
目
標
を
定
め
て
い
る
。

　
甲
南
大
学
は
「
I
R
は
や
り
た
い
施

策
の
た
め
に
使
う
も
の
」と
い
う
方
針
。

デ
ー
タ
の
収
集
は
全
学
集
約
型
の
教
学

支
援
組
織
で
あ
る
教
育
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
が
行
う
の
で
デ
ー
タ
連
携
は
ス

ム
ー
ズ
だ
。
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
施
策

の
実
行
は
学
長
室
が
事
務
局
を
務
め
る

教
育
改
革
会
議
で
行
う
。
今
後
は
卒
業

生
に
よ
る
外
部
評
価
で
の
デ
ー
タ
活
用

も
計
画
し
て
い
る
。

　
福
岡
工
業
大
学
で
は
大
学
全
体
だ

け
で
な
く
、
部
局
ご
と
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
回
す
装
置
と
し
て
も

I
R
が
機
能
し
て
い
る
。
経
営
・
財

務
の
I
R
は
経
営
企
画
室
を
中
心
と

し
た
事
務
局
が
、
各
部
局
の
I
R
は

各
部
局
が
行
う
。
全
学
で
情
報
を
共

有
す
る
し
く
み
も
あ
り
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
円
滑
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
経

営
改
革
が
進
ん
で
い
る
。

　
事
例
を
参
考
に
自
学
の
現
状
を
、
左

ペ
ー
ジ
の
シ
ー
ト
で
自
己
点
検
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

I
R
の
多
様
性
自
学
に
合
っ
た
I
R
の
し
く
み
と
は
？

大
学
の
規
模
、戦
略
に
よ
っ
て

異
な
る
I
R
の
組
織
形
態

 國學院大［現場分散教職協働型］ 清泉女子大［小回りコミュニケーション重視型］

福岡工業大［集中分散併用型］ 甲南大［全学集中活用型］

工夫点

成果

も
し
、自
学
の
I
R
が「
使
え
る
I
R
」に
な
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

今
の
I
R
の
進
め
方
が
自
学
の
状
況
、課
題
に
合
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

他
大
学
の
取
り
組
み
か
ら
、改
善
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
た
い
。

各大学のIRの組織形態

IR

TOP

TOP

TOP

職 

員
教 

員

IR

IR

IR

IRIRIR

TOP

教育改革会議

IR
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４大学のIRの詳細をまとめた。
自学のIRの見直しの参考に。「みんなで使うIR」のあり方、工夫例

▶１学部５学科 ▶１キャンパス
▶学生数約2000人
▶教員数302人（専任51人）
  /職員数121人（専任45人）  

▶５学部13学科 ▶２キャンパス
▶学生数約10000人
▶教員数995人（専任256人）
 /職員数194人（専任約169人）

ビジョン

大学

よい点と課題 

成果 

工夫点 

データの
収集と学内
への公開法

執行部への
共有と活用の
され方
各学部や各部
局への共有と
活用のされ方

学生や
保護者、高校
への公開

I
R
の
あ
り
方

使
わ
れ
方

清泉女子大学 國學院大學　 甲南大学　　 福岡工業大学　　
▶8学部14学科 ▶3キャンパス
▶学生数約9000人
▶教員数917人（専任265人）
  /職員数約200人（専任156人）

＊2：ラーニング・マネジメント・システム ＊1：ビジネスインテリジェンスツール

▶３学部９学科 ▶１キャンパス
▶学生数約４３００人
▶教員数約２９０人（専任約１４０人）
　/職員数約１６０人（専任約８０人）　　

建学の精神であるキリスト教ヒューマニズムを軸とし、
「まことの知・まことの愛」を体現すべく、
学生一人ひとりに寄り添ったきめ細やかな教育をめざす

2013年に教務系データを一元化し、そのデータを活用することを
目的に、2014年にIR推進チームが発足

「小回りコミュニケーション重視型」
小規模大学で教職員数も限られるため運営委員会方式、実務はデータ
の扱いに精通した職員が担当。執行部、各部とのマメなコミュニケーショ
ンを通じてニーズを吸い上げ、小回りよく対応

経営理念は「For all the students」。
「財政基盤の安定」と「学園の質向上」を両立させ、
「全国トップクラスの教育拠点」をめざす

「集中分散併用型組織PDCA推進」
全学そして、各組織のPDCAサイクルを回すため。MPや財務計画策定等は事務局

（経営企画室、総務部、財務部）で集中してデータを準備。各セクションでのAP策定等
のIRは各セクションごと（分散）で取り組んでいる（事務局で半年ごとに進捗管理）　
　　

創立以来135年にわたる実績を礎に、人文・社会科学系の
「標」となる大学をめざす

「現場分散教職協働型」
各現場で学生の成長過程を総合的に見る職員こそ大学運営に関わ
る教学IRの中軸になるべきという考えと、情報共有と効率的な利用
環境構築のため、職員による横断的組織にした。IRをふまえた教学
施策の実行部隊として、各学部等に教員中心の施策推進部会設置

「ミディアムサイズの総合大学」の特長を生かし、
「人物教育のクオリティ・リーダー」をめざす

2009年文科省戦略的大学連携支援プログラム「相互評価に基づく学士課程
教育質保証システムの創出‒国公私立4大学IRネットワーク」参加からスタート

「全学集中活用型」
PDCAサイクルを全学的なまとまりをもって運用していくため、教育学習支援セ
ンターがIR業務を担当し、教育改革会議を中心にIRを活用。IRを大学の戦略・
方針の策定・実践と、内部質保証の両面の基盤としている

▶IR情報の公開によって、事実に基づいた全学的な共通視点が得られ、
　第三期認証評価に対応し得るPDCAサイクルのしくみの構築が進んだ
▶教育の質を重視する本学の方針に対する高校や高校生の理解促進に
　つながり、大学ブランディングにおいても効果を期待
▶「融合力を発揮し、さまざまな環境変化に対応できる力、持続的に発展できる
　力を備えた大学になる」ための基盤が整う

▶全職員アクセス可能なデータウェアハウスを構築し、そこに共有データを収納、公開
▶各部署保有のデータは何を公開するか各部でルールを設定
▶学生情報は統計データに加工して共有
▶教員に対しては施策推進部会に参加している職員が必要に応じてデータ提供

▶学部長会や事務局部課長会議にて報告され、
　必要に応じて各施策部会で活用

▶多くの職員がIRに携われるよう、メンバーは３年の任期制、
　各分科会において、必ず役務を担う
▶若手メンバーが部課長と議論しやすくする工夫
　（プレゼン機会の設定、机の配置等）
▶学生調査は結果と改善策を学生に共有することで回答率を上げる
▶IR業務は職員プロジェクトで行い、各施策については
　各学部等に設置された教員と職員からなる推進委員部会で担い、
　教職協働で中長期計画を推進

▶「学生リアル調査」の結果（回答数は4000件以上）と改善策を
　学生向けにHPや学報にて公開

▶風土・意識改革（感覚的・主観的→客観的・論理的に施策を考え実行）、
   「職員実態調査」結果から、職場環境を把握し、改善に着手
▶「学生リアル調査」結果から、共通科目の拡充、
   学生窓口対応の見直し、キャンパス整備など、学生満足度に
   寄与する施策を立案し、優先順位を付けて随時実施

▶よい点：プロジェクト参加によりIRへの意識、論理的思考が高まり、
　自分の部署での業務の質が上がる
▶課題：データは一元化されたので、次は、IRと施策の実行部隊である
　各推進部会との一元化／人事異動によるIRメンバーの入れ替わり

▶よい点：理事を巻き込み、小規模大学ならではの顔が見える
　コミュニケーションができる環境を生かし、小回りよく動き回って情報
　収集することで学内の問題について全体を俯瞰しながらIRに取り組める
▶課題：組織的継続性と、ステークホルダーへの広報活用

▶教育改革の成果を数的データで検証し、さらなる改革に活用するため
▶自学の姿を明らかにし、課題に対応するため

▶IR業務：教育学習支援センター（IR専任の部署ではない）。職員２人
▶IR活用：教育改革会議（学長・副学長・各学部長、関係部局長）
　＊スタッフ：学長室大学企画担当職員4人

▶「IR Report」と、必要に応じて情報や各種の分析データを提供
▶執行部も構成員となる教育改革会議にてIRデータも参考にして各種
　改革企画を練り、それを学長が会議の議案として提案、審議

▶教育改革会議を通じて各学部に「IR Report」を提供するほか、
　要請に応じて、教授会等で報告・説明
▶入試結果や学生の履修状況、教員の成績評価の分布といった、
　個別の集計・分析データの提供も依頼に応じて実施

▶教育学習支援センター：①教学に関する学内外の情報の収集・分析、
　入試～就職先までのデータを結び付け、FD活動に活用、②学内外へのデータ
　提供、③大学マネジメントに活用する「IR Report」の編纂、④大学IRコンソーシ
　アム運営校業務
▶教育改革会議：教育改革についての方針および戦略の策定と具体策の
　企画立案、それら実践結果の評価・検証

▶高校教員向け広報ツール「DATA BOOK」によってIRで見えた課題や
　改善への取り組み状況等も紹介する
▶学生の学びや活動を記録・可視化する学修ポートフォリオにIRデータを活用

▶中長期計画策定にあたり、大学全体および各部局のKPIを設定、
　「IR Report」に反映予定。状況・課題の把握や、方針・戦略の策定に活用
▶外部評価機関（卒業生による教学アドバイザリー・ボード）にもIRデータを
　提供し、共通のデータに基づく議論により、内部質保証システムの向上へ
▶到達目標を明確にしたカリキュラムマップを整備し、学生には学修ポートフォリオ
　によって到達目標の達成状況をフィードバック、学修計画に活用
▶各学部等にはデータを示してカリキュラムの検証、改革・改善につなげる
▶過去5年の変化を可視化、単なる”Fact“ではなく変化をモニタリングし、
　進捗状況を評価する

▶よい点：活用を重視することで、現実的な施策に結びつきやすい
▶課題：教職員のIRに対する理解促進、IR専門スタッフの確保と体制強化、
　大学間相互評価、BIツール＊1の活用、データ提供の迅速性、
　IRを使った外部評価の体制作り等

▶マスタープラン（中期経営計画、以下MP）の策定等　　　
▶アクションプログラム（単年度行動計画、以下AP）の策定等の手段　
▶諸活動情報の学内共有・外部公表・PRの手段

１９９８年度（MP等の作成がスタートした年度）

▶ＭＰ等の策定：事務局の経営企画室とそれを支援する総務部・財務部で担当　
▶AP等の策定：各セクションで担当
▶IRの広報への活用は経営企画室・総務部・財務部・入試広報部・情報基盤
　センターのプロジェクトで担当

▶経営計画や財務計画策定の事前準備・進捗管理・事後評価（集中IR）　
▶単年度行動計画等の計画策定の事前準備・進捗管理・事後評価（分散IR）　
▶事業報告書、教育・研究活動報告書の作成・公表（PR）

▶MP等策定時（５年計画、３年経過後に見直し）に数値的現状確認、課題共有　
▶APについては半年ごとにデータに基づいたレビューを行う　

▶MPを通して、志願者数・入学者数・学業成績・就職状況等の
　経年・相対分析を共有
▶財務計画を通して、教職員陣容・財務データ等の経年・相対分析を共有
▶各セクションのAPの進捗は半年ごとのレビューで共有

▶事業報告書（情報公開）　　
▶教育・研究活動報告書（PR）

▶PDCAによる経営管理システムが機能するベースとして、
　執行部からの情報発信や教職員間でのコミュニケーション機会を多くつくっていること
　（毎週配信される理事長からのメッセージ、理事長との面談、顔を合わせる会議
　が多いなど）

経営のガバナンスが円滑に機能することで改革が進み、
▶１１年連続で志願者数増加。入学志願倍率は１０倍に到達
▶文部科学省大学支援事業採択数ランキングで全国私大３位（採択件数７件）　　
▶就職率、実就職率などの就職関連指標は７年連続で向上
　（就職率９９．８％、実就職率９６．４％）など

▶集中型IR：各セクションから収集した情報を経営企画室・総務部・財務部にて
　経年・相対分析し、MP策定委員会において共有
▶分散型IR：各セクションで情報を整理・加工・分析し、AP報告会・特別予算審査会・
　実績報告会等の学内の会議体や外部へ向けた各種報告書で共有
　

▶よい点：全学で情報共有できるしくみとなっており、ガバナンスを円滑に
　機能させることにつながっている
▶課題：情報が分散していることで、管理が各セクションに委ねられていることから、
　データの形式や深浅度合いにバラツキがある

▶IRの学内周知の結果、各教職員からの依頼が増え、
　エビデンスに基づいた議論が活性化した
▶学修アセスメントが整備された結果、これまで見えていなかった学生の
　状況が可視化され、現在の学生を客観的に意識した議論が可能になった
▶分野別質保証に対応するための調査・分析を通じて、現在の3ポリシーの
　課題や問題のあぶり出しに成功した

▶発足当初は各部局の困りごとをヒアリングし、
　それに応えることで、IRの周知・活用に努めた
▶既存の紙媒体データをテキストデータ化し、多角的な分析を行う
▶学外データを積極的に活用するほか、規模、特性が類似した
　女子大数校同士でベンチマーキングし自学の状況を客観的に分析
▶学生の個人識別可能なデータはLMS＊2上で取得
▶理事との定期的な打ち合わせにより、執行部の課題を
　いち早くキャッチし、それに対応したデータの提供に努めている
▶データはできるだけ早く出す
　など

IRのねらい

▶課題である。着手し始めた段階

▶定期的に教授会やFD委員会など各種委員会に
　分析結果を報告。教育改善の検討材料や研修会で活用

▶教務系DBに格納されたデータや各種調査結果をIRで集約し、IR用の
　DBで一元管理。IRで分析・加工した結果は、原則全教職員に共有
▶必要に応じて各委員会や教授会、FD等でも報告

▶隔週開催の教学IRチームの打ち合わせでIRを進めている
▶隔週行われる学長・副学長会議において適宜報告を行っている

組織タイプと
その理由

組織と
構成員

代表的な
業務

教育の質保証と、エンロールメント・マネジメントのサポート

▶委員会方式：事務局長をリーダーとして、
　教員や若手職員数名が所属する
▶教学IR担当者1人（兼務）、ICTスタッフ（嘱託職員：兼務）

▶質保証のためのエビデンスの集約
▶学内外のデータを収集・分析・報告

将来像を明らかにして、中長期計画を実行するため、
データに裏付けられた現在の自学の事実について共通認識を図る

2012年「データサイエンス業務構築検討プロジェクト」からスタート

▶プロジェクト式の大学IR推進連絡協議会
▶リーダー：事務局長の直下で部長・次長から任命
　メンバー：各課より若手職員1人ずつ計20人

▶ハブ的な役割を果たす大学IR推進連絡協議会（月１開催）の下に、
　３つの分科会（月１～2回）設置
▶分科会は、データの一元化：共有データベース構築分科会、
　データ分析：データ分析・施策提案分科会、
　人材育成プログラムの計画：IR人材養成分科会
▶学生部や各施策推進部会と連携し学生調査の実施など

▶協議会で作成したデータは、必要に応じて各施策部会を通じて
　執行部に報告し、施策の審議に活用

▶学生調査（大学IRコンソーシアム共通調査）や履修・成績データ、
　授業改善アンケート、財務情報、そのほか各部署で取りまとめている
　情報などを基にIRデータ作成
▶全学へは、教育改革会議および、「IR Report」等を通じて提供

開始の
きっかけ
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学
修
成
果
の
可
視
化
と
I
R

今
、大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
内
部
質
保
証
。そ
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回
す
た
め
に

適
切
な
学
修
成
果
の
指
標
は
何
か
、そ
の
結
果
を
外
部
に
向
け
て
ど
う
示
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
る
。

(株)ベネッセi-キャリア 
教育事業本部本部長

松本 隆 
まつもとたかし●1993年、（株）ベネッセ
コーポレーション（旧福武書店）入社。以来、
高校向け、大学向けの教育事業に携わる。大
学向けアセスメントの開発などの担当を経て、
201７年10月より現職。

外
部
が
評
価
判
断
し
や
す
い

標
準
化
さ
れ
た
指
標
が
必
要

２
つ
の
指
標
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
回
る

学
部
間
、大
学
間
の
比
較
と

企
業
と
の「
共
通
言
語
化
」

O
P
IN
IO
N

【図表1】 直接指標と間接指標

【図表2】 「学位プログラム単位で保証すべき力」と「大学全体で保証すべき力」の関係

直接指標 間接指標

教育効果を直接的に示す客観的な指標
 （外部の評価者、専門家などによる評価）

◎卒業論文・卒業研究
◎外部試験
  （英語外部資格・検定試験 等）

◎資格試験
◎ポートフォリオ分析
◎ルーブリック分析 など

外部に向けた学修成果の可視化につながる

教育効果を間接的に示す主観的な指標
（個人の主観や個々の教員の基準などに依存する評価）

◎学生調査
  （実態調査、満足度調査 など）
◎卒業生調査

◎卒業率
◎就職率
◎成績、GPA など

結果を分析することで、改善の議論に結びつけやすい

〜
質
保
証
の
強
化
に
つ
な
が
る
適
切
な
指
標
と
は
？

　
今
、
内
部
質
保
証
に
お
け
る
「
学
修

成
果
の
可
視
化
」と
い
う
議
論
の
中
で
、

I
R
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
中
央

教
育
審
議
会
の
将
来
構
想
部
会
で
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
可
視
化
の
指
標
と

し
て
活
用
で
き
る
の
か
と
い
う
議
論
も

進
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
指
標
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
と
し
て
I
R
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
大
学
関
係
者
に
学
修
成
果
の
可
視
化

に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
と
、「
本
学
で
は

す
で
に
可
視
化
で
き
て
い
る
」
と
い
う

方
が
多
い
で
す
。
成
績
評
価
（
G
P
A

な
ど
）
や
卒
業
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

分
析
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
て
い
る
と

い
う
意
見
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
本
当

に
社
会
に
対
し
て
教
育
の
質
を
保
証
で

き
て
い
る
の
か
、
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　
大
学
内
部
の
話
に
限
れ
ば
、
各
大
学

が
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
て

目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
度
を
測
定

す
る
指
標
を
決
め
て
、
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
を
回
せ
ば
よ
い
と
言
え
ま
す
。
し

か
し
、
外
部
の
評
価
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
す
る
と
、
あ
る
程
度
標
準

化
さ
れ
た
指
標
で
示
さ
な
け
れ
ば
、
よ

い
教
育
を
提
供
し
て
い
る
か
ど
う
か
の

判
断
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
社
会
に

対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
う
え
で

も
、
学
生
調
査
な
ど
の
間
接
指
標
と
、

外
部
標
準
テ
ス
ト
な
ど
の
直
接
指
標
の

両
方
を
取
り
入
れ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

設
計
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
直
接
指
標
と
は
外
部
標
準
テ
ス
ト
や

卒
業
論
文
の
評
価
な
ど
、
外
部
の
評
価

者
や
専
門
家
が
教
育
の
効
果
を
直
接
的

に
評
価
す
る
も
の
で
す
。
他
方
、
間
接

指
標
は
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
教
育

の
効
果
を
間
接
的
に
表
し
た
も
の
で

す
。
社
会
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る
就
職

率
や
個
々
の
教
員
の
（
標
準
化
さ
れ
て

い
な
い
）
基
準
に
依
存
す
る
G
P
A
な

ど
は
、
間
接
指
標
に
含
ま
れ
ま
す
。
こ

の
２
つ
の
区
分
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、一
般
的
に【
図

表
１
】の
よ
う
な
形
で
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
間
接
指
標

は
「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う

主
観
的
な
意
見
の
た
め
、具
体
的
に「
何

が
、
ど
の
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
」
は
直
接
指
標
を
用
い
な
け
れ
ば
把

握
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
学
修
成
果
は
、
直
接
指
標
の

み
で
評
価
す
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
ス
コ

ア
が
低
い
学
生
の
場
合
、
直
接
指
標
で

「
ス
コ
ア
が
高
い
／
低
い
」
は
把
握
で

き
て
も
、「
そ
の
原
因
は
何
か
」「
彼
ら

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
授
業
改
善
が
必

要
な
の
か
」
ま
で
は
探
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
で
す
。
学
生
調
査
な
ど
で
収

集
で
き
る
「
学
修
に
対
す
る
意
識
」「
意

欲
の
高
さ
」「
学
修
時
間
」
な
ど
の
デ
ー

タ
と
ひ
も
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス

コ
ア
の
低
い
学
生
の
学
修
行
動
が
明
ら

か
に
な
り
、
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
直

接
指
標
と
間
接
指
標
の
両
方
を
用
い
る

こ
と
で
、
初
め
て
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
指
標
を
設
定
す
る
際
、「
異
な
る
学

部
間
で
同
一
の
指
標
を
用
い
て
、
学
修

成
果
を
測
る
の
は
妥
当
か
？
」
と
い
う

議
論
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

ど
の
学
問
系
統
で
あ
っ
た
と
し
て
も

「
そ
の
領
域
独
自
で
保
証
す
べ
き
力
」

と
「
大
学
全
体
で
保
証
す
べ
き
力
」
が

あ
る
は
ず
で
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

卒
論
や
専
門
知
識
が
前
者
で
あ
り
、
汎

用
的
ス
キ
ル
や
基
礎
学
力
が
後
者
に
あ

た
り
ま
す
【
図
表
２
】。
不
確
実
性
が

高
く
、
柔
軟
な
適
応
が
求
め
ら
れ
る
社

会
に
お
い
て
は
汎
用
的
ス
キ
ル
の
育
成

の
重
要
度
が
高
ま
り
ま
す
。
特
に
そ
の

コ
ア
で
あ
り
、
可
視
化
も
し
や
す
い
思

考
力
は
、
き
ち
ん
と
測
定
し
て
お
く
だ

け
で
な
く
、
学
部
間
で
も
比
較
し
、
大

学
全
体
で
養
成
す
る
基
礎
能
力
と
し
て

保
証
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
設
け
、
他
大
学
と

比
較
し
て
検
証
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
間
接
指
標
に
関
し
て
は
、
大
学
間

で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
み
、
学
生
調

査
の
結
果
な
ど
を
共
有
し
て
分
析
す
る

流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
直
接

指
標
に
関
し
て
は
、
特
定
の
外
国
語
能

力
試
験
や
国
家
資
格
試
験
な
ど
を
除
い

て
、
ま
だ
そ
の
流
れ
が
で
き
て
い
な
い

た
め
、
同
様
の
動
き
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
学
生
の
能
力
が
、
企
業
が
求
め
る
水

準
に
到
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
単
に
企
業
が

求
め
る
内
容
に
合
わ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
自
学
の
学
び
の
特
長
を
わ
か
り
や

す
く
提
示
し
、
企
業
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
意
味
で

「
デ
ィ
プ
ロ
マ
･
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
は
学

位
の
内
容
説
明
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な

く
、
大
学
と
企
業
が
と
も
に
育
み
、
伸

ば
し
て
い
く
べ
き
力
の
「
共
通
言
語
化
」

に
活
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
世
界
の
大
学
と
自
学
の
学
修
成
果
を

共
通
言
語
化
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
日
本
で
は
学
位
に
付
記
す
る

専
攻
分
野
が
7
0
0
を
越
え
て
い
る
現

在
、
学
位
を
示
す
だ
け
で
は
海
外
大
学

と
の
連
携
は
困
難
で
す
。
自
学
の
学
生

の
能
力
を
世
界
基
準
で
ベ
ン
チ
マ
ー
キ

ン
グ
す
る
こ
と
で
、
自
学
の
学
生
が
留

学
す
る
際
に
有
利
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
際
し
て
も

有
効
な
ア
ピ
ー
ル
材
料
に
な
り
ま
す
。

　
適
切
な
指
標
を
用
い
て
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
設
計
す
る
こ
と
は
、
学
生
の
た
め

に
も
な
り
ま
す
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
役

割
の
一
つ
は
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
を
示
す

こ
と
に
あ
り
、
正
し
い
目
標
を
明
示
す

る
こ
と
は
、
学
生
の
正
し
い
学
修
行
動

に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　
教
学
改
革
は
「
教
育
内
容
・
シ
ス
テ

ム
の
改
善
」
と
「
学
生
の
学
修
行
動
の

改
善
」
か
ら
成
り
立
つ
と
考
え
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
実
現
に
、
I
R
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

学位プログラム

...etc.工学部

知識・技能
（基礎学力）

汎用的スキル
（・＝・思考力）

専門知識

卒論

理学部

知識・技能
（基礎学力）

汎用的スキル
（・＝・思考力）

専門知識

卒論

経済学部

知識・技能
（基礎学力）

汎用的スキル
（・＝・思考力）

専門知識

卒論

文学部

知識・技能
（基礎学力）

汎用的スキル
（・＝・思考力）

専門知識

卒論

AP

DP

大
学
の
学
修
成
果

学位プログラム
単位で
保証すべき力

大学全体で
保証すべき力

適
切
な
指
標
の
設
定
は

正
し
い
学
修
行
動
に
つ
な
が
る

定義

具体例

活用法
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学修成果の可視化に
向けたPDCAサイクル

CHECK

・教育活動・ アセスメントの
  結果を教育改善
  に生かす

・アセスメントの実施
・データの分析
・各部局への情報提供

■山形大学が設定する３つの基盤力とその測定手法 【図表】

キーコンピテンシー調査のスマートフォン画面

学
修
成
果
の
可
視
化
に
向
け
た

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
確
立

学
修
成
果
の
可
視
化
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
？

　大
学
評
価
の
研
究
者
に
聞
い
た
。

山形大学 学術研究院 教授
企画評価・IR担当

浅野 茂
あさのしげる●2006年神戸大学大学院経
営学研究科博士後期課程修了。201５年よ
り現職。2009年より大学評価コンソーシアム
副代表幹事。現在の研究テーマは、IR、大学
経営と意思決定、大学評価に関する研究。

と
、
客
観
的
な
直
接
評
価
の
両
方
を
取

り
入
れ
て
成
果
を
示
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
本
学
で
は
独

自
の
直
接
評
価（
基
盤
力
テ
ス
ト
、キ
ー

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
調
査
）
を
導
入
し
、

全
学
部
共
通
で
学
士
課
程
の
学
修
成
果

を
測
定
し
て
い
ま
す
（
上
の
コ
ラ
ム
参

照
）。

　
現
在
、
学
修
成
果
の
可
視
化
は
自
学

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
点
検
・
改
善
に

取
り
組
み
、「
学
生
の
卒
業
時
の
能
力

を
保
証
す
る
」
と
い
う
点
で
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
学
外
へ
の
説
明
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
　

　
D
P
、
C
P
や
各
授
業
の
見
直
し
の

適
切
な
測
定
手
法
の
設
定
な
ど
、
手
間

と
時
間
が
か
か
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
学
が
提
供
す
る

教
育
が
、
自
ら
定
め
た
方
針
に
沿
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
か
を
常
に
点
検

し
、
外
部
に
対
し
て
「
問
題
な
い
」
と

示
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は

「
問
題
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
改

善
し
た
」
と
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
こ
そ
が
質
保
証
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
永
続
的
に
回
そ
う
と
す
る
努

力
が
、
今
、
社
会
か
ら
大
学
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
の
議
論
で
は
、

「
ど
う
測
定
し
、評
価
す
る
か
」と
い
う
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
機
能
が
注
目
を
集
め

ま
す
。
こ
れ
は
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に

当
て
は
め
る
と
C
h
e
c
k
の
部
分
で

す
が
（
下
の
【
図
表
】
参
照
）、
よ
り

重
要
な
の
は
P
l
a
n
＝「
教
育
目
標

の
明
確
化
」
で
す
。
具
体
的
な
教
育
目

標
が
し
っ
か
り
定
ま
っ
て
い
な
い
と
測

定
・
評
価
を
し
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
学
修
成
果
の

可
視
化
に
取
り
組
む
大
学
は
、
ま
ず
は

こ
こ
か
ら
着
手
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
教
育
目
標
は
、
各
大
学
の
「
使
命
」

や
「
３
つ
の
方
針
」
と
い
っ
た
形
で
、

学
位
（
学
部
）
単
位
で
定
め
ら
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
理

想
的
に
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
科
・

コ
ー
ス
）
単
位
で
決
め
た
ほ
う
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
同
じ
工
学
部

の
学
科
で
あ
っ
て
も
、
電
気
・
電
子
工

学
、
機
械
工
学
、
情
報
工
学
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
教
育
目
標
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

異
な
る
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
か
ら
山
形
大
学
で

は
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
単
位
で
教
育
目

標
と
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
、
授
業

の
到
達
目
標
が
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

（
D
P
）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

（
C
P
）
と
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
各
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
者
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
到
達
目
標
と

D
P
、
C
P
が
完
全
に
合
致
し
て
い
な

い
授
業
も
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の
原
因

を
探
り
、「
授
業
の
到
達
目
標
を
変
え

た
ほ
う
が
よ
い
の
か
、
そ
も
そ
も
D
P

自
体
を
修
正
す
べ
き
な
の
か
」
を
議
論

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
成
果
測
定
に
関
し
て
言
え
ば
、
直
接

評
価
と
間
接
評
価
の
２
つ
を
用
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
直
接
評
価
は
、
卒
業

論
文
の
評
価
や
外
部
試
験
、
資
格
試
験

な
ど
、
教
員
や
専
門
家
が
客
観
的
に
評

価
す
る
も
の
。
間
接
評
価
は
、
学
生
調

査
（
実
態
調
査
、
満
足
度
調
査
な
ど
）

や
卒
業
生
調
査
な
ど
、
本
人
が
主
観
的

に
答
え
る
も
の
で
す
。
　

　
例
え
ば
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
こ

の
能
力
が
身
に
付
い
た
か
ど
う
か
」
と

い
う
質
問
項
目
に
対
し
て
、本
人
が「
そ

う
思
う
」
と
答
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
客
観
的
な
保
証
に
な
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
や
は
り
、
主
観
的
な
間
接
評
価

「
ど
う
測
定
す
る
か
」の
前
に

考
え
る
べ
き
こ
と

２
つ
の
評
価
指
標
を

組
み
合
わ
せ
て
測
定
す
る

質
保
証
に
向
け
て
P
D
C
A
を

永
続
的
に
回
す
こ
と

直接評価指標として独自に
基盤力テストを開発

３つの分野における
学生の能力、成長を測定

　山形大学は、直接評価の指標の一つとし
て、基盤力テストを開発。卒業までに３回（１
年次入学当初、１年次終了後、３年次）実
施することにより、大学全体のディプロマポ
リシーに示した「卒業時に全学生が身に付
けてほしい能力」と、各学位プログラムDPの
到達度測定に活用している。
　この基盤力テストは、「学問基盤力テスト」

「実践地域基盤力テスト」「国際基盤力テス
ト」の３つから構成される。「学問基盤力テス
ト」「実践地域基盤力テスト」は、同大学が提
供するスマートフォンアプリ「YU Portal」上
で、大学独自の問題を使って実施し、「国際
基盤力テスト」の直接評価としては、外部英
語検定試験のスコア等を活用するという。

　学問基盤力テストは、入学者の学士課程

での学ぶための力の確認と、入学後の伸び
を計測するものだ。テストで測るのは知識で
はなく、学問としての概念の理解になる。
　試験科目は「数的文章理解」「数学」「物
理学」「化学」「生物学」。問題は教員が作
成し、大学院入学試験の過去問も活用して
いる。授業時間を圧迫してはいけないという
考えから、試験時間は30分に設定。少ない
問題数で学生の能力を測るために、項目反
応理論を使って受検者ごとに難易度を調整
している。今回、「数的文章理解」を全学
部、その他の試験科目を理系学部対象に実
施した。「数的文章理解」は、どの学部の学
生にも必要とされる論理的思考力を測るこ
とを目的としていることから、より実態に即し
た名称への変更を検討している。
　このテストの計測結果を分析し、授業の
進度の調整や、カリキュラムの科目配置の
見直しも行っているという。
　実践地域基盤力テストは、個人の性格を

「外向性」「協調性」などの５因子で指標化
し、調査するもの。70問の設問に対して「は

い」「いいえ」で回答する。所要時間は5分
程度。結果はレーダーチャートで表示され、
受検者は自分の強みが確認できる。
　このテストは入学時のみ実施しているが、
大学生活の中で、さまざまな経験（フィールド
ワークや留学など）を重ねることにより、学生
が成長することも考えられるため、３年次にも
測定することを検討しているという。

　基盤力テストの結果は、2016年度に設置
した次世代形成・評価開発機構のIR部門
で、出欠状況やこれまでの入試情報、GPA、
卒業生調査と併せて分析を行う。結果は、カ
リキュラムの点検・評価に活用されるほか、学
生へのフィードバックとしてディプロマ・サプリ
メントの発行も考えている。これをどのような
形にするかは検討中だが、「就職活動に活用
できるなど、学生にとって有益な形にするこ
と」を念頭に置き、学外の関係者も交えなが
ら議論していくという。

知識の多寡ではなく
学生の能力を測るテスト

分析結果は教学改革に活用
学生へのフィードバックも

̶山形大学̶

O
P
IN
IO
N

PLAN
・教育目標の明確化
（教育プログラム単位で
設定することが望ましい）

・アセスメント計画の構築
（直接評価、間接評価を用いる）

プロセスの目的

DOACT

学修成果の可視化
学外への説明責任

学問基盤力

実践地域基盤力

国際基盤力

内容 測定手法

自律的に課題に
取り組む専門力

・学問基盤力テストの実施
（「数的文章理解」「数学」
「物理学」「化学」「生物学」）

・外部英語検定試験の受検
・eラーニング、留学などの実績を評価

・キーコンピテンシー調査（５因子調査）
・出席状況、ポートフォリオの評価
・フィールドワーク、インターンシップ、
課外活動の実績を評価

実践的な英語で多様性に
挑戦する国際力

社会でリーダーシップを
発揮する人間力

取材・文／本間学



計
手
法
で
す
が
、
指
標
の
組
み
合
わ
せ

方
が
う
ま
く
、
深
い
分
析
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
教
務
や
国
際
セ
ン
タ
ー
な

ど
複
数
の
部
署
を
経
験
し
て
、
学
内
事

情
に
通
じ
て
い
る
職
員
だ
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
。
教
職
員
が
日
頃
思
っ
て
い
る

問
題
意
識
を
デ
ー
タ
で
明
示
す
る
の

で
、
教
育
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
、
デ
ー

タ
提
供
等
に
教
職
員
は
進
ん
で
協
力
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、Ｃ
Ｌ
Ａ
＋
の
ス
コ
ア
に
つ

い
て
も
当
然
Ｉ
Ｒ
の
分
析
対
象
に
入
れ

て
い
き
ま
す
。
文
部
科
学
省
が
提
唱
し

た
学
士
力
に
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
思
考
力
や
主
体
性
な
ど
は
、
今
や

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
全
て
の

学
士
課
程
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
部
教
育
の
質
を

保
証
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
う
し
た

汎
用
的
能
力
を
測
定
で
き
る
客
観
的
な

指
標
を
、
ど
の
大
学
も
進
ん
で
持
つ
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
学
は
２
０
１
４
年
度
に
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
の
採

択
を
受
け
、
世
界
レ
ベ
ル
の
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
を
め
ざ
す
「
日
本
発
ワ
ー

ル
ド
ク
ラ
ス
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ

ジ
構
想
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
事
業
の
４
本
柱
の
１
つ

が
、
国
際
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　
海
外
の
大
学
と
比
較
す
る
理
由
は
大

き
く
２
つ
。
１
つ
は
、
学
部
教
育
が
非

常
に
濃
密
で
レ
ベ
ル
が
高
い
ア
メ
リ
カ

の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
と
の
比

較
が
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
に
近
づ
く
た

め
に
は
必
要
だ
か
ら
で
す
。
も
う
１
つ

は
、
教
育
の
質
保
証
で
す
。
本
学
は
47

か
国
・
地
域
１
８
７
大
学
と
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
４
年
間
の
う
ち
主
に
３
年

次
は
、
そ
れ
ら
の
大
学
と
の
交
換
留
学

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
本
学
の
学
生
の
成

績
は
２
大
学
分
の
成
績
が
入
り
交
じ
る

わ
け
で
、
本
学
の
教
育
を
世
界
標
準
に

し
な
け
れ
ば
質
保
証
が
で
き
な
い
と
考

え
ま
し
た
。

　
提
携
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
＊
３
大
学
を
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
対
象
と
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
の
方
向
性
、
教
育
方
法
、
学
生

支
援
、
教
員
人
事
な
ど
の
情
報
交
換
を

始
め
て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

の
主
要
な
指
標
と
し
て
、「
Ｃ
Ｌ
Ａ
＋
」

（
P.
27
下
コ
ラ
ム
参
照
）
の
ス
コ
ア
を

活
用
し
ま
す
。

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
特
徴
の
一
つ

は
、
教
員
と
学
生
が
共
に
授
業
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
「
双
方
向
の
学
び
」。

こ
う
し
た
学
び
で
育
成
す
る
批
判
的
思

考
力
や
主
体
性
な
ど
の
汎
用
的
能
力
を

客
観
的
に
測
れ
、
世
界
標
準
と
し
て
通

用
す
る
指
標
を
探
し
て
い
る
と
き
に
、

Ｃ
Ｌ
Ａ
＋
に
出
合
い
ま
し
た
。

　
１
、
２
、
４
年
次
の
成
績
を
比
較
し

て
４
年
間
の
学
修
成
果
を
数
値
化
し
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
比
較
し
な
が
ら
絶

え
ず
教
学
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、
教

育
の
質
を
引
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
本
学
で
は
、Ｉ
Ｒ
は
特
別
な
も
の
で

は
な
く
、
大
学
の
各
部
署
に
自
然
と
溶

け
込
ん
で
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
小
規
模
大
学

で
、
全
教
職
員
が
Ｉ
Ｒ
に
携
わ
る
た
め

に
も
、
独
立
し
た
組
織
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
立
場
の
担

当
官
が
各
部
署
を
回
り
、
全
員
で
協
力

し
合
っ
て
活
動
し
て
い
く
形
が
、
本
学

に
は
合
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
Ｉ
Ｒ
組
織
は
つ
く
ら
ず
、

Ｉ
Ｒ
担
当
官
１
人
の
み
を
置
い
て
い
ま

す
。
生
え
抜
き
の
職
員
で
、
統
計
の
専

門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
礎
的
な
統

国
際
教
養
大
学
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取材・文／児山雄介　撮影／伊藤靖史

すずきのりひこ●1978年インディアナ大学経営大学院博士
課程修了。国際基督教大学学長、大学基準協会専務理事を
経て、2013年から現職。中央教育審議会大学分科会大学教
育部会委員、大学設置・学校法人審議会大学設置分科会委
員等を歴任。

　「ＣＬＡ＋」（Collegiate Learning Assessment）は、
批判的思考力、分析思考力、文章表現力、問題解決力
など、大学で学んだ成果全般を測定するアセスメントだ。
開発・実施団体はアメリカのＣＡＥ（Council for Aid to 
Education）。１年次と４年次に受検させ、大学の教育
効果を測定し、大学間で比較を行う使い方が想定されて
いる。大学には個々の学生のスコアが提供されるため、
詳細な分析が可能だ。

　４年間の学修成果の可視化のために、入学時から継
続して受検してくれる学生を募集。２年次にも受検機会
を設け、成長の要因をよりわかりやすくする。学生にとっ
ては自身の長所、短所を把握することにより、その後何に
取り組むべきかのヒントを得られるほか、海外の大学院に
進学したり、企業に就職したりするときに、自身の成長を
保証するものとして示せる。

学長 鈴木典比古

汎
用
的
能
力
の
測
定

外部アセスメント「ＣＬＡ＋」で教育効果を測定
学生、大学それぞれが結果を基にアクション

〜
学
修
成
果
を
国
際
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
成
果
を

測
れ
る
指
標
を
求
め
て

組
織
や
専
門
職
で
な
く
て
も

機
能
す
る
Ｉ
Ｒ
の
あ
り
方

国
際
教
養
大
学
は
、

特
長
で
あ
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を

世
界
レ
ベ
ル
に
し
よ
う
と
、

国
際
的
な
指
標
を
導
入
し
た
。

成果例

IRの目的

データの収集・共有

執行部や学部への
報告と活用のされ方

IRカルテ
学修成果の可視化

注目！

【IR組織と所属】組織は設置せず
【担当】ＩＲ担当官（職員１人。事務局長室に所属）
【主な業務】各部署が管轄しているデータの整理、統合、分析

▶事務局長の管轄の下、必要に応じて各部署で保有しているデータを収集

▶大学が進めている戦略について、データを活用して示唆を与える

批判的思考力などを客観的に測定

自学と留学先、それぞれでの成長を知る

学生数／869人　教員数／64人（専任）　職員数／84人
学部／国際教養
大学院／グローバル・コミュニケーション実践研究科
THE世界大学ランキング日本版2017／総合20位、教員満足度1位

▶学長や事務局長が、その時々の戦略に応じて、何について分析してほしいのか大まかな指
示を出す。ＩＲ担当官は自由に分析を行い、大学経営会議をはじめ、入試委員会、教育研究
会議など各種会議体で報告

▶入試タイプと入学後のパフォーマンスの関係、タイプ別に適した授業履修モデルなどを分
析し、カリキュラム改革に貢献

留学

４年間で３回の受検機会

募集
「自身の成長を国際基準で確認できる」「大学の教育改善に資
する」という受検の意義を新入生に説明。全力で受検する意志が
あることに署名で同意してもらうなどして、意欲のある学生を募る。

＊ウィリアム・アンド・メアリー大学、ジョージタウン大学、ディキンソン大学

学内での
教育成果を測定

２年次 秋

スコアシートの見方について、
日本語で補足を加えた解説を配布

CAEから大学、学生それぞれに
メールで送られてくるスコアシート

１年次 春
入学時点の
能力を測定

留学先を含む４年間の
教育成果を測定

４年次 秋

特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて



生
本
人
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
に
よ

り
、
自
ら
の
成
長
を
実
感
で
き
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
自
分
の
強
み
、
課
題
が

可
視
化
さ
れ
て
い
れ
ば
、進
級
時
に「
次

は
何
を
学
修
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　
教
員
側
か
ら
見
て
も
、
自
ら
が
提
供

し
て
い
る
教
育
が
学
生
に
ど
う
影
響
し

て
い
る
か
を
把
握
で
き
る
点
に
意
義
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
自
分
の
担
当

す
る
授
業
が
学
生
の
中
で
ど
う
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
想
像
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
e
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
履
修
状
況
を
分
析
す
れ

ば
、
担
当
科
目
が
ど
の
よ
う
な
つ
な
が

り
の
中
で
履
修
さ
れ
て
い
る
の
か
が
把

握
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
員
が

授
業
の
中
で
意
識
す
る
こ
と
も
変
わ
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。授
業
改
善
に
加
え
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
に
も
活
用
で
き
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
学
生
の
学
修
活
動
を
、

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
録
し
、
卒
業

時
に
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と

し
て
発
行
す
る
取
り
組
み
を
2
0
1
6

年
度
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
「
言
語
の
専
門
家
を
育
て
る

大
学
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ

が
ち
で
す
が
、
実
際
は
言
語
だ
け
で
な

く
、
国
際
関
係
や
社
会
学
、
歴
史
学
、

文
学
、
思
想
な
ど
も
学
び
、
特
定
地
域

の
専
門
知
識
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育

成
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
学
位
・
成
績
証
明
書
で
は
、「
学

ん
だ
言
語
を
使
っ
て
何
が
で
き
る
の

か
」「
ど
の
よ
う
な
専
門
知
識
を
持
っ

て
い
る
の
か
」
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学

生
が
身
に
付
け
た
能
力
を
具
体
的
に
示

せ
る
よ
う
、
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。

　e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
か
ら
導
き

出
し
た
「
言
語
運
用
能
力
」「
専
門
力
」

「
行
動
・
発
信
力
」
の
３
つ
に
分
け
て

い
ま
す
。

　「
言
語
運
用
能
力
」
は
英
語
や
専
攻

言
語
の
達
成
度
を
外
部
検
定
試
験
の
ス

コ
ア
も
表
示
し
つ
つ
、
C
E
F
R

－

J

の
レ
ベ
ル
を
示
す
こ
と
で
、
４
技
能
に

「
話
す
こ
と
（
や
り
と
り
）」
を
含
め
た

５
技
能
が
具
体
的
に
ど
の
程
度
あ
る
の

か
、把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　「
専
門
力
」
で
は
、
専
門
科
目
の
履

修
状
況
、
取
得
単
位
数
、
G
P
A
な
ど

が
示
さ
れ
ま
す
。「
系
統
立
て
て
科
目

を
履
修
し
て
い
る
か
」「
重
点
的
に
学

ん
だ
分
野
は
何
か
」
な
ど
が
把
握
で
き

ま
す
。

　「
行
動
・
発
信
力
」
に
は
、
海
外
留

学
の
履
歴
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
録
の
ほ
か
、
思

考
力
の
評
価
と
し
てGPS-A

cadem
ic

の
成
績
も
記
載
し
て
い
ま
す
。
と
い
う

の
も
、
大
学
で
の
学
修
成
果
で
あ
る
思

考
力
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す

る
た
め
に
必
要
な
力
で
あ
り
、
企
業
が

求
め
る
力
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
卒
業
時
に
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
集
約

し
て
デ
ィ
プ
ロ
マ・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
発

行
し
ま
す
が
、
３
年
終
了
時
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
経
過
を
記
載
し
た「
学
修
活

動
履
歴
書
」を
取
得
で
き
ま
す
。こ
れ
は
、

就
職
活
動
時
の
活
用
を
想
定
し
た
も
の

で
、
前
述
の
デ
ー
タ
に
加
え
、
受
賞
歴

や
課
外
活
動
（
サ
ー
ク
ル
や
部
活
動
）、

ア
ル
バ
イ
ト
経
験
な
ど
、
学
生
本
人
の

入
力
デ
ー
タ
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
は
、
社
会
に
対

す
る
質
保
証
と
い
う
役
割
の
ほ
か
、
学

東
京
外
国
語
大
学
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取材・文／本間学　撮影／亀井宏昭

やぎくみこ●1982年東京外国語大学外国語学部アラビア語
学科卒業。1993年東京大学大学院人文科学研究科宗教
学宗教史学専攻中退。1993年ハーバード大学文理大学院
宗教学修了。1996年東京外国語大学外国語学部助教授、
2004年同学部教授、2017年より現職。

　eポートフォリオのデータは、大学が管理するものと学
生本人が入力するものの２種類がある。履修科目と成
績、GPAなどは、大学が運用する「学務情報システム」
から自動的に入力される。学生が入力できるのは課外活
動等の記録や、毎学期の目標設定とその振り返りだ。
ディプロマ・サプリメントには大学として保証できる客観
データのみが記されるが、課外活動等の記録は就職活
動で活用できるよう、学修活動履歴書に記載される。

　取り組みを主導しているのはPODS部会（Portfolio 
and Diploma Supplement）。全学横断で教育を統括
する教育アドミニストレーション・オフィスの直属の組織
で、副学長や学部長、各課の課長を含む十数名の教職
員で構成される。IRを担当する経営戦略情報本部の職
員もメンバーとなっており、ポートフォリオのデータの分析
などで連携し、分析結果を教学改善にも生かす考えだ。

言語文化
学部長 八木久美子

デ
ィ
プ
ロ
マ・
サ
プ
リ
メ
ン
ト

全学横断の部会（PODS部会）を組織し、
eポートフォリオの運用を推進する

〜
４
年
間
の
学
修
活
動
の
質
を
保
証

学
生
が
身
に
付
け
た

多
様
な
能
力
を
社
会
に
示
す

履
修
状
況
を
分
析
し

授
業
改
善
に
生
か
す

学
修
成
果
の
記
録
、成
長
の
可
視
化
に

取
り
組
む
東
京
外
国
語
大
学
。

こ
の
取
り
組
み
の
背
景
と

期
待
す
る
成
果
に
つ
い
て
聞
い
た
。

成果例

IRの目的

データの収集・共有

執行部や学部への
報告と活用のされ方

IRカルテ
学修成果の可視化

注目！

【IR組織と所属】経営戦略情報本部（役員会直属）
【構成員】本部長（理事）、副本部長（学長補佐、教員）、委員（教員3人、職員3人）
【主な業務】経営戦略のための情報の収集・分析／情報分析に基づく教育研究および業務の高度化の企画・立案

▶留学に関する分析結果を「留学白書」として発行、学外へ情報公開
▶統計学的視点からアンケート調査の方法を見直す
▶ポートフォリオに蓄積されたデータの分析や活用を推進

▶経営協議会において「就職状況と入試状況」を担当理事から報告
▶総合戦略会議において「入試成績とGPA」の分析結果を担当部長から報告
▶科研費の獲得状況に関して分析し、研究戦略検討ワーキンググループに資料を提供
▶PODS部会（下コラム参照）において統計学的視点から定期的に助言

▶留学・入試・学業成績・就職・科研費・予算などの各部局で保有しているデータを必要に
　応じて取得し、分析している

▶自学における諸活動に関する情報を収集・分析することにより、教育、研究および業務の
　高度化を図ること

ディプロマ・サプリメント（一部）

※上図は開発中のものです。

成績等のデータは既存のシステムと連動

IR部署と連携しデータの可視化に取り組む

学生数／4387人　教員数／258人　職員数／137人
学部／言語文化、国際社会
大学院／総合国際学研究科
THE世界大学ランキング日本版2017／総合27位、国際性６位

学修活動履歴書（一部）

特集●みんなで使うIR～内部質保証の実質化に向けて

＊2
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＊１　ヨーロッパで導入されている学位の内容を説明・証明する証書。
＊２　日本の英語教育での利用を目的に開発された言語力の到達度指標。欧州共通言語参照枠（CEFR）の６レベルをベースにした12レベルで構成。
＊３　「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やりとり）」「話すこと（発表）」「書くこと」の５つ。
＊４　株式会社ベネッセｉ-キャリアが提供する思考力アセスメント。「批判的思考力」「協働的思考力」「創造的思考力」を測る。
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大きな環境変化の中、継続的に自学ならではの特長ある教育を提供する
大学経営をしていくためには、今こそIRに基づいてPDCAを回していくことが
重要だ。その参考に、現状のIR活動を見直すポイントを以下にまとめた。

内部質保証の実質化に
向けたIR活動

7つのポイント
これまで これから

コスト コスト削減コスト

各部署・担当のもの 大学のもの

問題指摘 サポーター

高度な分析 議論のネタづくり

組織ありき 機能や活動優先

どう測定調査するか？ 戦略・方針・目的・目標

勘や慣習ベース 数値ベース判断根拠1
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体制

スキル

立場

データ

優先事項

各部で行っているデータの管理をIR担当が集約することで結果的に経営資源の効率化に

組織風土づくりは情報共有から。「大学名」でとったデータは皆で共有するしくみを

IRは各部の欠点を探す活動ではない。現場の「よくしたい」気持ちを手助けする活動、コミュニケーションを

IRはコミュニケーションツール。エクセルベースで構わない。話したくなる、考えたくなるネタの提供を

IRは使ってこそ。大学経営や教育改善に役立つようなあり方を構築し、「名ばかりIR」からの脱却を

PDCAを回すためには、「Check」をどうするかの議論より先に、「Plan」の立案を

厳しい時代を生き抜くためには、根拠に基づく未来予測と経営は必須。そのためのIRに
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